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犬 運 提携 店 


大 連 は 海 が 近く 、 お いし い 海 鮮 料 理 が 食べ られ ます 。 
そし て 世界 一 大 き な 広 場 や 、 街 中 を 走る 路面 電車 な ど 、 き れい で お 
酒 落 な 街並み も 楽し め ま す ! 


信治 字 名 : 北京 新 日 国 際 旅 行 社 有限 公司 
大 連 分 公司 大 連 提 供 店 
久住 所 : 大 連 市 中 山区 人 民 路 23 号 
虹 源 大 履 26 階 9 号 
電話 番号 :86-411-3980-5766 
食 営 業 時 間 : 平 日 :9:00 て 18:00 
土曜 :10:00 て 16:00 
念 休日: 日曜 及 び 中 国 祝祭 日 


取り 扱い 業務 
国際 ・ 国 内 航空 券 〇 国際 ・ 国 内 パッ ケー ジ 〇 国外 ・ 国 内 オプ ショ ナル ! 〇 
| X| ガ イド ・ 通 訳 手配 O 


国外 ・ 国 内 ホテ ル 〇 鉄道 ・ バ スパ ス 


成都 提携 店 


パン ダ の 故郷 で ある 四川 省 は 世界 遺産 の 宝庫 で す 。 そ の 中 で も お 勧 


め は 、『 一 生 に 一 度 は 見 た い 』 と 言わ れる 九 案 溝 と 黄 龍 で す 。 自 然 が 
造り だ し た 絶景 を 是非 ご 堪能 くだ さい 。 


人 @ 字 名 北京 新 日 国 際 旅 行 社 有限 公司 
成都 提携 店 

で 住所 四川 省 成都 市 人 民 南 路 一 段 
86 号 27 階 J 単 元 
電話 番号 :86-28-8620-3718 

人 @ 党 業 時 間 : 平 日 :9:00ー18:00 

人 @ 休 日 : 土 日曜 及 び 中 国 祝祭 日 


取り 扱い 業務 
国際 ・ 国 内 航空 券 IO 国際 ・ 国 内 パッ ケー ジ IO 国外 ・ 国内 オプ ショ ナル 〇 
国外 ・ 国 内 ホテ ル 〇 | 鉄道 ・ バ スパ ス | 〇 | ガイ ド ・ 通 訳 手配 


ハイ ナン 鳥 支 店 


東洋 の ハワイ と 呼ば れる この リゾ ー ト アイ ラン ド は 、 広 い 海 と 白く 敗 

し い ビ ー チ の 輝き だ け で は な く 、 マ イナ スイ オン た っ ぷり の 熱帯 雨林 

SI 国際 ブラ ンド の 一 流 ホ テル が 沢山 オー プン する 人 
の 楽園 で 、 の ん びり と 充実 の バケ ーション を 満 附 し まし ょ う 。 


人 涯 字 名 秀之 旅 (海南 ) 国 際 旅 行 社 有限 公司 

人 @ 住 所: 中 華人 民 共和 国 海南 省 海口 市 
演 海 大 道 103 号 財 冨 広場 8 層 

人 @ 電 話 番 号 :86-898-3668-3608 

人 @ 営 業 時 間 : 平 日 :9:00 て 18:00 

信 休 日 : 土 日曜 及び 中 国 祝祭 日 


取り 扱い 業務 
国際 ・ 国 内 航空 券 |X| 国 際 ・ 国 内 パッ ケー ジ 『X | 国内 オプ ショ ナル O 
国内 ホテ ル i 〇 | 鉄道 ・ バ スパ ス IX | ガイ ド ・ 通 訳 手配 IO 


対応 と な り ま す 。 アウ トバ ウン ド (現地 で 海外 航空 券 、 ホ テル 等 の 販売 を し て いる 支店 ) の 情報 は 、 弊 社 ホ ー 


広州 提携 店 


中 国 三 大 都市 の 1 つ 広 州 は 美食 の 街 と し て も 知ら れ て お り 、 0 
み の 味 付け を し た 広東 料理 や 飲茶 文化 等 が 色濃く 残る 都市 で す 。 プ 
プリ の エビ 餃子 や 様々 な 中 華 端 、 上 食 な どの 全 べ 歩き も お すす めで す | 


@ 字 名 : 北 京 新 日 還 際 旅 行 社 有限 公司 5 者 
広州 分 公司 
@ 住 所 : 広 東 省 広 州 市 天河 区 天河 北 路 

233 号 中 信広 場 2208 室 

電話 番号 :86-20-2223-0218( 代 表 ) 

人 @ 党 業 時 間 : 平 日 :9:30 て 18:30 

下 曜 9.30 一 15:30 

@ 休 日 日曜 及び 中 国 祝 祭日 


取り 扱い 業務 
国際 ・ 国 内 航空 券 〇 国際 ・ 国 内 パッ ケー ジ IO 国外 ・ 国内 オプ ショ ナル | 〇 
国外 ・ 国 内 ホテ ル 〇 | 鉄道 ・ バ パス パス ほ 〇 | ガイ ド ・ 通 訳 手配 〇 


育 合 提携 店 


青島 は 海 の 幸 ・ 山 の 幸 両 方 が あり 、 そ し て 、 世 界 に 名 を 馳せ て いる 青 


島 ビ ー ル を 造り た て の 状態 で 飲む こと が で きま す 。 西 洋風 の 旧 市 街 
と ニュ ー タ ウン が 織り 成す ユニ ー ク な 風景 を ご 電 上 BN 


儲 字 名 : 北 京 新 日 国際 旅行 社 有限 公司 
青島 分 公司 

で 住所 : 中 国 青島 市 市 南 区 香港 中 路 10 号 
TOP 順 和 国際 A 座 602 室 
電話 番号 :86-532-6677-7288 

人 @ 党 業 時 間 : 平 日 :9:00<18:00 
土曜 :10:00-16:00 

人 @ 休 日 日 曜 及 び 中 国 祝祭 日 


取り 扱い 業務 “ 
国際 ・ 国 内 航空 券 i 〇 1 国際 ・ 国 内 パッ ケー 
国外 ・ 国 内 ホテ ル 〇 | 鉄道 ・ バ パス パス 


IO 国外 ・ 国 内 オプ ショ ナル ! 〇 
結 に ガイ ド ・ 通 訳 手配 O 


殺 州 提携 店 


上 海 か ら 車 で 約 2 時 間 、 日 帰り で 行け る こと か ら 毎 年 多く の 日 本 人 の 


方 が 訪れ て いま す 。 お すす め は 「 山 坊 街 」 の 散策 で 、 昔 な が ら の 水郷 の 
風情 が 残る 繁華 衛 で す 。 ま た 、 魅 州 は 日 本 と 密接 に 関わ っ て いる 都市 
で も あり ます の で 上 海 へ お 越し の 際 は 、 せ ひ 菊 州 へ も お 下 し 下さ い 。 


久 党 字 名 : 北京 新 日 国際 旅行 社 有限 公司 
魅 州 提携 店 

人 住所 江蘇 省 魅 州 市 高 新区 獅 山 路 88 号 
金 河 国際 中 心 ビ ル 1206 室 
電話 番号 :86-512-6818-5630 

人 @ 営 業 時 間 : 月 曜 土 曜 :9:30 て 17:30 

信 休 日 日 曜 及 び 中 国 祝祭 日 


取り 扱い 業務 ' 
国際 ・ 国 内 航空 券 i 〇 1 国際 ・ 国 内 パッ ケー 
国外 ・ 国 内 ホテ ル 〇 | 鉄道 ・ バ スパ ス 


IO 国外 ・ ・ 国 内 オプ ショ ナル 〇 
〇 ガイ ド ・ 通 訳 手配 〇 





ムペ ー ジ より ご 確認 くだ さい 。http://www.his-j.com/ovsbranch 








H.I.S. の 海外 支店 が 旅 を サポ ー ト し ます ! 


H.I.S. 上 海 ・ 北 京 ・ 大 連 ・ 広 州 ・ 成 都 ・ 育 島 ・ ハ イナ ン 島 ・ 
蘇州 支店 ・ 提 携 店 が 24 時 間 サ ポー ト 








上 海 文 店 


ニー ハオ 1!2016 年 に は 上 海 デ ィ ズ ニー ラン ド の 開園 、 中 国 一 の 高 さ 
を 誇る 上 海 ク ワー の オー プン な ど 新 し い ス ポッ ト が 続々 と 誕生 し て 
いま す 。 ま た 、 旅 行 の 醍醐 味 で ある 様々 な 美食 を 上 海 で は 堪能 で き 


ます 。 ぜ ひ 、 お 越し 下さ いま せ 。 


信治 字 名 秀之 旅 (上 海 ) 国 際 旅 行 社 有限 公司 
念 住所: 上海 市 黄浦 区 漢口 路 266 号 
申 大 厚 3 階 
電話 番号 :86-21-6329-7878( 代 表 ) 
念 営 業 時 間 : 月 曜 て 土曜 :9:30 て 18:00 
念 休日: 日 曜 及 び 中 国 祝祭 日 | 


取り 扱い 業務 


国際 ・ 国 内 航空 券 
国内 ホテ ル 


北京 文 店 し 
_】 大 連 提 携 店 


蘇州 提携 店 今度 上 海 支店 








3 ハイ ナン 島 支 店 


北京 文 店 


再 都 北京 は 、 年 間 約 350 万 人 の 外国 人 が 訪れ る アジ ア で も 屈指 の 
ビジ ネス *・ 観 光 都 市 で す 。 中 国 の 世界 遺産 登録 数 は イタ リア の 51 ヶ 
所 に 次 ぐ 、50 か 所 を 誇り 、 そ の 中 で も 北京 は 1 つの 都市 で 万 里 の 長 
城 を 代表 と する 5 つづ 世界 遺 産 を 有する 世界 で も 稀 な 存在 で す 。 


@ 渓 字 名 北京 新 日 国 際 旅 行 社 有限 公司 
北京 代表 事務 所 (= 
住所: 北京 市 王府 井 大 街 99 号 世紀 大 碑 
A503 100006 | 
@ 電 話 番号 :86-10-851 1-5558( 代 表 ) 
@ 営 業 時 間 : 平 日 :9:00-18:00 
土曜 :9:00 て 15:00 
休日: 日 曜 及 び 中 国 祝祭 日 
取り 扱い 業務 
国際 ・ 国 内 航空 券 ” 八 | 国 内 パッ ケー ジ 八国 内 オプ ショ ナル IO 
国内 ホテ ル 〇 | 鉄道 ・ バ スパ ス | 





中 国 5 千年 の 歴史 


伝説 上 の 古代 王朝 か ら 激 動 の 近代 史 ま で 、5 千 年 に 及ぶ 奥深 い 中 国 の 歴史 を 一 挙 紹介 。 


和 
股 


BC1600 頃 一 BC1050 頃 

し ゅ ち に くり ん ちゅ うお 2 う 

ヽ ヽ こ 必 ミド か 

酒池肉林 で 有名 な 約 王 で 滅ん だ 王朝 
実在 が 確認 され て いる 中 国 最 古 の 王朝 。 青 銅器 の 製造 や 建築 の 高 
い 技 術 を 誇っ た 。 股 で は 、 神 権 政治 が 行わ れ 、 甲 骨 文 字 が 使わ れ て い 
た 。 役 と は 後世 の 呼称 で 、 王 朝 の 自 
称 は 「 商 」。30 代 電 辛 ( 彼 の 約 王 ) は 
女 色 に お ぼれ 残虐 非道 な 行為 を 繰 
り 返 し た た め 、 周 の 武王 に より 国 を 
滅ぼさ れ た と いわ れる 。 


ュー 四 縮 胃 || 


| 


WC 中 国 国家 観光 局 (大 阪 ) 


股 城 : 河 南 省 安 陽 に ある 有 身 の 都 の 遺跡 。 
甲骨 文字 や 青銅 器 な ど 、 貴 重 な 出 土 品 を | 
展示 し て いる 。 


L ゅ ん P ゅ う せ ん ご ぐ 〈《 じ だ い 

春秋 戦国 時 代 
。。 , 春 秋 CBC770 一 BC403) 戦国 (BC403 一 BC221) 
戦国 七 奴 か ら 秦 の 始皇帝 が 登場 
春秋 五 芋 と よ と ば れる 強国 が 周 の 権 
威 を 利用 し つつ 、 軸 権 争い を 行う 。 
BC403 年 に は 普 ( 山 西 省 ) が 韓 、 鍵 、 
趙 の 3 国 に 分 裂 。 そ の 後 、 各 国 に よる 
勢力 争い は 激化 し て いく 。 


都 江 堀 : 戦 国 時 代 の 秦 の 役人 、 李 光 に より 
造営 され た 治水 施設 。 





で 中 国 国家 観光 局 ( 火 阪 ) 


2 

前 漢 (BC202 一 BC9) 後漢 (25 一 220) 

農民 出身 の 劉邦 が 建国 

釘 漢 戦争 で 項羽 に 勝利 し た 劉邦 は 、 長 安 ( 現 西安 ) を 都 に 漢 を 建国 。 

前 漢 が 衰退 し 、 漢 の 外戚 に あたる 王 葬 ( お う も う ) が 皇位 を 繁 奪 ( さ 

ん だ つ ) し 、 新 と いう 王朝 を 立て る が 、 失 政 を 繰り 返し 1 代 で 滅亡 。 王 
奈 を 倒し た 前 漢 の 未 商 、 劉 秀 (光武 帝 ) は 洛陽 を 都 に 漢 を 再興 する 。 


し 4 4W(55 E だ い 
半 一 南北 朝 時 代 


2 で 9 


か ほ く か な ん 

華北 と 華南 に 異な る 皇 常 と 王朝 
魏 に 仕え た 司馬 一 族 の 未 座 、 司 馬 炎 が 普 を 樹立 する が 短命 に 終わ 
り 、 五 胡 十 六 国 時 代 と いう 騒乱 の 時 代 に 突入 。 華 北 で は 北方 遊牧 民 
の 一 族 が 北魏 ( ほ く ぎ ) を 建国 。 華 南 で は 劉 裕 (りゅう ゆう ) が 宋 を 建 
国 。 そ の 後 は 禅譲 に よっ て 斉 、 梁 、 陳 と 計 4 つ の 国 が 勤 興す る 。 





リ L 
必 4 
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夏 

伝説 の 中 国 最 古 の 王朝 

「 史 記 」 に も 記さ れ て いる が 不詳 。 黄 河 の 治水 工事 に 功 を 上 げた 周 と 
よ ば れる 人 物 が 王位 に つき 陽 城 を 都 に 建国 し た と され る 。500 年 ほ 
ど 続 いた が 、 悪 政 に より 国力 褒 退 と 民意 の 離反 で 股 に より 滅ぼさ れ 
守 ど 倒 売れ る の 。 


周 
封建 制 の は じ ま り 


周 を 建国 し た 武王 は 股 の 約 王 を 破り 、 鍋 京 ( 現 西 安 ) に 新 王 朝 を 確 
立 。 武 王 の 跡 を 継い だ 成 王 、 康 王 は 封建 制度 を 確立 。12 代 幽 王 が 諸 
侯 国 の 申 と 大 戒 の 攻撃 を 受け 死亡 する と 、 東 の 洛 邑 ( 現 洛陽 ) へ 遷 
都 。 以 降 を 東 周 と よぶ 。 


【 周 】 太 公望 の 名 で 知ら れる 上 呂 尚 は 、 油 水 で 釣り を し て いた 時 に 通り 
が か っ た 文王 に 、「 わ が 太 公 ( 祖 父 ) が 待ち 望ん で いた 人 物 」 と 才 を 見 
出さ れ 軍 師 と な る 。 息 子 の 武王 に も 仕え 、 暴 君 ・ 役 の 王 を 討伐 。 


し ん 


BC221 <BC206 


史上 初 の 統一 国家 
徐 と は 成 陽 ( 現 西 安 近 郊 ) を 拠点 と し た 戦国 
七 雄 の ひと つ で 、 燕 や 釘 な ど を 打ち 破り 全 中 
国 を 統一 。 強 力 な 中 央 集権 化 を 進め 、 貨 幣 
や 文字 の 統一 、 万 里 の 長城 を 建設 。 始 皇 
の 死後 、 陳 勝 ・ 呉 広 の 乱 を 発端 に 全国 に 反 
乱 が 勃発 。 統 一 か ら わ ず か 1 5 年 後に 滅亡 。 


で 中 国 国家 観光 局 (大 阪 ) 





さん で こく MM だ い 
三国 時 代 


220…280 


三国志 」 の 時 代 

魏 ( 華 北 ) の 曹 不 ( そ う ひ ) は 、220 年 に 後漢 最後 の 皇帝 ・ 献 番 か ら 禅 
議 さ れ 帝 位 に つき 、 魏 を 建国 。 対 立 し て いた 和 暫 ( 四 川 ) の 劉備 、 呉 ( 華 
南 ) の 孫権 も 皇帝 を 名 乗り 、 同 時 に 3 人 の 皇帝 が 存在 する 三国 県 立 
の 時 代 と な る 。 





雲 岡 石窟 : 南 
北朝 時 代 の 北 
魏 で 460 年 頃 
か ら 開 削 さ れ 
た 石 訪 群 。 
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唐 


618 一 907 


シル クロ ー ド の 東西 交易 
階 の 将軍 李淵 (りえ ん ) が 唐 を 建国 。 首 都 ・ 長 安 ( 現 西安 ) に 本 
ロー ド が も た らし た 東西 の 文物 や 人 が あふ れ 、 最 盛 期 の 8 世紀 に 
モン ゴル 高原 や 砂漠 の オア シス 都市 まで 含む 巨大 帝国 還 和 の 
し か し 安 史 の 乱 を 境 に 国力 は 傾い て いく 。 


2 


北宋 (960 て 1127) 南宋 (1127 て 1279) 


武 断 政治 か ら 文 治 政治 へ 


文官 政治 が 徹底 され 、 学 問 や 芸術 を 広く 奨励 。 一 方 軍事 面 で は 弱体 
化 が 進み 、 北 方 に 契丹 族 国家 の 遼 、 女 真 族 の 金 、 タ ング ー ト 系 民族 
に よる 西夏 が 建国 。1127 年 に は 金 に より 攻略 され 、 江 南 の 了 臨 安 ( 現 
杭州 ) へ 遷 都 し て お り 、 こ れ を 境 に 前 半 を 北宋 、 後 半 を 南宋 と よぶ 。 





で 中 国 国家 観光 局 (大 阪 ) 
西湖 : 南 宋 の 都 ・ 臨 安 と し て 繁栄 し た 古都 ・ 杭 州 に ある 世界 遺産 の 湖 。 


み ん 

明 

1368 一 1644 
南京 か ら 北 京 へ 


紅 中 の 乱 の 指導 者 の 一 人 、 朱 元 環 ( 洪 武帝 ) が 南京 に 明 を 建国 。 一 世 
ーー 元 の 制 を 行い 、 統 一 国家 を 誕生 させ る 。3 代 皇帝 と な る 永楽 需 は 
首都 を 北京 に 移し 、 現 故宮 博物 院 で ある 紫禁城 を 建造 (1420 年 )。 
海上 航路 に も 目 が 向け られ 、 ヨ ー ロ ッ パ と の 交易 も 盛ん に 。 





左 ノ 天 壇 公園 : 永 楽天 に より 築 か れ 、 明 ・ 清 代 を 通し て 皇 室 の 祭 場 と な る 。 
右 ノ 故宮 博物 院 : 現 存する 宮殿 で は 世界 最大 と いわ れる 。 


ちゅ う か みん こく 


中 華 民 国 


1912-~1949 


消 タゴ 下 を さじ 

激動 の 20 世 紀 前 半 
孫 文 の 指導 に よる 辛 廊 革命 を 経て 、 南 京 に 中 華 民 国政 府 が 成立 。 
最後 の 皇帝 ・ 湯 儀 が 退位 し 、 清 朝 は 完全 に 滅亡 。 初 代 大 総統 に は 豆 
世 導 が 着任 。 孫 文 亡き 後 、 国 民 党 を 率い る 将 介 石 と 、 共 産 党 を 率い 
る 毛沢東 に よる 中 国 大 陸 の 政権 争い が 勃発 。 


" ロ HI! い 
mmm mm すき 。 


LE 


m 
ュ J よ Na を 








外灘 :20 世 紀 初 頭 、 上 海 に 租界 を 置い た フラ ンス や イギリス 、 日 本 な ど が 建造 し 
た 洋館 が 、 黄 浦 江 沿 い に 立ち 並ぶ 。 








ずい 
縛 

月 
9 人 1ー ン D18 


遺 階 使 の 時 代 


581 年 に 楊 芯 ( よ うけ ん ) が 随 を 建国 。265 年 ぶり と な る 中 国 統一 
果たす 。 PR の 生ま 
で 反感 を 集め 、 反 乱 が 続発 。 建 国 か ら 27 年 で 滅亡 する 。 


いじ っ こく 〈《 じ だ い 


五代 十 国 時 代 


907 一 960 

小国 が 次 々 と 誕生 

唐 の 滅亡 か ら 宋 の 統一 まで 約 50 年 続い た 戦乱 時 代 。 華 北 で は 、 後 唐 
(こう と う )、 後 普 ( こ うし ん )、 後 漢 ( こ うか ん )、 後 周 ( こ うし ゅ う ) と 5 つ 
の 王朝 が 続い た 。 周 辺 で は 節度 使 や 行政 長官 な ど が 勝手 に 王 を 名 
乗り 、 呉 (ご ) や 林 ( そ ) な ど 十 国 と 称 さ れる 国家 が 力 を つけ て いく 。 


げん 
元 
127 1-ー18368 


モン ゴル 民族 の 王朝 

中 央 アジ ア や 東 ヨ ー ロ ッ パ まで 至る 大 帝国 を 築い た の は チン ギ ス ・ 
ハン を 始祖 と する モン ゴル 帝国 。 第 5 代 の フ ビ ライ ・ ハ ン は 中 国 北部 
の 金 を 滅ぼし た 後 、 現 在 の 北京 に 大 都 を 建設 し 、 国 号 を 元 に 定め る 。 


”” ヽ 
\ 


( 
し 


清 
人 導 髪 女真 族 独 特 
中 国 最後 の 統一 王朝 に も 果 し た 。 
女真 族 を 統一 し た ヌル ハチ が 後 金 
を 建国 。 息 子 の ホン タイ ジ は 1636 
年 に 国 号 を 清 と 改め 、 目 ら 皇 帝 に 即 
位 。3 代 順治 帝 の と き 、 全 中 国 を 統 
ー。 し か し 19 世 紀 半 ば に イギリス と 
の 阿片 戦争 で 敗戦 。 不 平等 条約 を 
結ば され 、 列 強 諸国 に よる 半 植 民 地 
化 が 進ん で いく 。 


MD 


旅順 : 大 連 苑 外 に ある 日 露 戦 争 最大 の 激 
戦地 。 今 も 戦 貴 が 残っ て いる 。 





ちゅ ぁ う か | ん みん きょう わ こく 


中 華人 民 共 和 国 


1949-- 


ヶ 又 さ 支 > ーー ジ ヽ 

経済 発展 者 し い 現代 中 国 

北京 の 天安 門 広 場 に て 、 毛 沢 東 が 中 華人 民 共 和 国 の 建国 を 宣言 。 
中 国共 産 党 主 導 に よる 、 社 会 主義 国家 が 誕生 し た 。 

大 躍進 政策 、 文 化 大 革命 な ど 国 内 の 混乱 期 が 続く が 、 毛 沢 東 の 逝去 
後に 収束 。 部 小平 に より 、 経 済 の 改革 開放 が スタ ー ト 。 


で 中 国 国家 観光 局 (大 阪 ) 


















中 国 50 カ 所 世界 遺 


@ 文 化 遺 産 分 自 然 遺 産 人 複合 遺産 


01 万 里 の 長城 (1987 年 ) 
02 北京 と 落陽 の 明 ・ 清 朝 の 皇宮 和 群 (1987 年 ・2004 年 ) 
03 英 高 窟 (1987 年 ) 
04 秦 の 始 皇 陵 (1987 年 ) 
05 周 口 店 の 北京 原 人 遺跡 (1987 年 ) 
06 承 徳 の 避暑 山荘 と 外 八 雇 (1994 年 ) 
07 曲 上 阜 の 孔 応 、 孔 林 、 孔 府 (1994 年 ) 
08 武当 山 の 古 代 建 築 物 群 (1994 年 ) 
09 ラサ の ポタ ラ 宮 歴史 地区 (1994 年 ・2000 年 ・2001 年 ) 
10 鷹山 国立 公園 (1996 年 ) 
11 雇 江 旧 市 街 (1997 年 ) 
12 古都 平 癌 (1997 年 ) 
13 魅 州 古典 園 林 (1997 年 ・2000 年 ) 
14 願 和 園 、 北 京 の 皇帝 の 庭園 (1998 年 ) 
15 天 壇 : 北 京 の 皇帝 の 剛 壇 (1998 年 ) 
16 大 足 石刻 (1999 年 ) 
17 青 城 山 と 都 江 堀 水利 ( 瀧 滋 ) 施 設 (2000 年 ) 
18 安 微 南部 の 古 村落 - 西 通 ・ 宏 村 (2000 年 ) 
19 龍門 石窟 200 
20 明 ・ 清 朝 の 皇帝 陵墓 群 (2000 年 ・2003 年 ・2004 年 ) 
21 雲 岡 石窟 0 
22 古代 高 句 記 王国 の 首都 と 古墳 群 (2004 年 ) 
23 マカ オ 歴 史 地 区 (2005 年 ) 
24 股 壇 (2006 年 ) 
25 開平 の 望 楼 群 と 村落 (2007 年 ) 
26 福建 の 土 楼 (2008 年 ) 
27 五台山 (2009 年 ) 
28 河南 登 封 の 文化 財 "天地 之 中 "(2010 年 ) 
29 杭州 西湖 の 文化 的 景観 (2011 年 ) 
30 上 都 ( ザ ナド ッ ゥ ) の 遺跡 (2012 年 ) 
31 紅 河 ハニ 棚田 群 の 文化 的 景観 (2013 年 ) 
32 シル クロ ー ド : 長安 - 天 山 回 廊 の 交易 路 網 (2014 年 ) 
33 中 国 大 運河 (2014 年 ) 
34 土司 の 遺跡 群 (2015 年 ) 
35 左 江 花 山 の ロ ッ ク ・ ア ー 
36 九 案 溝 の 0 の 前 と 礎 ! ey (1992 年 
37 黄 龍 の 景 
38 武 陵 源 の 量 の 
39 雲南 三江 0 の 保証 群 (2003 年 ) 
40 四川 : 儲 区 群 (2006 年 
41 中 国 南方 カル スト (2007 年 2014 年 ) 
42 三 清 山 国立 公園 (2008 年 ) 
43 中 国 丹 霞 (2010 年 ) 
44 澄江 の 化石 産地 (2012 年 ) 
45 新 玉 天 山 (2 
46 湖北 省 の 1 
47 泰山 987 年 
48 黄山 (1990 年 ) 
49 峨 眉山 と 楽山 大 仏 (1996 年 ) 
50 武夷 山 (1999 年 ) 
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ジャ イア ント パン ダ 人 保証 














贈 架 (201 6 年 ) り 





請 記 1 リスト Gone 年 陸上 


桂林 P64 
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で 中 国 国家 観光 局 (大 孤 ) 
天 壇 : 北 京 の 旦 帝 の 衣 壇 【 文 化 遺 産 】P32 








武 陵 源 の 景観 と 歴史 地域 【 自 然 遺 産 】 Pe60 
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峨 眉山 と 楽山 大 仏 【 復 合 遺産 】P73 


呈 ーーー 一 
EE 


" ピ 遇 


1 に コ ロ ュ ロロ 
ee 記 
し 3 日 1 
『ー - ーー 


肖 こ ニー 
| ー に 


一 軍 m ーー ニ 
ーー 
ーー ユ = 


『 呈 


で sm ュー 


TE 


和 





区 群 【 自 然 遺 産 】P72 
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で 中 国 国家 観光 局 (大 孤 ) | 
北京 と 藩 陽 の 明 ・ 清 朝 の 星宮 群 【 文 化 遺 産 】P30 


みん 


] aa 


数 押 C 中 国 国家 観光 局 ( 大 阪 ) 





uF 由 


雲南 三江 俳 流 の 保護 地域 群 【 自 然 遺産 】 P78 
16 








に 





『 ニ し ー て mu! mm 一 呈 や ーー II Eh tmr im es 
- ーー Ft 相 男 盾 上 画 「 問 
で WW トト 
Ps ュー mi Pe 王 コ ala 1 ー 
: ar に ャ 本 ーー 
: 1 ek 3 っ し 「 っ 
量 ーー 上 PE ー 


っ っ ュー = 


ーー = ( ee 


Hi 
二 二 F 


ロ 


黄 龍 の 景観 と 歴史 地域 【 自 然 遺産 】P71 
17 
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全 2G 人 回 し Sh? 抽 %0 全 
CS で 0 が コマ 407 く て (0 ホキ や た 
季 ご り 個 二 会 是 全 SM の "人 
庵 課 陣 ぐ 坦 忌 称 記 0 呈 々 し レ る xG 
委 JJNMT ロ 超 記 587NS 外 
明 め 旨 物 の KG) 反し ゅ ne 











も W/ 

で 豊 羽 し 押 を 朋 附 公 作 
OS 守る 押 察 和 壁 失 
店 品 條 ( く 枯 人) ^ 湯 罰 





っ の AH 団 ? 

潤 叶 代 和 ち 88 る / 所 下 宗 
帆 和 pyQ 筆 民 ぐ 避 々 めし“ 陳 
ジ G 叶 反 京 届 - つ し ^ ズ ャ 宮 
つ 6 記 じ 2hG@ ぐ Sn" 


シュ ワン ヤン ロウ 。 羊 肉 の し ゃ ぶし ゃ ぶ 。 臭 み も な く お い し い ! 





突 々 K く で KK お 的 竹宮 天 S 
乱 ” 旦 境 ( 表 AA と 表 ) 5 人 5 選 
*@ 生 社 昭 沈 掌 定 据 人 0 宗 : 

千 較 し 1 昌 學 2 | 地 史 1S 尼 


上 海 を 代表 する 料理 と いえ ば 、 や っ ぱり 上 海 箸 ! 


口 晃 シロ 交 選 / 如 避 め 応 2 憧 
祝 ぐ 人 " 選 巡 加 弄 " 騙 宮 ぐ 
量 で 間 脱 0 丸 窪 会 尿 2" 
し の め 誠 りら 忌 約 還 <n 二 選 
51 押 8 党 SO 次 丸 る 志 胃 く 
に いで 全く こ SNc2E へ た だこ すい 
(か を 玉生 ー) の 筑 李 / 約 宗 
J 守 超 玲 ン ぐ の 填 志 塞 思 へ 
さ ベ GS 器 響 堂 守 " 堅 苗 自 ぐ 押 昼 
りつ しめ 可 記 し ゴ 選 虹 記 
語 邊 ぐ 罰 共 共和 や 人 8 半 く の の め 
DS る 秋 准 つの ? 

千 周 %0 ウ SG 固 綴 下 し 導 
ne 志 尋 87 民 握 居 如 電電 ぐ 常 
mnー ロ CSJ 款 賠 察 つ る 和 
9 詩 衝 補完 系 笛 め 慰 ン 夜 
怪 つ 4 沙 ら 当 4K<Gh@ 邊 を へ 


/ 


肉 を 、 と っ て り と し 


フ 
油 ベ ー ス の た れ で 煮込む 上 海 名 物 。 


ン シ ャ オロ ウ 。 豚 ババ 


EEEA 
札 


備 甘 (ルー トー) っ)387 吐 賠 ヨ 
( 稀 )) 揚 社 他 ( 沙 ) ぐ 糞 選 KG 
+nS 社 0 ぐ 4J? 客人 0 倒 坦 く 
還 三 突 翼 5" 当 黙 因 宗 を 回 憲 
妥 HH よ つ S4 り 偽 な AKG 4 の 
李 い 拒 如 央 淡 祭 世 お 還 全 やつ 
し 引 吉 XNvNynG? 

性 超 C@My 記 67 委 項 る 
39 社長 筐 避 堅 60 ウス 2nk@ の で 
尽 選 2 名 "臣下 境 ぐ 0aJ" 彼 令 
ジー で) な n9 の 本社 う りう っ の つづ 





や づつ? 7J ぐ 翌 鶴 8 咽 角 祭 坦 
* ン 39 の RG の SS 王 人 め 公 瘍 
ン 悦 明 恒 管 "vS 宮 人 居 回 物 則 
3 で バア きん さか きた Si に ペー こし (たこ さま 
KN 人 の く た らら も に 4 
DL 信 r く hG" 


| 風 火鍋 。 


) 


う の が 、 四 


プ を 味 わ 


スー 


こ 使っ た 


【 


ん 


子 や スパ イス を ふん だ 


慎 辛 











」 人 1 則 | ん アー 〆 
0 人 約 に = ル 
| IIII 和 へ 。 4 
際 ぁ AILU る ーー ニー 
Es、 | 還 \ ke pl SN 





目 桂 て はめ 量 球 避 公 諾 う 


革 岡 仙 購 ぐ 据 窒 


「 超 8 代 宗 准 選 」 の つ る 愉 宗 
Nee6 な 7 代 至 8 超 ぐ 寺 宮 民 
人 S 選 ロロ 手 り 察 つり る 7 
る 人 ら S*@| 時 園 窟 陣 ] ぐ 序々 7 
ビタ ニコ る マ ア こく) の た し べ 
ぷっ" 


級 食材 も 味わっ て みた い ! 


司 。 則 


来 た か ら 【 


思 


ワ ビ 。 せ っ か く 本 場 





フカ レヒ レ 料 理 と ア 


豚 の 丸焼き は ご ち そ う 。 パ リ パ リ の 放 は 絶品 ! 





遺 氏 公 如 の 蛋 品 県 る 状 慌 
IP を :: す も い 
弄 下 つ ^4SQW 選 4J) 据 所 お つる 
思 反 察 陣 3" 様 案 ぐ 党 祭 坦 0 り 
る し 要 親 豆 絡 堂 ? 伯 ン 会 媒 
En や Js マイ とく だ に = リコ 
っ の 4 人 ぐ 忌 "所々 紋 掌 符 化 寺 席 
pc に リ ニー ター ペー を < マナ (たく と こし くす 
ーーーー の の ポン” 無 つ 倒 る 余人 
KOQSo の 市 N 須 " 

怒 格 販 逢 ぐ 民 の つじ “上 邊 叶 
ける ふい ン 4)38 終り 星宮 弥 
つめ 85 外 虹 め 准 つり 会 ン 「 趣 
0 けり | 対 陣 和 mk@ 層 鶴 じ 対 
で りり の 全 SX1 一 6 告 仔 


30 信 会 全 AKG@” 





選 は め が 補 交 KO 
へ へ 相 敵 会 箇 記 秋夫 六 記 


ペン で 四 舞 公 邊 め 下 罰 翌 
し 8^ 密 枢 喝 稀 恒 計 避 の 7 
心 て 和仁 察 吾 和 を へ 全 全 窟 民 " 
く 公 穴 恒 宮 洋光 直入 
人 S 居 選 じ る h97 お 7 ヨ 思案 廊 
と 隷 企 府民 豆 297S 圭 翌 計 
ぷく ぐ 府 寸 察 陳 め 季 幼 " 
下 の 著 剛 G 革 己 直 才 味 お 7 避 巡 
ne 地 選 記 約 生 敵 つぐ 


ン な ど を 振り か け て 食べ る 。 


ーー 
ーー 
Pe 





シシ カバ ブ 。 唐 辛子 粉 、 塩 、 ク 


20 


一 


黒 茶 ノ 完成 し た 茶葉 に 微生物 を 植え 付け 、 発 酵 
させ た お 茶 。 古 い ほ ど 価 値 が 高い 。 紅 茶 プ ノイ ギリ 
ス の 紅茶 文化 が 、 中 国 流 に 発展 し た お 茶 。 青 茶 
ノ 発酵 部 分 の 褐色 と 不発 酵 部 分 の 緑色 が 混 じ 

合っ て 、 再 っ ぽく 見 える こと か ら こ う 呼 ば れる 。 
代表 格 は 烏龍茶 。 黄 茶 ノ 緑茶 製造 工程 中 に 軽 
度 の 発酵 を 行っ た お 茶 。 折 茶茶 葉 が 芽 吹 い た 
段階 で 採取 し 、 発 酵 度 が 非常 に 浅い 段階 で 自然 
乾燥 させ た お 茶 。 緑 茶 ノ 生産 量 ・ 消 費 と も に 最も 
多く 、 日 本 で も お な じみ の お 茶 。 花 茶 ノ 茶葉 に 花 
を 混ぜ る な ど 花 の 香り を 茶葉 に 移し た お 茶 。 お 湯 
を 注ぐ と 花弁 が 開く も の も あり 、 目 で も 楽し め る 。 


中 国 酒 


広大 な 国土 と 長い 歴史 が 
生ん だ 湯 冨 な お 洒 


一 口 に 中 国 酒 と いっ て も 、 そ の 種類 は 大 きく 
6 つ に 分 けら れる 。 黄 酒 、 白 酒 、 果 実 酒 、 楽 
門 生 NSR 回 kG の の 8 の ) 四 (の ポ | 昌 | 
合わ せ て お 酒 を 選ぶ の も 、 楽 し み の ひ と つ 。 


Il 中 国 ス イー ツ 


みん な 大 好き ! 
心 躍る 点心 ⑦ 


日 本 で も お な じみ の デザ ー ト か ら 、 現 地 で し 
か お 目 に か か れ な いも の まで 、 中 国 ス イー ツ 
は バラ エ テ ィ 豊 か ! デ ザー ト は 中 国語 で 「 点 心 」 
と Ne も 、 旧 6NS00EUD GGK 2 ルー ンー 
却 頭 な どの 辛め の お や つも デザ ー ト の 一 種 。 
22200S2UIEL2ANI0NIGN コタ 62 く 4( 5 
発掘 し て みよ う 。 


中 国共 


人 々 の 日 常に 欠か せな い 
興 深 き 中 国 集 の 世界 


中 国 は 、 お 茶 の 発祥 地 と も いわ れ 、 地 域 や 
季節 に よっ て さま ざま な お 茶 文化 を 育ん で 
5 きた 。 そ の 広大 な 土地 に は 、 数 百 種類 と も い 
@ 品 国 ま る ご と 百科 事典 。 われ る お 茶 が 存在 し て お り 、 そ の 分 類 も 、 茶 
紅 余 未 奈 葉 の 色 や 形 、 香 りな ど で 分 ける 方 法 な ど 、 実 
に 多種 多様 。 一 般 的 に は 、 発 酵 度 に よっ て 6 
る 條 人 の 見 分 で ご に シャ スミ ン ポ さと 人 
表 さ れる 花茶 を 加え た も の が 、 中 国 7 大 茶 
類 と な る 。 お 茶 は の どの き を 潤す だ け で な 
く 、 疲 れ を と り 、 心 を 静め 、 食 谷 不 振 や 体 の 
不調 を 解消 する な ど 、 昔 か ら 人 々 の 生活 に 
溶け 込み 、 親 し まれ て きた 。 日 本 の お 茶 文化 
と は 似 て 非 な る その 作法 を ぜひ 本 場 で 味 わ 
2 < で IP 


5000 年 の 歴史 を も つ 中 国 に は 
様々 な 種類 の お 酒 が ある ! 


( 星 還 キョ ー 
| is もり m 前 2 
⑥ 〇 中 国 ま る ご と 百科 事典 


1 貴州 茅 台 酒 (キシ ュ ウ マオ タイ シュ ) 。 貴 州 省 特産 の 高梁 (モロ コシ な ど ) を 主 な 原料 と する 蒸 
留 酒 。2/ 石門 液 (ゴリ ョ ウエ キ ) 。 四 昨 省 宣旨 市 産 の 白酒 。3 ノ 会 稽 山 紹興 酒 ( カ イケ イザ ン シ ョ ウ 
コウ シュ ) 。 泊 江 省 紹興 市 付近 で 製造 され る 代表 的 な 黄 酒 。4 福 建 老 酒 ( フ ッ ケ ン ラ オチ ュ ウ )。 福 
建 注 州 市 産 の 黄 酒 。5/ 青 島 ビー ル ( チ ンタ オビ ピー ル ) 。 山 東 省 青 島 の ブラ ンド ビー ル 。 


| 及 2 Rg ジル ルー ジン と 2 ラー ンク リリ の た 下 カウ ツル 
ペー の 5 の ニン レン ショ 
一 。 日 本 語 で ゴマ 団子 の 意味 。5 プ サンザシ 館 。 
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( 〇 中 国 ま る ご と 百科 事典 還 





ミャオ 族 
貴州 雲南 ・ 湖 南 ・ 四 川 ・ 広 西 ・ 湖 北 
銀 の 飾り を 多用 し た 民族 衣装 、 歌 垣 や 竜 船 競 渡 な ど で 有 名 。 祭 り に 
は 大 小 の 芦 竿 (る ろ る しょう) が 登場 する 。 地 域 に よっ て 特色 ある 文化 を 
有 し 、 衣 装 に も 違い が ある 。 


ヤオ 族 
広西 ・ 湖 南 ・ 雲 南 ・ 広 東 ・ 貴 州 
般 将 (バン コ ) を 先祖 と する 神話 を 伝承 し て いる 。 山 地 を 渡り 歩く 焼 
畑 耕作 民 と し て 知ら れ た が 、 現 在 で は 定住 化 が 進ん で いる 。 紅 ヤオ 
族 は 女性 の 髪 が 世界 一 長い 民族 と し て ギネス 入り し て いる 。 





テマ 


aaa FFP 


っ | ヽ / 直 丘 
チワ ン 族 
広西 ・ 雲 南 ・ 広 東 ・ 貴 州 ・ 湖 南 
中 国 の 少数 民族 中 、 最 大 人 口 の 民族 。 漢 族 と の 交流 が 長く 、 黄 、 陸 、 
英 、 僅 な どの 漢字 姓 を 名 乗る の が 特徴 的 で ある 。 歌 垣 も 有名 。 衣 装 
は 大 き な 被 り 物 に 、 腰 に エプロ ン の よう な 布 を 巻く 事 が 多い 。 


思 ナ ベット 族 
西蔵 ・ 四 川 ・ 青 海 ・ 甘 ・ 村 南 ・ チ ベッ ト 自治 区 の 全域 
チベット 仏教 を 信仰 する 。 チ ャ ンタ ン 高 原 を 中 心 に 今 な お 遊牧 生活 
を 続け る 人 々 と 、 ヤ ルツ ァ ン ポポ 河 流域 に 定住 し て 農業 を 営む 人 々 に 
分 けら れる 。 
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古代 王朝 か ら 激動 の 近代 まで 、5000 年 に わた る 歴史 を 紡い で きた 中 国 。 
自 都 、 北 京 で 変わ り ゆ く < 中 国 の ドラ マ を 感じ て 。 
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山々 を 貴 う 
人 類 最大 の 建築 物 


北京 中 心 部 か ら 車 で 約 1 時 間 半 





@ ば ん り の ちょ うじ ょ う 且 誌 胃 駿 委 【1987 年 登録 】 


周 ど 出 次 ぐ 轄 つじ 名 4 宗 宇 区 僚 Pone 里 泌 地 あべ KS まう 
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=/ 届 天 6 革 る 翌 " 居所 各 計 必 間 提 he て 0 補 公 の) 自生 
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明 の 十 三 陵 
【2003 年 登録 】 


明代 16 皇 帝 の うち 13 人 の 皇帝 が 眠る 広大 な 陵墓 群 。 造 
営 期間 は 200 年 に も わた り 、 広 さ は 陵墓 エリ ア だ け で も 
40km に 及ぶ 。 観 光 客 に 公開 され て いる の は 、 参 道 で ある 
神 路 と 、 定 陵 、 長 陸 、 昭 陵 の 3 陵墓 で 、 白 亜 の 殿堂 が 見 事 
な 定 陵 の 地下 宮殿 と 、 格 子 、 ラ クダ 、 象 な どの 石 獣 な ど が 
並ぶ 神 路 が 見 どこ る 。 八 送 領 長城 と 合わ せ て 訪れ る こと の 
多い 観光 名 所 。 
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前 に 


で 中国 国家 観光 局 (大阪) 議 


故宮 博物 院 の 東側 に ある 九龍 壁 。9 頭 の 龍 が 躍動 する 姿 が 7 色 の 瑠璃 瓦 を 使っ て 表現 され て いる 。 





履 宮 博 物 院 の 歴史 


ラス ト エ ン ペ ラー の 舞台 

1919 年 、 イ ギリ ス の 学者 レジ ナル ド ・ フ レミ ング ・ 
ジョ ンス トン は 、 清 代 最 後 の 皇 帝 ・ 宣 統 帝 濾 儀 の 
家庭 教師 と な り 、 以 後 約 5 年 間 を 紫禁城 で 過ごし 


た 。 革 命 に より 清 が 倒さ れ 、 国 内 が 混乱 し た 激動 
の 時 代 。 濾 儀 と の 宮廷 生活 を 綴っ た 「 紫 禁 城 の 黄 
祖 」 は 、1934 年 に 初版 が 発行 され 、 後 に 「 ラ スト エ 
ン ペ ラー」 と し て 映画 化 さ れ た 。 
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中 華 帝 国 最後 の 皇帝 
湯 儀 l90e-1967 年 】 


3 歳 で 皇帝 に 即位 する が 、1912 年 に 退位 、 清 朝 最 
後 の 旦 帝 と な る 。1924 年 、 紫 侍 城 を 追わ れ 、 後 に 日 
本 軍 に 「 満 州 国 」 皇 帝 に 担ぎ 出さ れる 。 終 戦後 は 収 
容 所 生活 を 経て 1959 年 特 散 に より 解放 され た 。 


映画 「 ラ スト エン ペラ ー」 で は 、 ラ スト シー ン の 舞台 に も な っ 
た 太 和 殿 。 老 いた 湯 儀 が 、 玉 座 の 後ろ る か ら コ オロ ギ の 入っ た 
筒 を 取り 出す シー ン は 有名 。 
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京山 公 属 
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故宮 を 望む 
絶景 ポイ ント 





天安 広場 


人 @ て ん あん も ん ひろ ば 地下 鉄 天安 門 東 駅 か ら 徒 歩 約 3 分 
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⑧ い わ え ん 【1998 年 登録 】 
地下 鉄 北 宮 門 駅 か ら 徒歩 約 1 分 ( 北 宮 門 まで ) 


地下 鉄 西 苑 駅 か ら 徒歩 約 15 分 (東宮 門 ま で ) 
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4 つの 世界 遺産 と 話 


m の OO スポット を 網 維 する ! 


2 泊 3 日 北京 の 旅 


ペ 万 里 の 長城 
| 。 明 の 圭三 陵 - 
2 
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1 を 
ョ し 下 1 


mm 


の 人 国人 阪 ) 2 本 cw 


還 し が 
晴らし い ! 





午 前 天安 門 広 場 、 故 富 博物 院 、 景 山 公 園 へ 
世界 最大 級 の 広場 ' 天 安 門 広場 」、 世 界 遺産 で あり 世界 
最大 級 の 宮殿 "故宮 博物 院 」、 高 台 か ら 故 宮 の 全 景 が 見 ら 
れる ' 景 山 公園 」 へ 。 世 界 規模 を 体感 ! 
昼食 
ジャ ヤー ジャー 麺 


北京 ダッ ク と 並ん で 有名 
な の が ジャ ー ジ ャ ー 麺 。 北 
京 で あれ ば た いて い 何 処 
で も 食べ る と と が で き 、 安 

で て 財 味 じい 、 京子 の 
ソウ ルフ ー ド ! 





0 て ん だ ん い 。 わ えん JP 
午 後 天 壇 公 園 、 限 和 園 へ 
柱 で 支え られ 、 釘 を 一 本 も 使用 し て いな い 天 壇 公 園 
の 建物 に 圧倒 され 、 中 国 最大 級 の 皇帝 庭園 で 敷地 面 
積 約 290 万 m の 広 さ を 誇る 灰 和 園 に 感動 ! 


タタ 食 シュ ワン ヤン ロウ 
沸騰 し た 湯 の 中 に さっ と 通す 、 北 京 名 物 羊 の し 


ゃ ぶし ゃ ぶ 。 有 芝 麻 凌 ( 練 り ご ま ) の タレ が これ また 
美味 ! 臭み も な く 、 い くら で も 食べ られ ちゃ う ! 


夕食 後 王府 井 へ 
- 全 大 通り か ら 一 歩 
入る と 、 中 国 ら し 
い お 土 産 を 売る 
民族 文化 街 と 、 


の 放 街 が 。 北 宮中 国 国家 観光 局 ( 大 阪 




















ニュ ー オ ー タ ニ 北 京 
天安 門 広 場 や 北京 駅 か ら の アク セス も 近く 便 
利 。 日 本 人 スタ ッ フ 常 往 な の で チェ ッ ク イ ン 時 も 


安心 。 


北京 朝陽 区 建国 門外 大 街 26 号 
86-106-512-5555 
14:00 ノ 12:00 
※ こ の プラ ン は モデ ルプ ラン で す 。 
る 和 1 


798 芸 術 区 細 
景山 代 園 
“王府 区 


大 同人 園 





0 に ュー だか qW た 1 




















スケ ジュ ー ル 
関西 空港 発 サー 北京 空港 着 
到着 後 、 ホテ ル へ 
昼食 : 水 餃子 
昼食 後 、 今 注目 の 798 芸 術 区 へ 
夕方 : 仕 利 海 、 胡同 を 散策 


夕食 : 北 京 ダ ッ ク 【 北 京 泊 】 
午前 : 世 界 最 大 級 の 広場 、 天安 門 広場 、 

【 世 界 遺 産 】 故 宮 博 物 院 、 景山 公園 へ 

昼食 : ジ ヤー ジャ ー 麺 

昼食 後 、【 世 界 遺 産 】 天 壇 公 園 、 灰 和 園 へ 

夕食 : シ ュ ワ ン ヤ ン ロ ウ 

夕食 後 、 北京 一 の 繁華 街 、 王府 井 で 

お 買い 物 や 食べ 歩き 【 北 京 泊 】 


午前 : [世界 遺 産 】 明 の 十 三 陵 、 万 里 の 長城 へ 
その 後 、 空港 へ 
北京 空港 発 サー 関西 空港 着 


タ 食 北京 ダッ ク 
ディ ナー は 待っ て まし た の 北京 ダッ ク ! ! 
理 ば し い パ リ パ リ の 放 と 薬味 を クレ ー プ 
状 の 餅 で 包め ば 、 絶 妙 な 美味 し さ ! 


ーー 電位 


関西 空港 出発 
| 散 
北京 空港 着 


約 3 時 間 半 で 到着 ! 


へ N 多 SS、 近い ! 






タ 方 仕 誕 海 、 胡 同 散策 一 午 
湖 の まわ り に カフ ェ ヤ 土産 物 屋 が 建ち 並ぶ 風光 
明 燃 な 仕 利 海 と 、 四 合 院 造 り の 町 並み の 鼓 同 を 
昔ながら の 中 国 伝統 様式 の 輸 タ ク に 乗っ て 散策 。 


後 798 芸 術 区 








ョ ーー 

幅広 い 年 齢 

層 か ら 人 気 

it 多数 ギ が 集まり 、 今 注目 の 現 
多数 ギャ ヤラ リー が 、 今 注目 の 

ーー ーー 代 ア ー ト スポ ッ ト 798 芸 術 区 へ ! 


じゅ うさ ん りょう 


日 一 中 国 が 誇る 世界 遺産 、 万 里 の 長城 は 、 世 

明 の 十 二 陵 、 界 最 大 の 防護 壁 ! 八 達 鶴 長 城 は 北京 市 

万 里 の 長城 へ 等 か ら 北 に 約 60Okm に 位置 し 、 修 復 が 施 
され て いる た め 状 態 が 良く 、 万 里 の 長城 











の 中 で も 代表 的 な 区 間 と され て いる 。 
入ら.。 | 
人 
PO 
天津 日 帰り 観光 
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関西 空港 着 山 
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5 的 克 ウイ て る く 要 。 界 " イ 京 則 ll ei 
れ フ 本 そ 。 双 が ga 放 [ 
らぶ チ い し < く < く 信 素 玄 道 6 ち ン と の ノ W 交 に 『 1 コレ ーー 
0 の 倒 8 かれ 史 る / 大 IF 有 | / 有 1 1 申 
欲 計 太 ア ? 現 統 で ら 産 2 そ 時 し 71 ! ン マジ ゥ 2J ヽ 
ひ ス 全 妥 で ろ : ぶ = I 1 っ ノ J ハ 
し 体 鼓 ? ポ 代 的 る は 含ん 品 
ヽ 半 || 工 N の の ヽ 思 ご くる ヾ さ le 
場内 を ス ト 事 は せ す 中 うす る 世界 遺産 だ け じ ゃ な い 
所 と 押 北 が と 柄 そ な る 国 く で 今 の 北京 を 歩 こう 
を を 本 京 次 し や れい 北 を を た 世 
挙 1 ヽ 支 々 込 場 だ 大 京 代 いぶ 作 
に い 北 店 と ん 所 け 事 に 表 だ 遺 
ご と 床 の 伸 6 @G で な 洒 ず の ク る 彦 


中 国 を 代表 する 世界 遺産 、 万 里 の 長城 。 現 在 修復 中 の 八 達 鶴 古 長 
城 で は 観光 客 向 け に 、 修 復活 動 に 参加 し 、 活 動 を 
終え る と 修復 証明 書 を 手 に する こと が で きる ツア 
ー が ある 。 長 城 に 登っ た 証 と し て 、 長 城 記念 碑 
に は 個人 名 ・ 会 社名 な ど を 刻む こと 
も 可能 。 今 まで と は ちょ っ 
と 違う 体験 型 の 長城 観 
光 は いか が ? 
修復 証明 書 は 自分 の 手 


で 修復 活動 に 携わっ た 
証拠 に ! 









胡同 で は まる い お 洒 落 な 
看板 が 沢山 ! ! 


胡同 と は 、 北 京 の 旧 城 内 を 中 心 に 点 在 する 細い 
路地 (横丁 ) の こと 。 こ の 五 道 営 胡同 は 、 昔 な が ら 
の 胡同 の カタ チ は その まま に 、 お し ゃ れ な カフ ェ 
や 雑貨 、 飲 食 店 な ど が 立ち 並ぶ 。 北 京 の 若者 た ち 
が 集う 、 人 気 の ス ポッ ト だ 。 











北京 の 3 大 クラ フト ビー ル 店 の ひと 
つ 。 店 名 は 北京 の 車両 ナン バー プ 
レー ト の 頭 文字 を と っ た 「 京 A」。 毎 日 
多く の 客 で 賑わっ て いる 。 


佳 所 | 北京 市 朝陽 区 工 体 北 路 4 号 院 





置 公園 











長城 の 中 で 最も 険しい と され る 司馬 台 長 城 
の 麓 に 2014 年 に 作ら れ た 水 鎮 。 長 城 を バッ 
ク に 水 鎮 の 夜景 が 映え る 。 他 の 長城 で は 見 
る こと の で き な い 旬 の 場所 と な っ て いる 。 


緑 と 水 の あ る 太 和 園 を 愛し 、 有 晩年 を ここ で 過ごし た と 言わ れる 西 太后 。 彼 女 
が 実際 に 滞在 し た 部 屋 を 改装 し 、 見 事 に アマ ンス タイ ル に 蘇ら せ て いる 。 ま た 
宿泊 者 が 了 和 園 に アク セス する 時 の み 開 開 さ れる 秘密 の 扉 も ある 。 


北京 市 海 淀 区 願 和 園 宮 門 前 街 1 号 
チェ ッ ク イ ン ノ アウ ト | 14:00/12:00 


86-10-5987-9999 


600 年 前 に 建立 され た 古い 寺 を 改装 し た 、 北 京 を 代 
表す る フレ ンチ レズ スト ラン スタ イリ ッシュ で モタ ダン な 
内 装 は 、 思 わ ず 北 京 に いる こと を 忘れ て し まう ほど 。 
ホス ピタ リティ ー あ ふれ る 接客 が 、 食 事 の 美味 し さ 
を より 一 層 引 き 立 て て くれ る 。 敷 地内 に は 、 ギ ャ ラリ 
ー も あり 、 ア ー ト 作品 を 楽し むこ と も で きる 。 


北京 市 東城 区 五 四 大 街 北 沙 灘 北 街 23 号 
http://www.temple-restaurant.com/restaurant/ 








HOTEL 


コー ト クー ル 北 京 


500 年 以上 の 歴史 を 持つ 古代 の 演 楽 胡同 内 に 位置 し 、 伝 統 的 な 建築 物 に 現 
代 的 な デザ イン を 調和 し た 四 合 院 ホ テル 。 大 通り か ら 離 れ て る の で 、 客 室 は 
静か で 過ごし や すい 空間 。 


北京 市 東城 区 東 四 南大 街 演 東 胡同 70 号 
チェ ッ ク イ ン ノ アウト | 14:00/12:00 
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7 / 上 海 の 歴 史 を 生ん だ 外灘 の 原点 と も 言わ れる エ 名 門 ル ー ズ ベル ト 家 が 21 世紀 の 上 海 に ふさ わし 中国 で 最も 有名 な オー ルド ホテ ル 「 和 平 飯店 」 が 
の リア 。 裏 外灘 の 満 酒 な 通り を 、 れ ん が 造り の 建築 い ビ ピル ヘ リノ ベー ショ ン し た ラグ ジュ アリ ー な 空 リニュ ー ア ル 。 数 々 の 歴史 と ドラ マ が 刻ま れ た この 
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4 【 外 灘 18 号 【 外 灘 5】 【 外 灘 3 号 】 

kY か つて イギリス の 銀行 だ っ た ネオ バロック 様式 の 日 清 汽船 の 支店 と し て 使用 され て いた この 建物 外灘 再開 発 プロ ジェ クト の 先駆 け 的 存在 と し て 、 

る @/ ビル 。 現 在 内 部 は 商業 施設 と し て 使用 され て お は 、 随 所 に 日 本 の モダ ン 建 築 が 取り 入れ られ て い 一 流 の レス トラ ン や 高級 ブティック な ど が 一 堂 に 
り 、 洗 練 さ れ た 空間 が 広がる 。 る 。 他 の ビル と 比べ て みる の も 一 興 。 会 する 上 海 一 セレ ブ な 複合 ビル 。 
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湖 心 亭 の 茶葉 は 全て オリ ジ ナ ル 。 落 MM 
ち 着 く 空 間 で ゆっ くり と し た 時 間 を ー ーー 
過ごせ る 。 古楽 器 に よる 生 演 奏 ゅ 
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円 h に 1 ト hn B ( 
EE トコ 





湖 心 亭 
上 海 最 古 の 茶 楼 と 言わ れ て お り 、 珠 園 の 目 の 前 に ある 茶館 。 見 晴らし の 
良い 2 階 か ら は 、 上 海 の ラ ンド マー ク ・ 上 東方 明 珠 塔 や 上 海 タ ワー な どの 


清 東 高層 ビル 群 が 見 える 。 
※ 茶 楼 ( さ ろう ) ‥・ 飲 食 店 










様々 な お 店 が 軒 を 連ね 、 見 て いる だ け で も 楽 
し い 11 











っ 月 餅 。 元 王朝 の 時 
代 か ら 食べ 継が れ て 
いる 伝統 的 な お 菓子 


† 小さ い セ イロ で 蒸 さ れ て いる 点心 。 形 や 色 
も 沢山 あり 、 ど れ を 食べ よう か 迷っ ちゃ う ! 
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> 子 ト 京 下 イ 産 で し な 
坊 と 路 に し を ロロ 匠 ア 
に し だ bp た 探 ! 革 ン 
も て け り レ アル 部 4 
ぜ 大 よぶ 。 お ぉ 全 色 り 1 
ひ 人 $ 泊り 沿 だ ク 
足 気 ヽ い 中 占 < 家 
を の お 物 国 の き 具 


な ん き ん ろ 
ss 
両 京 路 
上 海 を 代表 する ショ ッ ピ ング スト リー ト で 
お 買い 物 三 昧 


創業 100 年 以上 の 老舗 か ら 、 国 営 デ パー ト 、 最 新 シ ョ ッ ピ ング モ 
ー ル まで が 混在 し て いる 。 歩 行者 天国 で 散策 し や すい 。 メ イン スト 
リー ト は 徒歩 20 分 程度 の 距離 だ が 、 通 り に は レス トラ ン や ショ ッ 
プ が 所 狭し と 立ち 並ぶ 。 


観光 遊覧 車 ( 電 動 カ ー ト ) 
で 街並み を 眺め な が ら 移動 
する の も 楽し い 。 













因 : 5E 補 号 避 逢 0 
地下 鉄人 民 広場 駅 か ら 歩 いて 2 分 の 老舗 食品 デパ ー ト 。 ロ ー カ ル な 雰囲気 で 、 
中 国 な ら で は の 食材 が 並ぶ 品 揃え は 、 地 元 の 人 に も 大 人 気 。3 階 の フー ドコ ー ト 
に は 焼き 小 籠 包 の 人 気 店 「 小 楊 生 前 (シャ オヤ ン シ ェ ンジ ェ ン )」 も ある 。 





1 5 
記 


1 


1 


t 


証 が 
で 


上 海 人 が こよ な く 愛 する 
ヨー グル ト 。 様 々 な 種類 
の も の が ある の で 、 食 べ 
比べ て みる の も あり 。 


. 添 落 二 入 コ て 2 が LOS 二 へ 
否 び % 汰 補 と ざ 流 廿 各 叶 









産 と し て 大 人 気 。 


1959 年 に 発売 され た 、 上 海 
特 濃 ミ ルク キャ ラメ ル の 大 日 
先 は 中 国 を 代表 する お 菓子 。 


上 海 タ ワー 
中 国 一 の 高 さ を 誇 る 上 海 の ラ ンド マー ク 


2016 年 に 竣工 され た ば か り の 新しい 観光 スポ ッ ト 。 ひ と 際 目 を 引く 
外観 は 、 螺 旋 状 に ね じ れ な が ら 空 へ と 昇っ て いく 龍 の 姿 が イメ ー ジ 
され て いる 。118 階 の 展望 台 は 、 前 面 ガ ラス 張り で 、 上 海 の 大 パ ノ ラ 
マ を 一 望 で きる 。 





南京 路 で 見 つけ た お 土産 


ポッ キー や プリ ッ ツ な ど は 中 国 限 
定 フ レー バー も あり 、 ば ら ま き 土 





中 華 料 理 に 使う と 一 気 に 本 
格 的 な 味 に な る 調味 料 も 、 
手軽 な 金額 で 手 に 入る 。 











| 1 


フラ ンス 租界 時 代 の 名 残 が 残る 
モダ ン な グル メ & シ ョ ッ ピ ング エリ ア 


洗練 され た 雰囲気 が 漂う 、 上 海 き っ て の お 洒落 エリ 
ア 。 上 海 近 代 建 築 の シン ボル で ある 「 石 庫 門 住 宅 」 が 、 
カフ ェ や レス トラ ン な ど に 生ま れ 変 わっ た 。 石 庫 門 と 
は 、 租 界 時 代 に 盛ん に 造ら れ た 集合 住宅 の 呼び 名 で 、 
西洋 風 の 装 飾 が 施さ れ た 中 洋 折 表 ス タイ ル の 建物 の 
こと 。2001 年 の オー プン 以来 、 マ イナ ー チ ェ ン ジ を 続 
ける 新天地 か ら 目 が 離せ な い 。 


中 国 国家 観光 局 ( 央 阪 ) 
観光 客 や 上 海 在住 の 外国 人 で 夜中 まで 賑わう 新天地 。 グ レー や オレ ンジ の レン カ 造 り の 街並み は 、 ま 
る で ヨー ロッ パ の 小 都 市 の よう 。 ラ イト アッ プ さ れ た 最新 流行 の レス トラ ン や バー、 レ トロ と モダ ン が 共 
存する 上 海 な ら で は の 夜景 も 魅力 。 


スタ ー バ ックス 新天地 店 で は 、 新 天 に 
地 限 定 タ ンプ ラー は も ちろ ん 、 菊 較 請 議 
州 、 杭 州 な ど ほ か の 街 の 限定 グッ ズ 
も 揃う 。 早 朝 か ら 深 夜 まで 営業 し て 
いる の も 頼も し い 。 


で ん し ぽ う 
し Em ーー Pe 
上 貞和 


路地 裏 に 隣 さ れ た 
上 海 の 新しい 魅力 を 探し て 


昔ながら の 街並み が 残る 路地 に 、 民 家 を その まま 改装 し た カフ ェ や 
雑貨 店 な ど が 並ぶ 田子 坊 は 、 ニ ュー ヨー ク の SOHO を 意識 し て い 
る と も 言わ れ 、 こ こ 20 年 程 の 間 に 目 覚まし い 変 貌 を 遂げ た 。 新 天地 
と 違い 、 自 然 発生 的 に 人 が 集まっ て きた この エリ ア で は 、 店 の 入れ 
替わり も 早く 、 何 度 訪 れ て も 新た な 発見 が ある 。 





アー ト と 下町 の 生活 が 混在 する の が 田子 坊 の 魅力 。 お 洒落 な カフ ェ の 上 を 見 上 げ れ ば 、 地 
元 民 の 洗濯 物 が は た めい て いる 、 な ん て こと も 。 
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中 


+ で 好 る 


I 


遊覧 
水郷 の 町 





@ し ゅ か か く 上 海中 心 部 か ら 車 で 約 1 時 間 


に 3 りら に = に KWAES だ SES コ ド こる SM 
怪 再 鶴 ] 征 8" 人 か も の 囲 人 拒 ぐ 

府 介 黙 例 仙 Q レ 8 選 ^ 負 選 ぐ 
Xe 和 H ろ 互 特 共和 を し 抽 べ か で 
半 更 届 史 京 貞 鶴 の SS 
守 拓 つつ し 喘 0 レ 2r@" 

だ の に ざい X に Muk だら と に に だ べ す 10MI に の 
2 人 I に 4:nhSAEaaXJ 9 た 9 たく YS( 
マーー 人 SS だ 各所 きつ レ 必 父 
下ろ "1 珈 也 前 定 公 で 提 ン 弄 交 
*9 趣 料 べ と 店 富 お 8 共 二 状 環 く 
店 馬 の つつ し 淫 人 8 軒 普 6 
び 社 限 的 営 随 つ 丸 農 近 記入 KK 
ーー く か KK ん ShHxS4J7 選 G 基 濾 ロジ 
中 ぐ 守 守る 穴 つ 中 展会 じ %On@ ぐ や 
問 ぐ GS_JO"* 

献 玩 お 理加 < 守 席 ぐ 興 無 「 足 
妃 (n か ロ ) を ルキ 打 穫 悪 6 組 
つ 誤 " 来 熊 妃 hAA を と ぐー さっ ) 1 
落選" 


の 





HK 
べ 
中 


@ ろ じん こう えん 地下 鉄 虹 口 足球 場 駅 か ら 徒 歩 約 10 分 


上 海 っ 子 の 元気 の 源 ! 2 
熱気 あふ れる 地元 の 社交 場 


人 いし ロ 手 で 趣 公 溝 裳 め S 上 
性 國 暑 中 先 で レ る 記 所 呈 (へ 
ENSeMkEEEIES に = に も こき くだ SO 
悪 選 全会 選 ぐ 届 倒 移 ぐり 唱 倫 0 
AS 

siSE つ いさ No た LDS ん まじ 062 コ 
低 ン 問 陽 宮 訪 祥 り 会 人 ぐり 
呈 氏 SnKoe tm Q85 二 如 拉 つ 
基 人 や 提 里親 2 丸 包 / 居 販 りら だ % 
リッ ンス 共 計 し hG 倒 / 提 1IRSG ペ ャ 
ぐさ = ト 人 さ 完 拠 回 定 mmRKe り 8 
利家 ぐ 穴 宏 " 叶 窒 全 必 式 輸 問 和 へ 
へ KS つり 3x6 摘 中 8/ 環 3x6 補 
た し 中 つ 4KGUGn" 
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2 泊 3 日 上 








午 後 
上 海 タ ワー NO 
電 延 ば そ う ! 
と 
| 新しい し ゅ か か く 
2 ポッ 。 ーー 午 前 条 家 角 へ 
、 上 海 


早起き し て 水郷 の 街 、 朱 家 角 へ 。 遊 覧 船 で 運河 を ゆら ゆら ょ ゅ 
アー ト な ショ ッ プ で の お 土産 探し も 楽し い 。 


ャ = FET 


2 8 












南京 路 
南京 路 で ば ら ま 。 
き 土 産 を 探す 。 


) 必 是 ” 夕食 後 雑技 ERAI 
あの 「 シ ルク ・ ド ゥ ・ ソ レイ ユ 」 の スタ ッ フ が 
夕 食 上 海 料 理 監修 する 話題 の 現代 雑技 ショ ー 雑 技 


ERA1T へ 。 伝 統 的 な 雑技 を ベー ス に 衣装 
ショ ー に 備え て 早め の ディ ナー。 フ カ 


や ライ ティ ツ グ 、 音響 、 スク 上 ー シ な ど マ 
ヒレ や 紅 焼 内 など 豪華 上 海 料理 を 堪 ル チ メ ディ ア を 駆使 し た 芸術 的 な 演出 は 
能 !! お 腹いっぱい ! 


ここ と で し か 見 られ な い ! 




















ポー トマ ン リ ッ ツ カー ルト ン 上 海 

上 海 の 中 心地 に 位置 し 、 世 界 で も 一 流 の ショ ッ 中 詩 
ピン グ 街 、 文 化 施設 、 エ ンタ ー テ イメ ント エリ ア 回 還 
な ど に 程 近い 便利 な ロケ ーション 。 

上 海 市 静安 区 南京 西 路 1376 号 
86-21-6279-8888 

14:00/12:00 


※ こ の プラ ン は モデ ルプ ラン で す 。 
















上 海 、 究 極 の 谷 張 り 旅 


少 の 旅 


スケ ジュ ー ル 

関西 空港 発 9 上 海 空港 着 
到 間 後 、 一 度 ホ テル へ 
その 後 、 参 園 へ 
昼食 : 小 籠 包 
午後 : 園 、 痛 園 商 城 を 散策 
夕方 洋館 「 六 公 館 MAISON DE LHUI」 で 

中 華 風 アフ タ ヌ ー ン ティ ー 

外灘 散策 
夜 : 黄 浦 江 ナ イト クル ー ズ 
夕食 : 上 海 蟹 
午前 : 水 卿 の 街 、 朱 家 角 へ 
午後 : 上 海 タ ワー、 南京 路 へ 
夕食 : 上 海 料 理 
夕食 後 、 話題 の 現代 雑技 ショ ー を 鑑賞 
早朝 : 角 迅 公園 で 太極 拳 
朝食 : ロー カル な お 店 で 朝 背 
午前 : 新 天地 へ 
昼食 : 生 煎 
午後 : 田 子 坊 へ 
その 後 、 空港 へ 
上 海 空港 発 ナナ 関西 空港 着 


Cc 


【 上 海 泊 】 


【 上 海 泊 】 





ョ | ニ 


関西 空港 出発 


) 直行 便 で 上 海 へ ! 


上 海 空港 着 
約 2 時 間 半 の 
フラ イト ! 














上 海 角 の ディ ナー ! 上 海 に 来 た か ら に は 
ぜひ 食べ て お きた い 一 品 。 


こ う 


1 5 
半 清 江 ナ イト タク ルーズ | 
アフ タ ヌ ー ン ティ ー・ 外 灘 散策 に て iA 


洋館 「 若 公館 MAISON DE 
L'HUI」 に て 中 華 風 アフ タ ヌ ー ン の ② 
ティ ! その 後 、 異 国情 緒 あ ふれ る CC うう 
外灘 を 散策 。 へ ころ 堪 量 食 
小 籠 包 











午 後 参 園 ・ 勿 園 商 城 商 城 
の 南郊 銀 豆 

勿 園 で 美しい 庭園 を 満 上 害し た ら 、 和 園 商 城 店 で 、 小 6 

に 戻っ て お 買物 & 小 路 を つま み 食 い ! 包 ラ ンチ 























全 F 昼 革 前 昼食 
= 且 月 太極 差 __、 新 天地 へ __、 生 勅 
E WS ・ て を 
還 ON 
生 後田 務 。 魅 州 & 周 荘 日 帰り 観光 
1 ご 蘇州 で は 世界 遺産 の 留 園 、 千 年 
9 く / 0 
/ ソ 光 ス ポッ ト へ ! 
上 海 空港 N 


。 出発 
| 問 叶 


関西 空港 着 


最終 日 まで 街 歩 き や お 買い 物 を 
た っ ぷり 満 喚 し た 旅だっ た ! 














ar // 9 
ロ ンク グ グン 


p 


デー INIaesyNle)N 還 ーー デ 
:870 万 人 位置 : シ ルク ロー ド の 東 の 起点 と 
ピ 栄え た 都市 で あり 、 中 国 の ほぼ 中 央 に 位置 する 。 
気候 : 春 は 黄砂 が 吹き 荒れ る こと が ある の で 注意 が 
_ 必 要 。 極 端 な 厳寒 や 酷暑 に は な ら な い が 、 夏 は 日 差 
ピン し が 強い た め 日 焼け 対策 、 和 は 寒い 日 が 続く た め 、 防 
春 服 が 必須 。 他 の 地域 と 比較 し て 乾燥 し て いる の で 
- 旅行 中 は 水分 補給 を し っ か り と し 、 お 肌 の 乾燥 に も 
ー _ 注意 し た ほう が よい 。 ベス トシ ー ズ ン : 花 が 咲き 乱 
ーー れる 暖か い 春 (3 て 5 月 ) と さわ や か な 秋 (9 て 11 月 ) 
て が ベス ト 。 アク セス : 関 西国 際 空 港 か ら 直 行 便 で 
約 3 時 間 半 4 時 間 半 。 西 安 成 陽 国際 空港 か ら 中 心 
部 へ は 約 47km、 タ クシ ー で 約 60 分 。 












隊 で 党 流 党 油 へ 藻 。 計 竹 屈 


HU 明 NN へ ロマ 
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党 国 庫 叶 4 玖 斗 交 べ (rr 本 切 
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西安 中 心 部 か ら 車 で 約 1 時 間 
中 国 最初 の 皇帝 を 祭る 
西安 観光 の ハイ ライ ト 


【1987 年 登録 】 


@W し ん し こう て いり ょ よう 


天上 民 衛 の 措 曜 "COS 阿 父 瞳 詳 
選 員 0 レ 王家 軍 G 冶 定 り " 握 | 
画 係 約 忌 区 閉じ 穴 ぐ 誤 咽 意 G 毅 
桂 " 日 骨 代 "美人 色 田 唱 志和 料 つ し か 
人 ン 直 4 選 " 脱 四半 る 昌 ン 職 有 
Soo ぐ OJT 選 で で 鶴 N っ )" 写 
史 会 定 し 赴 忌 寺 生 お りく 思 装 宮 
材 3* 還 環 己 悪 ぐ 雷 ^ 遇 ヨ (YO) 

民 細 人 約 選 " 朋 桂 全 必 当 是 霊 
SAJ お 8/ 棚 拍 正 貴 曰 中 毎 塞 
四 全 SN 時 堂 電 乱 3" 剖 理 定 ぐ 
計 本 ぐ 総 選 弥 好 陰 つ お 会 GS 
聡 絡 じ " 疹 軍 末 條 前 の 味 明 嘘 手 団 
癌 8 守 々 S 届 議 し パン 人 ト dd 
等 会 寒 正 往 的 態 h:G 凌 装 豆 穴 守 ) 
sQQS し る ro? 

時 玖 ぐ リポ 翌 他 南 祭 交 





Sc ぐり 月 けり 居 百 邊 公 肘 押 人 0 人 xG 
っ ) 租 記 < ベレ る xr” 放 宮 マー ミワ 
品 レ 3:G 余 「 引 聴 更 志 ぐ 半 私 
ka た は で 0 た =4019L ペ と 
全 総 G 半 テ 隔 り 補 意 居 





⑥ 中 国 国家 観光 局 (大阪) 


西安 中 心 部 か ら 車 で 約 1 時 間 


始 星 辻 を 守る 、 等 身 大 の 地下 軍団 


) い 
⑱ し ん し こう へ い ば よ う は く ぶ つか ん 【1987 年 登録 】 


回 時 多 罰 か 村人 疎 午 / 明 / 客 
司 ぐ 軽 召 " MG 赴 坦 お つの に で 
呈 ^ 緒 QB 折 づ つづ 避 打 代物 除 選 製 
JJNmJ つ 8 且 也 0P 絹 下 め 
で 6 堅 衣 ぐ 当 栄 敗 避 0 し 

2 定 書 ロロ 軸 の 0 レ 28 央 記 明 
個 33746 ヘ シン ペペ は 屋 で SKG の っ ) 
た SESJSESASCSA 

慰 虫 加 8" 幸 嘆 柱 @ 遇 扶 物 形 9 
届 計り 症 ぐ 誠 暫時 ぐ 疎 藻 じ 交 
Xe” 由 填 蛋 ぐ 押 の MS 部 回 
信 約 1 直幸 @ 繋 % 避 組 会 0 
Ce 





は 、 秦 に と っ て の ラ 


イ バ ル で あっ た 戦国 七 雄 の うち 、 徐 を 
除く 残り の 6 国 が 存在 し て いた 。 軍 団 


軍隊 が 向く 方 向 


は 始 旦 需 陵 が あり 、 死 後 も 陵 
墓 と その 都 を 守る と いう 意味 を 持っ て 
いた と 考え られ て いる 。 


の 背 に 
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冠 海 の 学 び の 場 と な っ た 
所 


育 能 寺 


西安 中 心 部 か ら 車 で 約 15 分 


orwodNRY 眉 


明史 涙し ビ さと 中 並 蛋 


呪 し 義 鞍 S 普 時 
央 獣 中 ArrrY。 立 中 諸 芝 


司 貴 オ 」/ 油 さ 


ーー 


っ kW 高み 貴 芋 半 ③Y 党 其 


ロ 。 ぷ べき okry 学 詳 豆 ご 


S 勤 凍 慎 きろ 十 囲 還 , へ 
潜 愛 ご 沈 半 みみ (ry 男 国 愉 哨 


SS は ご rr 薄 SG 性 ご 薄 訓 
和 対 池 受 芝 笠寺 時 の 
3 啓 到 S 深 百 S 着 如 


民泊 


ur トー 一 エー 


p_i _ 時 1 1 敵 還 ド コ ー |! 還 昌 1 E 貞 還 1 革 王 


ISGHDCSD9 1 2 の っ 





中国 国家 観光 局 (次 孤 


三 大 法 師 が 


般若 心 経 を 訳し た 場所 


大 礁 埼 


@⑯ だ い が ん と う 証 村 庄 軒 【2014 年 登 


の 
他 
に 
も 
紀 
行 





西安 中 心 部 か ら 車 で 約 15 分 


PIN スニ ント NO 
反 ③ 上 能 下 了 oo ょ の 


g 


se ひさ ざ 肢 訓 共 の の 


O\ 
正 記 若き 党 忌 海 当 S 


に さ 


還 


に 
ビ 
レス 


堂 (ツー プ で 有る ) 浴 衝 し 串 合 


ざ ① 中 本 民団, 中 港 笛 
海 責 立 S 吾 ヾ Y 
中 中 。 距 S 碧 記 レ の 流 合 


殿 


秦 始 星 帯 の 歴史 を 知る 


3 泊 4 日 西安 の 旅 


スケ ジュ ー ル 
関西 空港 発 りー 西安 空港 着 
到着 後 、 ホテ ル へ 
] | 夕食: 火鍋 
夕食 後 、 唐 代 の 音楽 に よる 
唐 歌 舞 シ ョ ー を 錯 賞 【 西 安 泊 】 
午前 :【 世 界 遺 産 】 秦 始 皇 兵 馬 備 、 始 皇 電 陵 へ 
昼食 : 隊 西 料 理 
2 | 午後 : 華 清 池 へ 
夕方 : 古 文化 街 で ショ ッ ピ ング 
夕食 餃子 【 西 安 泊 】 
午前 : 青 龍 寺 、【 世 界 遺 産 】 大 卒 塔 へ 
昼食 : 精 進 料 理 
3 | 午後 : 隊 西 歴史 博物 館 、 西安 古城 夫 へ 
夕方 : 西 安 回 民族 街 を 散策 






















タ 食 : 宮 廷 風 会 席料 理 、 楊貴妃 宴 【 西 安 泊 】 
昼食 : 刀 削 麺 
4 | その 後 、 空港 へ 
西安 空港 発 関西 空港 着 
記 
2 境 ニ ー 
古文 化 街 * 
5 。 本科 ] 和 
に Oo" で 
夕食 後 唐 歌 舞 シ ョ ー を 鑑賞 タ 食 火 宙 に | ミ 
玄 敵 皇帝 と 楊貴妃 の 二 人 を テー マ に し た 、 唐 代 の 音楽 に 西安 流 は 締め に 刀 削 麺 を 入れ る の が 特徴 。 ま た 西安 の 人 は 二 
よる 唐 歌 舞 シ ョ ー を 鑑賞 。 楊 貴 妃 は 中 国 の 四 大 美人 の 一 辛く て 味 の 濃い も の を 好む の で 火鍋 の お 店 も 多い 。 関西 空港 出発 
人 と され る 女性 ! 調 本 
西安 へ ! 
西安 空港 着 
約 5 時 間 の フラ イト ! 
1 日 目 は グル メ と 
ショ ー を 満喫 ! 





時 食 午 前 秦 始 皇 兵 馬 備 、 始 皇帝 陵 へ 
了 西 料理 





「 ヤ ン ロ ー パ オモ ー」 は 小麦 粉 
を 練っ て 焼い た パン を 小さ く 切 
っ た も の と 攻 や 春雨 な どの 野菜 
を 入れ て 羊肉 の スー プ で 煮 込 
ん だ 料理 。 


憧れ の 世界 遺産 、 秦 始 皇 兵 馬 代 、 始 皇帝 陵 へ ・・! 
規模 と 数 に 圧倒 され る 1! ! 


で ーーーーーーーーー 一 
兵 馬 備 博物 館 前 の 
屋台 は と っ て も 賑やか ! 








か せ い ち 
ノ 2 
午 後 華 清 池 へ 
玄宗 皇帝 が 楊貴妃 の た め に 造営 し た 離宮 。 西 安東 方 約 35km の 林 に 
ある 温泉 地 で あり 、 唐 の 玄宗 が 楊貴妃 と 共に 入浴 し た こと で 名 高い 。 





C 中 国 国家 観光 局 (大 請 請 記 た KC の フラ ン は モデ ルフ ラン で す 。 

















ヒル トン 西安 

西安 に 今 も 残る 古代 の 城壁 内 、 ダ ウン タウ ン に 

位置 する ヒル トン 西安 は 唐 代 の 芸術 品 と 現代 FRRNNN W 四 
ー ト が 融合 され た 、 ラ グ ジ ュ アリ ー な 空間 。 提 1T に TI 

eps ease 。 3 

86-298-738-8888 


チェ ッ ク イ ン ノ アウ ト | 14:00/12:00 
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せ い 


= 
月 


じ 


午 前 青龍 寺 


日 本 と の 緑 も 深かっ た と いわ れる 、 空 海 が 学ん だ 寺 
院 。 毎 年 春 に な る と 、 日 本 か ら 送 っ た 千 株 の 桜の 木 が 
花 開 き 、 淡 紅色 の 桜 で いっ ぱい ( 





こ な る 。 


ii 敵 還 ミート コモ 1 | 目 呈 ii 


ーーーーーーー ヽ 








タ 方 西安 回 民族 街 





飲食 店 や 雑貨 店 な ど は 、 回 族 の 経営 で イス ラム の 雰 
囲 気 が 溢 れ て お り 、 外 国 の 観光 客 の 間 で 非常 に 人 気 
が ある 。 











夕 食 宮廷 風 会 席料 理 
ーー | 
楊貴妃 宴 
唐 の 時 代 の 食材 を 使い 、 当 時 の 調理 方 法 と 現代 の 調理 方 法 
を 調和 し た 宮廷 風 会 席料 理 の 楊貴妃 宴 の 豪華 ディ ナーJ 










机 子 受 


老舗 の 餃子 専門 店 で 、 餃 
子 乾 ディ ナー ! 見 た 目 と 形 
に こだわ っ た 餃子 は 他 の 都 
市 の 餃子 と は 一 味 違 う ! 





ーーーーーーーー ヽ 


三蔵 法師 が 持ち 帰っ た 経典 を 納め る 大 礁 
塔 。 最 上 階 か ら 西安 市 街 を 一 望 で きる ! 














西安 古城 培 


完全 に 保存 され て いる 世界 最大 の 古代 城壁 と し て 、 
また 世界 で 最も 整っ た 古代 の 軍事 問 と し て 有名 。 



























昼 食 


刀 削 麺 
西安 最後 の 食事 は 、 
名 物 刀 削 麺 ! 平 べ っ 








タ 方 古文 化 街 で ショ ッ ピ ング 


南 門 の 東側 か ら 碑 林 ま で 1 キロ 近く 続く 通り 一 帯 が 










の 書院 門 古 文化 街 。 通 り に は 笛 や 骨董 品 を 売っ て いた り 
生 届 と で と 賑やか な 通り ! 
D 間 の 
婦 
2 





























料 
ヘル シー で 女性 に 人 気 の 精 進 
料理 を 召し 上 が れ 。 











午 後 隊 西 歴史 博物 館 へ 


中 国 最大 規模 を 誇る 歴史 博物 館 。 秦 始皇帝 陵 
か ら の 出土 品 や 唐 代 の 金 器 や 銀器 な ど 、 歴 史 文 
化 と 古代 中 国文 明 を 展示 する 、 芸 術 殿堂 と 言わ 
れ て いる 。 


























敦 入 と の 2 都市 周遊 








た い 麺 は つる つる 、 
も ち も ち ! 
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西安 空港 一 --^ 関西 空港 着 
出発 世界 遺産 や 博物 館 


却 実 し た 3 泊 4 日 が で きた 旅だっ た ! 








て 中 国 の 歴史 に 触れ る こと 


5 日 間 で 気軽 に シル クロ ー ド の 
め ロマ ン を 感じ る 旅 へ 。 
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) 
ぺき 
⑯ と うこ う 大 連中 心 部 か ら バ ス で 約 20 分 


藻 者 に 人 気 の 


ウォ ー ダ ター フロ ント | 

て 行 場 捕 ゆれ 庫 庫 で ち 際 
に わ で つる な 芸 を 特 り 並 会 外 
2 は へ そ カ 術 リ に 人 び 議 資 
> ぶ 毎 る ン < ェ セ モス 公 注 着 セ 系 
和信 や お 中 つこ ル や ゃ や ン 全 気 告 々 ン 高 
り 斉 近 の シタ が 5 と タタ 普 
DS 。 県 くく レ 人 」 と ン あ て | ホホ 
多 と 水 ベツ で 9 ) 閉 テ 
ぃ いれ シ の 條 ラ ト ュ ン タリ サリ 発 人 な テ 
” を ョ 東 ぅ *・ お し 結ん が どる 
目 | 港 シ あし た ぐ 進 が バ 
当 も 広 が ら ゃ 15 食 ん 建 国 





大 壮 山 


代 @ だ いこ くさ ん 大連 中心 部 か ら 車 で 約 1 時 間 


一 年 中 楽し め る 
層 南 一 の 名 山 





2 役 山 し 騰 四 あぁ あ に 山 つ 黒 

い 的 は き 地 景 大 る 発 "の 大 

る を 大 語る を 作 還 を は 提 
り 舘 せ り も に を た 道 革 北 民 
1 信人 せ 人 只 数 金 教 交 岸 考 朋 
ョ 人 晶 折 グ 州 東信 呈 で さき 
シン の く Y バ 地 教 唯 れ 
加 山 の の 景 20 6 2 生 6 
な ぞ 登 美景 の も 共 名 二 大 


日 露 戦 争 の 足跡 を 訪ね て 、 旅 順 へ 


大 連 市 中 心 部 か ら 約 40km 西 、 遼 東 半島 の 南端 
に 位置 する 旅順 は 、 日 露 戦争 の 激戦 地 と し て 知ら 
れる 。 現 在 も 中 国 海軍 の 軍港 で ある た め 、 長 く 外 
国人 へ の 門戸 を 閉ざし て きた が 、2009 年 秋 に 一 
部 を 除き 開放 され た 。 歴 史 的 な 見 どこ ろ が 多い た 
02 叶 20ESANRS 631e ez 有 シ 年 | ル ク ラニ 
に 参加 する の が お すす め だ 。 





| 


203 高 地 。 日 中 戦争 の 代表 的 な 遺 中 戦場 で 集め た 薬 きよ う 、 武 器 を 溶かし て 鋳造 され た 感 趣 塔 。 白玉 山 。 市 内 随所 か ら 望め る 塔 は 旅順 の シン ボル 的 存在 。 





54 


歴史 舞台 と エキ ゾ チ ッ ク な 港町 を 歩く ! 


2 泊 3 日 大 連 の 旅 





東港 スケ ジュ ー ル 
関西 空港 発 大 連 空港 着 
到着 後 、 ホ テル へ 
ロン 5 の 情 和 ] | 昼 食 : 海 鮮 料理 
ーー 抽 広 場 に 昼食 後 : 中 山 広場 、 ロ シア 風情 街 へ 
『L/ 、。 量 混 広場 0。 で 方 : 東 港 で ショ ッ ピ ング 
6 


















夕食 : 東 北 料理 【 大 連 泊 】 
午前 : バ ス で 旅順 へ 

水 師 営 会 見 所 | 旧跡 、 03 高 地 な ど を 観光 

昼食 : 中 華 料理 

夕食 : 餃 子 【 大 連 泊 】 





大 連 空 港 発 サー 関西 空港 着 


タ 食 東北 料理 ーー ニー 上 
デイ ブー は 大澤 で お 岳 い っ ぱい Sp 





間 >、 NN 
さる / 
りき の 2 に 加 











午 前 バス で 旅順 へ 関西 空港 出発 
旅順 駅 や 、 水 師 営 会 見 所 旧跡 、203 高 地 な ど 、 見 直行 便 で 
7 どこ ろ を ぐる っ と ひと まわ り 。 効 率 よく 見 て まわ る 大 連 へ ! 
人 に は オプ ショ ナル ツア ー に 参加 する の が 便利 。 
大 連 空 港 着 
ュー 」 約 2 時 間 半 の 
| 呈 . 瑞 。 レジ に あり 





東港 に 計量 0e 
話題 の 1 5 庫 芸 術 
セッ ター で ショ ッ ピ 
ング 。 海 を 眺め な 
が ら 、 お し ゃ れ な カ 
デ E で まつ だ り 。 


1 中山 広場 ・ 
填 後 ロシア 風情 街 へ 
レト ロ 建 築 を 探し に 、 大 連 の 中 心地 、 中 山 広 | 


場 へ 。 ロ シア 風情 街 も 巡っ て 、 異 国情 緒 に ど 
っ ぷり 。 マ トリ ョ ー シ カ も GET し ちゃ っ た ! 


昼 食 海鮮 料理 





⑥ 中 国 国家 観光 局 (大 阪 ) 


























| 


山頂 に 建つ 


ココ へ 
慰霊 夫 





大 連 は シー フー ド / ei 
以 炎 ドラ タツ で シー フー ド 寺 味 !) 


























大 連 は 粉 も の 
系 の 酒食 や 小 
史 が 有名 。 中 で 
も 餃子 の 種類 


が 豊富 ! 


高速 鉄道 で 
約 2 時 間 ! 

















広場 と し て は アジ ア 最 大 面積 を 誇 


る 星海 広場 。 最 終日 の 朝 は と の 広 補 中 、 
場 を の め っ く り と お 散歩 。 濡 陽 1 日 観光 
0 ー つ の 都市 の 中 に 3 つ 以 上 の 
大 連 空 港 の 世界 文化 遺産 が 存在 する 歴史 
出発 XO 溢れ る 清 陽 を 観光 ! 
“ ーー あっ と いう 間 放 り ) “ 
ホテ ル ニ ッ コー 大連 ] [ に 2 泊 3 日 ! / 准 
市 の 中 心 に 36 随 の 高 さ を 誇り 、 大 連 の 中 山 広 間 間 ! 8 / 町 
PJ 0 分 の 口 ケ ーション 。 円 形 型 の デ | | | 昌 
2 の N ラ el レ | 」 四 1 ワ ロ 
| 住 所 | 大 連 市 中 山区 長江 路 123 号 」 閑 西 空 港 I い 
[電話 |86-0411-8252-9999 ユエ 生還 異国 情緒 豊か な 建築 物 や 、 日 本 と の や 
14:00 ノ 12:00 ーー コ 深い 歴史 を 知る こと が で きた ! 】 
※ こ の プラ ン は モデ ルプ ラン で す 。 











9 





有 知 り 古 4 対 
数 ら ヶ <〈 ツ 岸 ア レ 耳 
の れ 多 か あ に モ ト 国 
茶 て く ら る 上 臨 イ 
葉 い 東経 む は ロ ノ 、 
ポー 芋 済 壮 福 さ 
輸 $ 大 耳 四 美 信 ン ] 
の アジ 区 てく 省 ブフ ド 
と 立 還 ア の 沙 の イ 
- 反 衝 と ひ 町 南 あ 
と か 地 の ら で 
ま ら と 谷 で さい ふ 
栄 ふ し 易 ぁ 中 吾 
え 中 て が め 国 漆 れ 
た 国 も あ や に を ろ 
が を を 作 る 
こ な 漂 持 。 
> も 全う る 次 
な 潤 ぶ 下 普 め 条 あ も い 
須 コ が 訪 か 約 
閉 ロ 調 と 洋 で 
気合 シ 和 て 館 租 
が 園 ス し 南 が 弁 
5 と で 国 多 に 
呼 へ 2 特 < な 
ば 小 6 有 上 語 ぞ 
ーー マ な イ や 情 史 





INFORMATION、。、。。。 6 6(6(6(†〔{{qQ 
人 口 :386 万 人 位置 : 福 建 省 の 南東 部 、 九 龍 江 の 河口 に 位置 する 湾岸 都 
市 。 気候 : 亜 熱帯 海洋 性 気候 の た め 、 年 間 を 通じ て 温暖 。 ベス トシ ー ズ 
ン : 四 季 を 通じ て 過ごし や すい が 、 観 光 し や すい の は 爽やか な 気候 の 4 て 5 月 
また は 10 て 1 1 月 。 アク セス : 関 西国 際 空 港 か ら 直 行 便 で 約 3 時 間 半 。 診 
門 高崎 国際 空港 か ら 中心 部 まで は 約 14km、 タ クシ ー で 約 30 分 。 





奥 が アモ イ 市 、 手 前 が コロ ン 

ス 島 。 コ ロン ス 島 に は 赤レンガ 

造り の 洋館 が 建ち 並び 、 異 国 
情緒 あふ れる 空間 が 島 全 体 | 
に 広がっ て いる 。 


較 
1 
| 
有 - 
日 ず l ロ = 
本 1 お 
岬 】 ! 了 
| 計 
1 zi 還 還 li 
本 | 


』 
コ 
上 | | 
ー 間 ] 


コー 記 ーー 
IEEE 





夜 に な る と 海岸 沿い の 建物 は ライ ト ア ッ プ さ 
れる 。 ア モイ 島 と コロ ンス 島 の 間 を 海 浪 大 橋 
まで 遊覧 する ナイ トク ルー ズ も 人 気 。 
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っ 7 


南欧 風 の 古 い 街並み を 楽し む 


2 泊 3 日 アモ イ の 旅 
Sa 


IE Pe 






スケ ジュ ー ル 


関西 空港 発 サー アモ イ 空 港 六 
到着 後 、 ホ テル へ 【 ア モイ 泊 】 


午前 : ア モイ 市 内 観光 
その 後 、 茶 芸 館 へ 
昼食 : 海 鮮 料 理 

午後 : コ ロン ス 島 へ 


] 


2| (アモ イ の ター ミナ ル か ら 船 で 約 15 分 ) 
南欧 風 の 街 並み を 散策 
夕方 : ア モイ 島 に 戻っ て 、 ナ イト クル ー ズ へ 
タ 食 : 船 内 に て 福建 卿 料 理 [アモ イ 泊 


昼食 : 福 建 飲 人 
その 後 、 空港 へ 
アモ イ 空 港 発 か - 関西 空港 着 























タ 食 午 後 コロ ンス 島 へ ーー ニス 、 人 
ナイ ト アモ イ の ター ミナ ル か ら 船 で 約 15 分 程 の コロ ンス 島 還 ミ 
クル ー ズ へ へ 。 南 欧風 の 街 並 め が か わい らし く 、 キ ュー ト な 雑貨 
アモ イ 空 港 出発 2 ショ ち 抽 う ショ ッ ーーーーーーー ニ ーー | 関西 空港 出発 
楽し か っ た 族 門 ! EN きま ま に ぶ ら 0 直行 便 で アモ イ へ ! 
ル 夜景 を 見 な が ら 般 9 
人 楽し 
関西 空港 着 内 で 福建 卿 二 粒 0 アモ イ 空 港 着 
の ディ ー o の さ 
短かっ た けど 充実 の 旅だっ た ! 約 3 時 間 半 で 到着 ! 到着 が 
っ た けど 充実 の 旅だっ ーー ] 遅い の で ホテ ル へ 直行 。 
昼 食 
空港 か ら 車 で 約 20 分 、 エ ンタ ン 湖 畔 に 位置 す * 7 ーー 
る 。 周 辺 に は 酒 落 た カフ ェ 、 レ スト ラン な ども 多 | “ 海 の 町 な ら で は の 海 アモ イイ 市 内 観光 
SN 本 = 打 ア 解 料理 の ラン チ 。 高 級 。 多く の 在外 開 信 の 信仰 を 集 |, 
アモ イ 市 湖 演 北 建 業 路 8 号 3 ーー 庄 レス トラ ン か ら 、B 級 ク め て いる 南 普陀 寺 ( な ん ふ 
86-592-509-1888 F ル メ まで 儀 々 な スタ イ だ じ ) な ど 、 市 内 の 見 どこ ろ 
14:00 ノ 12:00 ル を 楽し め る 。 を 観光 。 茶 芸 館 で 休憩 も 。 














…・ も う 1 日 あっ た ら ・…・ 
どちら も 日 帰り は 茂 し いた め 、 ス ケ ジ ュ ー ル を うま く や り くり し て 、1 泊 は し た い ! 


武夷 山 観 光 


広大 な 面積 を 誇る 武夷 山 に は 、36 の 
山 、72 の 洞窟 、99 の 奇岩 が ある と され 
て お り 、 碧 水 丹 山 ( 青 い 水 と 赤い 山 ) と 
称え られ て いる 。 


福生 光 | 


異 民 族 の 侵入 に 追わ れ 、 南 下 し 
た 客家 の 人 々 が 築き 上 げた この 
集合 住宅 は 、 城 壁 に 囲ま れ た 要 
塞 の よう な 建築 物 に な っ て いる 。 





2000 年 以上 経っ た 現在 で も 、 独 ui 丘 L 本 古く か ら 仏 教 や 道教 な どの 寺院 が 建 
自 の 客家 語 と 文化 を 守り 続け 、  * 中 貼 ま て られ 、 南 宋 の 哲学 者 朱 喜 が 朱子 学 
民族 の 絆 を 感じ させ る 。 1 を 説い た 場所 と し て も 知ら れ て いる 。 









中国 国 家 観 光 局 (大 阪 


アモ イ か ら 福 建 土 楼 ま で は 約 3 
4 時 間 。 バ ス も ある が 、 観 光 客 
は 車 を チャ ー タ ー し た 方 が 便利 。 


アモ イ か ら 武 夷 山 へ は 高速 鉄道 で 約 
3 時 間 。 車 窓 か ら の 景色 を 楽し みな が 
ら 、 遠 足 気 分 で 世界 遺産 の 景勝 地 へ 。 


ーー 

















1 

















忠国 国家 観光 局 大阪 王 還 議 








※ こ の プラ ン は モデ ルプ ラン で す 。 


っ 6 


3) よ J 公 明生 コン 9 本 本 
艇 を 人 工 履 踊 飯 wo | 5G 笠 
アン ーー < ji キ 持 
に 二 
中 
由 到 和 "寺岡 周 宮 洪 弄 塊 貴 の 本 


G 骨 小 選 明 つ "る 強 臣 寺 会 電 
紅く べ ロ GoRSm 和 人 SG? 前 到 
間 給 SG 時 づつ 愉 8/ 忌 く JI[O レ のめる 
束 外 演 凌 SG 当 人 K2” 計 で G く 定 対 
給 呈 し 交 揚 つ ^AG 人 所 有り 囚 9 


JA) お 富 宗 競 半 映り KG っ) 唐 麺 


ae Pe 申 
ii 
キー 

の 


\ ボ 訪 C 訂 は 


現 嘆 全 必 畠 じ 雇 Q 表 軍 ぐ 諾 毅 
選 貞 か k@ 舞 明 手 厨 忠 鐘 8" 十 皮 や 
守 ぐ 揚 ) 選 画 組 上 鐘 会 団 人 が 
Q お 8 環 惑 音 凶 " 人 8 人 人 ト 
嘱 べ ぐ 握 し Se 舞 叶 宮 品 足し "時 
ーー 日 他 人 に 日 ^ 証 県 し 戸 9 
た NN 

共 咽 ぐ 羽 る 限ら 欄 選 KG 倒 章 り 
な 二 な し 立つ 仙 選 色 載 くる 雪 色 





管 %SK@SSKー 間 演 8 る 灯 四 
癌 属 巡 砂 字 至 乱 ぐ 軸 羽 ぐっ) 
Q? 季 忌 拒 ン トミ ロー さ 然 洒 ぐ 直る 
算 | 少 字 算 ] ぐ 震 絶 下 じ め 交 選 "7 


弓 宮 お 計 氏 迫 人 SS る 2 譲 寸 梨 尉 


G 引 の 鍋 舞 つ し 愉 27 
ご “ 慰 ぐ 貴明 ロ 20 し 旦 全 会 会 0 
遇 上 で 下 An6 届 中 8 の うめ 各 づつ 
で At 1 
G レ am 1 6 ア 。 7 イ O 
加計 MO HE ン や 公選 Set で ぐ " 藻 SANK 
還 1 
前 王 ふ きめ め 肖 0P つ る 吉 の ウロ 間 や も oe 更 
揚 ト じ る 
壮 レン る ヶ O 
則 く 6 名 GAN ト AAHK 汗 人 
腸 用 oO っ っ 半 0 
ン 居民 記 鐘 く 厨 。 IE 
GI べ 。 つ 選ぶ - 
FI:9 己 環 正 虹 
ミ SI|Ss 必 じ ロラ ざさ 敵 
と lp 昌 し つ 公 マー 寺田 
O|:: 選 つ 暑 損 記 足 。 田 
上 L 品 せ 陣 的 冊 を や 『 
人 | べ 穫 記帳 幅 器 し 本 O) 





アン ア 最 大 の 滝 と 少数 民族 に 出会う 


4 泊 5 日 貴州 省 の 旅 





am ョ 
スケ ジュ ー ル 
ーー ] | 関西 空 浴 発 サー (乗り 継ぎ 〉 足 陽 空港 着 
甲 秀 楼 麻 坊 村 * 吾 速 古 靖 到着 後 、 ホ テル へ 【 貴 陽 泊 】 
。 人生 。 入 各 里 で 。 」 2 午前 : 黄 果樹 涯 布 へ ( 車 で 2 時 間 ) 
大 郊 症 * 頁 陽 西江 千 戸 / | 】。] 
黄 果 杜 温 布 ミヤ オ 業 『 すず 還 ! | | 午後: 天龍 鎮 で 仮面 劇 [ 地 劇 」 を 鑑賞 
P [ [ 食 : 郷 土 料理 貴陽 泊 】 
「 ' 午前 : 少 数 民族 に 会 い に 名 里 へ ( 車 で 約 3 時 間 ) 
3 昼食 : 点 心 
午後 : ミ ャ オ 族 の 村 、 西江 千 戸 ミャオ 要 へ 
タ 食 : 酸 湯 魚 【 名 里 泊 】 
午前 : 革 家人 の 麻 壇 村 へ 
その 後 、 買 陽 へ 
4 昼食 : 豆 花 麺 


夕方 : 貢 陽 の シン ボル 、 甲 秀 楼 を 見 学 

夕食 : 薬 膳 料 理 

夕食 後 、 貢 州 大 劇 院 で ショ ー を 錯 党 貴陽 泊 】 
O | 貴陽 空港 発 サー〈 乗 り 継ぎ 〉 関 西 空港 着 


店 国 還 家 失 光 局 (大 阪 》 ル 2 黄 果樹 涯 布 で Ss 人 


か じ ゅ ば く ふ 
















タ 食 一 午 後 地 劇 」 を 部 中 ーー 昼 食 --- 午 前 黄 果 樹 涯 布 2 ] 
ポ 明代 の 風習 を 今 に 1 は 貴陽 中 心 部 か ら 車 で 約 2 時 間 か け て 、 ア ジア 
郷土 料理 伝え る 老 漢族 の 中 工科 に 最大 の 滝 、 黄 果樹 当 布 へ 。 滝 の 裏側 に ある 道 = に = に 
村 、 天 龍 鎮 で 仮面 劇 濁 の 近く の レス トラ ン を 歩き な が ら 見 学 す る こと が で き 、 人 迫力 満 点 ! 
「 地 劇 」 を 鑑賞 。 9 是 NE2 20 関西 空港 


出発 


経由 で 貴陽 へ ! 





NN 





シェ ラ ト ン 四 陽 ホテ ル | 
2007 年 に 建て られ た ホテ ル 。 客 室 は 広々 と し て 貴陽 
お り 、 モ ダン で 個性 的 な デザ イン 。 貴 陽 中 心 部 見 物 
に 位置 し て お り 、 観 光 し や すい 。 | 空港 着 
貴陽 南明 区 中 華南 路 49 号 ホテ ル へ 


86-851-588-8888 


チェ ッ ク イ ン ノ アウ ト 語 000 有人 0 













































SL 前 ま と うお む おら 
昼 食 点心 ンー 午 王 、 午 前 麻 寺 村 へ ー 昼 食 
名 里 中 心 部 に 到着 ! 少数 民族 に 会 い に 、 己 に 隊 ミ ャ イ 族 の 支 系 、 革 家人 の 麻 填 豆腐 で 作っ た 
点心 の ラン チ 。 疫 里 に 向け て 出発 村 へ 。 名 里 中 心 部 か ら は 車 で 約 麺 と 豆乳 スー 
貴陽 か ら 毅 里 ま で 40 分 。 0 染め が 美しい 民 プ は 優し い 味 
は 、 車 で 約 3 時間 。 族 衣装 に 惚れ 惚れ 。 0。 
ノ ー ーー 一 トー ァ ゴ / ぐ 
午 後 西江 千 戸 ミ ャ オ へ クタ 食後 ンタ 食 薬 膳 料 理 
中 国 最大 の ミャオ 族 の 村 、 西 江 千 戸 ミ ャ オ 研 へ 。 IN 
山 の 斜面 を 覆う よう に 建て られ た 高床 式 木造 建 貴州 大 劇 院 IN 2 1 。 
築 物 は 必見 1 高台 か ら 見 渡す 棚田 と 、1000 を 越 タ 食 酸 湯 電 還 | タ 方 甲 
す 人 中 が 建ち 人 ぶ 償 は 圧巻 湯 魚 民族 歌舞 「 多 彩 な る 中 陽 着 。 責 陽 の シン ボル 、 
Wa ミャオ 族 名 物 料 理 「 酸 湯 魚 , の 貴州 の 風 」 を 鑑賞 中 秀 楼 を 見 学 。 ホ テル に 
ディ ナー。 ト マ ド ベ ペー スズ の スー プ 俳優 、 女 優 は 大 半 が ツク イン し て 、% 胡 ま 
に 川 魚や 野菜 が 入っ た 、 辛 酸 っ 少数 民族 出身 で 、 民 で ひと や すみ 。 
ぱい スー プ は くせ に な る 味 ! タ 族 色 豊か な 演目 が 
食後 、 疫 里 の ホテ ル へ 。 楽し め る ! 














ち ん えん こち ん 














5 鎮 遠 古 鎮 
日 目 ー 引 里 か ら 車 で 約 2 時 間 の 距離 に ある 
貴陽 の 針 遠 古 鎮 は 、 中 国 最 美 十 大 古城 の ひ 
具 勿 ん と つ 。 石 畳 の 通り と 、 四 合 院 が 並 人 ぶ 街 
1 空港 出発 並み が 風情 が ある 。 
ゾン フォ ン ホ テル 上 且 っ 人 衝 へ  「 
名 里 中 心 に 位置 し 、 西 江 千 戸 ミ ャ オ 案 まで 車 で 上 mT WW 山 
約 30 分 の 距離 に ある 。 設 備 も 整っ て お り 、 快 適 凍 貴 | 7/ 
に 過ごせ る 。 り 間 | 品 HHllWmil 一 
住所 | 名 時 市 補 波路 5 号 | ワ ロ し _ 
[二話 |86-855-869-8299 問 量 ーー 中 デ 財 加 溝 滴 夜景 も Tp し ーー 一 
[チェ ッ ク イン ノア ウト | 14:00/12:00 グ 数 民族 に 出逢え 美しい! < rme _ 
- た 旅だっ た ! イズ @ に す ゃ 訂 





※ こ の プラ ン は モデ ルプ ラン で す 。 








りく つき 條 AS 愉 雪 全 る くつ 


深 避 入 敵 頑 世 


胃 遇 敵 


@ Son 国 加 朗 還 | 【- の の 時 明 麻 
曲 作 略 ③ 給 人 0 机 し 記 一 取 四 


窒 明 臣 " 骨 涼 中 枯 き 環 ' 燃 
320) 代 器 区 鐘 7 
了 K 中 弓 ( ツ レベ つ 0) 由衣 上 潮 較 
JJ ぐ 刷 裳 会 QAene 押 諾 貴 区 鐘 ぐ 訓 
だ Pe で コー の の の 慎 己 選 時 静 技 
り 交 中 %% 宮 記 4 JO 

$ 所 因 普 お 記 Qo ら ママ だ っ の 枯 
下 め 伝 Q 〇 c 日 齋 剛 SK9 提 で 答 父 
の om の の 和 桁 式 本 の 敵対 か KG 恥 雪 ぐ 
所 時 6 | 思 据 舌 じ 約 kG 伝 / 箕 会 之 
炎 基 会 葉 会 選 交 周 鶴 胡 移 所 < く 
レ 3x@ の 4J 全 人 | 写 押 @ 占 る 映 」 
っ J 補 36 記 KG の JJ っ の So? 

JJ ぐ 須 忠 じ め 名 物 村松 毅 
SS 拍 麗 継 上 明 時 ぐ 詞 避 則 0 
NN 
Re 直人 は 460 ウ 符 ン < 綴る 

AE1 マ た らい NAK 
本 

ヨ 可 し ポロ ー か HH て 天 人 
Ja っ Jo の 殊 経 居 公式 抑 紅 間 計 し 留 
の 3S 叙 避 GS 四 し ン や 6 

総 球 で 此 つ 避 守 7 





INIge の 172WI@)、| 

人 口 :169 万 人 位置 : 湖 南 省 の 北西 部 、 湖 北 
省 と 隣接 する 場所 に 位置 する 。 気候 : 年 間 を 
通じ て 温暖 だ が 、 冬 は 雪 も 降る の で 防寒 具 は 必 
須 。 ベス トシ ー ズ ン :4<10 月 。8 月 まで は 雨 
が 多い が 、 霧 で 幻想 的 な 風景 は 必見 。 アク セ 
ス : 関 西国 際 空 港 か ら 直 行 便 は な い の で 、 上 海 
や 長沙 な ど で 乗り 継ぐ と よい 。 張 家 界 荷 花 空港 
か ら 中 心 部 へ は 約 5km、 タ クシ ー で 約 15 分 。 


ミャオ 族 を 訪ね て 


中 国 の 西南 地方 、 中 州 、 雲 南 、 四 川 、 湖 
南 、 湖 北 、 広 東 な ど に 広く 分 布 し て いる 少 
数 民族 の ミャオ 族 は 、 同 一 民族 で も 地域 
ご と に 個性 が 溢れ て いる 。 


主 に 、 言 語 や 女性 の 民族 衣装 の 色彩 ( 紅 
22 佑二 2 UI22P で 
や 、 居 住地 域 ( 短 裾 ミ ャ オ 族 (山地 に 住む 
ミャオ 族 )、 長 補 ミ ャ オ 族 ( 平 地 に 住む ミ 
ャ オ 族 ) 、 ス カー ト の 丈 が 異な る ) で 分 け 











ロ 
1 E 
1 ジ ザ 
Pa 1 
・ 生 。 記 
j 時 
が ば まま 
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られ て お り 、 そ れ ぞ れ が 独特 な 文化 を 育 
ん で きた 。 刺 繍 や ろう けつ 染め な ど で 作 ら 
れ た 衣服 だ け で な く 、 銀 尽く し の 装身具 
に も 彼ら の 美意識 の 片鱗 が 見 られ る 。 
煙 び や か な 民族 衣装 は も ちろ ん 、 そ れ ぞ 
れ の 民族 が 今 に 伝 える 風習 も 非常 に 興 
味 深い 。 





隙 園 匠 社 


人 @HnieJ わ や 選 貴 熊 臣 著 G 叱 SQ し 中 


くけ は つぶ で G 間 釣 科 OsQ 


sdan で 得 暑 


所 如 全 GS 直 る 人 から 懲 7 
せ 賠 し 忠 やめ 秋 つろ) 爺 大江 KG 也 
窒 ” 究 G 還 ロ 人 Shk 選 鉱区 称 江 富 し じ 
窟 穫 蝶 届 ぐ 災 き し Ar っ) 会 県 
「 明 恵 世 創 」) 直 だ お Q 衣 誠 7 

JJ リル レポ 抗 党 蟹 賠 静 定 会 心 衛 で 
衛 守 し " 営 演 S 王 つう つゆ し 氏 洒 
つ 8 親 普 ぐ 届 公 時 部 所 電 競 演 
飼 0 レ 8" 記 宮 上 国 居 和 準 つ 
雪 つ し 3r@" 虫 屋 世 食 掴 鐘 る 中 
世相 り SN 公 し 8 S" ヨロ EGO レ 半 
人 SRO 叫 選 加 8 乱 叶 会 思 で 基 め 郵 
会” 紙 全 所 S べ ke 三 中 る ろり 7 中 時宗 
うる 心 個 列 会 趣 忌 糧 ら ^ 密 坦 と 
下 可 を 聞 入 遇 " 征 細 構 咽 つつ し 避 
民 %% レ Ax の 7 祖 つ ント 公 人 ト 
0 宗悦 8| 環 層 回 天 じ " 王 拓 入 
で さ K 人 SN つ 届 会 ぐ GS 勧 紀 り 


Sh" 


時 = 


TIW 門柱 坦 本 本 旧 FM 


ra ali 1 避 F 


lg コロ 





間 見 える 。 








人 々 の 暮らし が 垣 


に 、 


絵画 の よう な 風景 の 中 ! 
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宮 石 ・ 


武 陵 源 
張 家 界 


剛 ・ 過 古城 





雲海 の 絶 応 を 訪ね て 


4 泊 5 日 武 陵 源 ・ 鳳 嵐 古城 の 旅 


スケ ジュ ー ル 


関西 空港 発 サー 経由: 乗り 継ぎ 〉 張 家 界 空港 落 
色 意 後 、 ホ テル へ 【 張 家 界 泊 】 


午前 : 張 家 界 大 渓谷 に ある 世界 最長 の ガラ ス 橋 へ 
観光 後 、 武 陵 源 エリ ア の ホテ ル へ 

夕食 : 竹 皿 料 理 【 武 陵 源 泊 】 
午前 : 百 龍 エ レベ ー タ ー、 天下 第 一 橋 な ど を 見 学 

その 後 、 天子 山 ロ ー プ ウェ イ で 山頂 へ 

【 世 界 遺産 】 武 陵 源 の パノラマ を 見 渡す 

夕食 : ミ ャ オ 族 料理 

その 後 、 鳳 風 エリ ア の ホテ ル へ ( 車 で 約 4 時 間 ) 【 鳳 嵐 泊 】 
午前 : 鳳 鳳 古城 を 観光 

昼食 後 、 長沙 へ ( 車 で 約 6 時 間 ) 
夕食 : 長 沙 料理 

その 後 、 ホテ ル へ 


長沙 空港 発 乗り 継ぎ 〉 関西 空港 彰 


【 長 沙 泊 】 


ちょ う か か い 





タ 食 ンー 夕方 午 前 張 家 界 大 渓谷 へ ] 
末 ヽ ーF 売 ゞ 2016 年 8 月 20 日 に で きた 世界 最長 の ガラ ス 橋 

竹中 料理 起 陵 源 の へ …・! 大 渓谷 に ある 断崖 を つなぐ 橋 の 上 を 歩 日 目 

名 物 の 竹筒 飯 は 、 竹 が 豊 ホテ ル へ ヘ へ く と 、 ま る で 空 の 上 を 歩い て いる か の よう 。 





冨 な この 地域 な ら で は 。 


サン シャ イン ホテ ルリ ゾー ト 

張 家 界 

ゴー ジャ ス な エン トラ ンス が 印象 的 な ラグ ジュ 
20 雪 示 ホラ ルミ 

張 家 界 市 永 定 区 永 定 大 道 2 号 
86-744-855-9888 

上 28000 と 人 200 








ひゃく りゅう て ん か だ いい ちば し 
午 前 百 エ レベ ー タ ー、 天 下 弟 一 橋 を 見 学 
世界 一 高い エレ ベー ター で ある 、 ガ ラス の 百 龍 エ レベ ー タ ー や 
断崖 絶壁 に か か る 天下 第 一 橋 な ど を 見 学 ! 





⑥ 〇 中 国 国家 観光 局 (大 阪 ) 


| 


午 後 
起 陵 源 
大 自然 が 創 
り だ し た 圧巻 
と も いえ る 岩 


山 の 絶景 を 
見 渡す ! 


























ェ ニ ックス 鳳 遇 ホテ ル 


鳳 鳳 古 城 ま で 徒歩 園内 に ある ホテ ル 。 周 辺 は 美 
し い 風 景 に 員 ま れ て お り 、 景 観 を 存 分 に 満喫 で 


きる 。 


鳳 嵐 県 鳳 出 路 1 号 
86-743-350-2999 


チェ ッ ク イ ン / ア ウト | 14:00/12:00 


※ こ の プラ ン ! 





ょ モデ ルプ ラン で す 。 





関西 空港 出発 


経由 ・ 乗 り 継 ぎ で 
張 家 界 へ ! 





ちょ う か か い 

ーーー | 
張 家 界 空港 着 
半日 以上 か け て 到着 ! 到着 
が 遅い の で ホテ ル へ 直行 。 





午前 


ほう お う 


鳳 鳳 古城 へ 


中 国 一 美しい 古城 
と 言わ れる 鳳 風 古 
城 。 夜 の ライ ト ア ッ 
プ も 素敵 ! 








ちょ う さ 
シェ ラ ト ン 長沙 ホテ ル 
長沙 中 心 部 、 ビ ジネス 地区 に 位置 
9 り 非常 に 便利 。 
| 住 所 長沙 市 英 器 中 路 一 段 478 号 
[電話 |86-731-848-8888 
15:00 ノ 12:00 








ね 
ん 2 1 上 海 観光 
の も う 一 日 あれ ば 、 乗 り 継 ぎ 地 で も う 1 泊 
上 ^、Y 。 も ! 例 えば 上 海 乗 り 継 ぎ な ら 、 シ ョ ッ ピ 
く @ ュ ッ ノ が か > 拍 < | 
長沙 了 か ング & グ ル メ も 楽し め る ! 
空港 出発 wo 
乗り 継ぎ で 人 
関西 空港 へ ! IS 
山 
の に 心 が 4 / い 
奪わ れ た 旅だっ た ! 0 いり 














Im テー 
PE 





っ 二 詞 - 


桂林 中 心 部 か ら 車 で 約 1 時 間 


| 育 維 の 帯 」 と 称 さ れる 
水 時 画 の 世界 


@ り こう 


更 半 回 未 ぐ く で か マー 人 < で っ) 
人 Q レ め 赴 S? 斉 太 で の kt 明 
G 志 尽 渦 を 公選 己 に だ つ 7 人 心 


韻 失 一 護 吾 6 し SS8 生 会 ふ ミ ー 


人 <G ロ 一 人 Ka っ JO ンス x6“ 


座 の 世 定 時 ぐふ ミー 人 K し お ^ 
さ つり 映 相 ぐ 字 性 好色 会 際 己 / 庄 
帝 避 ぐ 選 味 会 思う レス ン ”" 燥 々 ぐ パ 
と 私 入 一 邊 を へ KU 単 都 拠 圭 し 由 硫 
路 Ke ぐつ の 22 余り りお 8 補 る 
9 まこ まとい て いり 有 
信 い 0 し |K ヒ 押 編 守 逐 芋 
珈 コ GS 例 つる S ン sv 音 幸 つ 





INFORMATION LU995 5 WWW 間 還 IO リ ご ど 生 洪 語 
人 口 :522 万 人 位置 : 広 西 チワ ン 族 自治 区 の 北東 部 に 位置 す 人 
る 山 に 囲ま れ た 町 。 気候 : 亜 熱帯 気候 に 属し て いる た め 、 気 候 た 放 2 | 2 う 
は 温暖 で 降水 量 も 多い 。 夏 が 長く 、 冬 が 短く て 四季 が は っ きり し り な に は り ん 
て お り 、 雨 季 と 暑い 時 期 が 同時 に や っ て くる 。 ベ スト シー ズン に も ジー と 還 了 2 OH 
入る 4 て 7 月 は 雨期 の 為 、 雨 具 の 用 意 を 。 ベス トシ ー ズ ン : 演 江 過 も 基 \ 外 < 
の 水量 が 多い 4~10 月 が ベス ト 。 特 に 10 月 は 山 が 紅葉 に 覆 わ ご あ 者 いせ 面 
れ 、 金 木 主 の 香り が 満ち て いて 非常 に 素晴らし い 。 夏 場 は 滴 江 下 に 議 の が 廊 
り に は 適し て いる が 、 か な り 気 温 が 高く な る た め 健 康 に は 注意 。 た 何 け 内 ka 
アク セス : 関 西国 際 空 港 か ら 直行 便 は な い の で 、 上 海 や 香港 な ど い 日 の の 移 計 
で 乗り 継ぐ と よい 。 桂 林 両 江 国 際 空 港 か ら 中 心 部 へ は 約 30km、 帆 ah リー 外 畔 
タク シー で 約 45 分 。 河 滞 れ る に ば 

間 間 ー ス や 宙 

| | の 









江 江 下り ルー ト 0 
桂林 らし い 風 景 に 出会え る の は 人 竹 江 出 航 後 30 分 以上 経過 し て か ら で 、 特 に 絶景 ボイン ト な の は 揚 堤 の あたり か ら 。 も 

シュ ー ン アン | 

【 科 江 】 ん ーー の 。[ 硬 琴 

滴 各 下り 乗船 場所 宮 岩 アム A 届 く se[ 興 坪 】 “ 

] に 「 全 画 出 20 元 紙幣 に も 描か れ て いる 漠 江 。 興 坪 付近 
ーー で 、 同 じ 景 色 の 場所 を 見 る こと も 出来 る 。 
けい ぃ りん ene =、。 よう さく 


牌 本 全 【 揚 坦 】 AO 栓 著 
龍頭 山 江 江 下り ト 船 場 
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龍 勝 棚田 


鍛 り ゅ うし ょ うた な だ 


ら 車 で 約 1 時 間 半 


部 か 


林 中 / 


桂 


雄大 な 目 然 と 曲 


線 美 に 
目 を 奪わ れる 


租 惑 土田 光 組 年 雪 当 貴 
亜 記 人 % 記 | 居 囚 ぐ 寺 
田 ぐ 過 」 状 SG 2K よ 


JJ で 時 田 IRG 弟 語 会 必 
の 投 人 QMS 火 称 向 つ 
し レ "の J ぐ 翌 己 切 
べ * 篤 「 湾 宗 衣 巡る 銀 で へ 
心 く 心 個 明り 他 P% 丸 鈴 
NN ぐ 層 構 じ ぐ re" 


人 @ ろ て き が ん 中心 広場 か ら 車 で 約 20 分 


糧 び や か な 


の 大 宮殿 


H 


ER 


昌 





くき K 一 翌 近 ぐ ヨ 學 土 
多 Q レ nmRkeJ 公 し oxeG 和 償 7 
坦 茶 喘 @ 届 補 戻 舞 細 玉 し 
人 Sn" 

字 ヨコ GS 徐 加 維 kG 戻 朝 称 
世代 や KG 層 会 搬 組 ぐ 抑 
きり し る 8 の うう 会 うけ 必 記 包 
た で 計 87 控 尻 か k9 暑 培 寿 8 
0 た < の は こ だ つ た: 


Ja >)O 
総 選 


旬 具 山 


⑯ ぞ う び ざん 中心 広 場 か ら 徒歩 約 10 分 
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で ウ ろ kr6 人 か UKG けっ) 会 
で Y 豆 殆 雪 9) 空 信 K@ つか 
POGES 

0 と くま に こま) 
更 失 ぐ 記 指 "1 各自 ぐ 起 擬 肖 
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Fr 』 還 < 区 李 田 
が 産 笛 央 デア 
上 月 培 を ー ミ 


山 Fu 
月 山 * の 


午後 ーー 午 
陽 其 で お 店 巡り 


陽 其 に 到着 ! 埋 頭 か ら 歩 いて す 
ぐ の 西 街 に は お し ゃ れ な お 店 が 


ひし めく 。 ーー 








山水 画 の 世界 に 浸 








前 滴 江 下り 
竹 江 埋 頭 か ら 一 斉 に 船 が スタ ー ト ! 約 4 時 間 / 
か け て 、 ゆ っ くり と 船旅 を 楽し む 。 02 
ルー ジン グラ ンチ も いい 思い 出 に 


カー 


3 泊 4 日 桂林 の 旅 





ョ | ニ 






タ 食 
中 華 料 理 


J 








遇 龍 河 で いか だ に 乗 
っ て 川遊び を 楽し ん 
だ 後 、 石 灰 岩 の 中 央 
に 空い た 丸い 穴 が 満 
月 の よう に 見 える 風 
光明 始 な 月 亮 山 へ 。 





















re 
お いし い ! ッ ク グ 














ョ | ミ 
で た な だ 
四川 料 5 W 
由 / 笠 ま 約 700 年 の 歴史 
が ある 棚田 は 、 青 空 に の ぼる 天 の は 








ーー 広州 
ホテ ル の レス トラ ン で モダ ン 
ーー ステア イデ 





る 


スケ ジュ ー ル 

関西 空港 発 か ナ 広 州 空港 芽 
到着 後 、 新幹線 で 桂林 へ ( 約 3 時 間 ) 
夕方 : ホ テル 間 
夕食 : 中 華 料理 
午前 : 滴 江 を 下り 、 陽 甚 へ 
午後 : 陽 期 で お 店 巡り 
夕方 : 陽 期 苑 外 の 過 龍 河 の 散策 、 

風光 明 始 な 月 亮 山 を 見 学 
夕食 : 四 川 料理 
午前 : 龍 勝 棚田 へ 
その 後 、 桂林 市 内 へ 
昼食 : 飲 茶 
午後 : 麻 笛 岩 、 象 鼻 山 、 日 月 塔 へ 
夕食 桂林 料理 
朝食 後 、 新幹線 で 
その 後 、 空港 へ 
広州 空港 発 関西 空港 着 


【 桂 林 泊 】 


【 桂 林 泊 】 


【 桂 林 泊 】 
広州 へ ( 約 3 時 間 ) 






こる 


ョ | ニ 
ーー 関西 空港 出発 


直行 便 で 広州 へ ! 


ウ 
カン 
Np ジ 


空港 着 


約 4 時 間 15 分 で 到 
着 ! 新 幹線 で 桂林 へ 
出発 ! 


桂林 市 内 に 戻っ て 飲茶 を 満 喚 ゅ 


し ご の よう に 延々 と 続く 。 


て き が ん 







午 後 訂 仙 
二 き 0 の な ん と も 幻想 的 な 舗 乳 洞 …! 
地 1 
タ 方 象 鼻 山 
まる で 象 み た いな 山 ! 鼻 と 足 人 一 
の 間 の 円 形 の 洞窟 は 「 水 月 洞 」 
と 呼ば れ て いる 。 


























ン ラウ T 前 
NN ノン 新幹線 で 広州 へ 
O 上 フン 0 
関西 空港 着 広州 空港 出発 
桂林 の 見 所 を 沢山 観光 し て 素晴らし い 3 泊 4 日 5 
満足 な 旅だっ た ! 0 還 は 
っ て も 綺麗 。 
桂林 滴 江 大 涯 布 ホテ ル 
桂林 の 中 心 部 に 位置 し 、 観 光 に 便利 な 立地 。 北 
側 の 涯 面 に は ギネス に 登録 され て いる 人 口 の 大 タ 食 
洋 が ある 。 
任 月 桂林 市 秀峰 区 沙 湖 北 路 1 号 桂林 料理 
[ 二 調 86-773-282-2881 名 物 桂林 ビー フ 
15:00/12:00 ン な どの 竹林 料 
理 は 酸っぱ く て 
※ こ の プラ ン は モデ ルプ ラン で す 。 壮 い の が 特徴 ! 








葵 慶 日 帰り 観光 
小 桂林 と 呼ば れる 壁 慶 の 日 帰り ツア ー 
せっ か く こ こま で 来 た の だ か ら 、「 も う ひ 
と つの 桂林 」 も 見 て お こう ! 














WT 机上 


1 尼 


AM 





ae 『 が . 際 | 計っ 


関 政和 人 ・ 超 代 編 
中 人) ょ JO 抽 響 絶世 


es 
ee 


Pr 


三 *J 人 DA 人 G 局 店 つ 
し 普 黙 国交 移 四 * 抽 の 208 括 盾 
競 還 三 朗 ^1 園 指 人 る 公選 S 現 べ ) 
つり し 手 べ 会 昭和 斑 ン 后 ・ 下 囲 余 
党 SoSn0 ポ 鍛 革 ? 

還 三 征 3 陸 岡 し の 晶 凸 リロ 公 
ツ " 串 絡 6 婁 6 誤 選 下り の 
図 約 ” 男 紅 当 中 私 細 公団 ツン 直 め 
へ や 全く 公 一 描 提 湯 打 "人 ト く ・ 邊 ぐ 
^ー 迫 所 沖 到 会 KO ホン て 羽 
選 國 " 怪 汰 況 堪 ヨ で 党 志 旬 守 ^ 畠 
江 呈 獄中 交 圭 全 の つ 丸吉 し 秋 
堂 % 史 レ 8 選 ^ 罰 磐 況 層 守 交 下台 
つ し 3rG" 

mm 供 醒 覆 の 瑞 6 応じ 人 8 選 7 Am 
筐 し She 家 箕 8 時 半 軸 三 胃 翌 
GS つも Srk@ り っ) 会 | 選 王 ぐ 較 
( 静 的 ぐ 屯 公 學 症 更 ) の 密 完 記 
激 天 ぐ 稀 時 弄 の つめ 民 
和志 翼 SKK で KO 笛 選 層 
民 つ 丸 軸 三共 冊 "下さ べ ャ ぐ 
民主 S 農 "で ら ーー 時 叶 人 HK 人 KT 
神 超 疑 選 己 め 肝 提 9 し 3 で” 趣 








Nge YBIeN 還 
人 口 :8204 万 人 位置 : 中 国 西南 部 に 位置 る 省 。 省 都 の 成都 は 、 
四川 盆地 の 申 心 に 位置 し 、 中 国 西 南 エ リア の 商業 、 貿 易 、 金 融 、 農 業 
の 中 心 と な る 大 都市 。 .。 気 候 : 亜 熱帯 気候 幼 局 し 、 複 雑 な 地形 と モン 
スー ン の 影響 で 、 東 と 西 の 気 侯 は 全く 異な 黄 軒 素 の 盆地 は 亜熱帯 
侯 で 四季 が は っ ぎり し て お り 、 年 平均 気温 は 時 4~19C。 府 は 雪が ま 
し 降り 、 春 は 懇 か く 乾 燥 する 。 長 江 沿 岸部 は 、 熱 が 籠り や すく 真 相 の 
気温 は 38 度 以上 に 達する こと も 。 四 川 軒 西 に ある 誠 の 大 部 爺 の 地 
域 は 、 寒 く 乾燥 し て いて 、 マ イナ ス 5'C 調 堆 測 され た と ころ も ある 。 
ベス トシ ー ズ ン : 主 な 観光 地 で ある 威 都 は 、 請 期 を 避け た 3 月 て 6 月 、 
9 月 て 1 1 月 が 観光 に 最適 。 九 案 溝 ば 月 ~ 1@ 衣 が べ 且 ト 。 こ の 時 期 は 
フラ イト も 増え 、 多 く の 人 が この 地 を 誠 れ る 紀 等 に 木々 が 色づく 10 月 
が オス ス メ だ が 、10 月 初旬 は 中 国 の 大 型 連 休 に 当たる た め 早 め に 手 
配 を 進め て お か な いと 行け な く な っ て し まう の で 注意 。 アク セス : 
関西 国際 空港 か ら 成 都 / 直 行 便 で 約 5 時 間 。 成 都 双 流 国際 空港 か ら 
中 心 部 へ は 約 16km、 タ クシ ー で 約 40 分 。 九 案 溝 / 直 行 便 は な い の 
で 、 上 海 や 成都 な ど で 乗り 継ぐ と よい 。 九 要 溝 黄 龍 空 港 か ら 九 案 溝 国 
家 級 風景 名 勝 区 へ は 約 120km、 タ クシ ー で 約 90 ン 120 分 。 








1 ー 
- 村 
『 1 
上 
箇 * 半 軒 
由 
J 1『 | すす 


由 ドコ 東 


| 


LT 。 


| 本 」 


Ws 


。 び 党 み 4 謗 マン き 考 和 0 寺 記 = 


て 4 と 4 

PA 

32 
置 


メ 


吉 る 限 褒 剖 座 3 へ の 古 塔 SO 本 
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層 宮 」 府中 ③* ミ マタ ご 肖 党 


詰 の 世界 


光 と 水 が 混 在 す る 
童話 


@ き ゅ うさ いこ う 【1992 年 登録 】 
九 黄 龍 空港 か ら 九 委 溝 溝口 まで 車 で 約 1 時 間 半 
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Xe 革 賠 ウズ KG 妥 団 静 揚 ? 
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四川 省 絶 可 紀 行 


7 泊 8 日 四川 省 の 旅 


= 1 PR re 
















スケ ジュ ー ル 
1 関西 空港 発 成都 空港 着 
到 間 後 、 成都 市 内 の ホテ ル へ 【 成 都 泊 】 
午前 : バ ンダ 繁殖 基地 へ 昼食 : 担 々 麺 
2 | 午後 : 松 藩 を 散策 後 、 九 察 溝 へ 
夕食 : 中 華 料 理 【 九 案 溝 泊 】 
午前 :【 世 界 遺 産 】 九 案 溝 へ 昼食 : 中 華 バ イキ ング 
3 | 午後 : 長 海 や 諸 日 朗 涯 布 な ど 九 案 溝 の 見 どこ ろ を 観光 


タ 食 : 名 物 キノ コ 料 理 【 九 案 溝 泊 】 
1 導 ] | 午前 : [世界 遺産 】 黄 龍 へ 昼食 : 郷 土 料理 
s 茂 県 ーー ー ィ デ ア 間 本 還 間 4 午後: 五彩 池 、 争 周 彩 他 な ど を 観光 後 、 茂 県 へ 
都 江 堀 @ 保 、 負 里 rh er トー 和 に タ 食 : 中 華 料理 【 茂 県 泊 】 
| 計 雪 / 成 者 午前 : 茂 県 か ら 都 江 堀 へ その 後 、 成 者 へ 


バン ダダ 業 殖 基地 志 記 請 識 隔 | 5| 尽 食 : 四 小史 料理 午後: 武 修 議 、 錦 里 へ 
農 山 s < 楽山 NIR) | タ 信 : 沙 内 上 [成都 泊 
「 3 諸王 組ま 。 | 午前 : 峨 眉山 へ 昼食 郷土 料理 
午後 : 峰 眉山 観光 夕食 : 四 川 出火 鍋 ” 【 峨 眉山 泊 】 
午前 : [世界 遺産 楽山 大 仏 へ 
( 3 昼食 : 豆 腐 料理 その 後 、 成 都 へ 
| 者 到 着 後 、 ホ テル に チェ ッ ク イ ン 
| その後 、 スーパ ー で お 土産 探し 
タ 食 : 四 川 料 理 [成都 泊 
負 抽 8 | 成都 空 港 発 関西 空港 着 
。 後 昼食 午 前 
松 藩 へ 還 渓 海 子 、 担 々 編 パン タ ーー 人 W 
松 藩 古城 を 散策 繁殖 基地 





担々麺 パン ダ と 会 える ワ ロ < 
タ 食 繁殖 基地 へ 。 希 関西 空港 出発 
ー テイ ャ イア ント パン | 
ダ を 保護 し 、 自 


ホテ ル の レス トラ ン で 


然 に 近い 環境 で 
ゆっ くり ディナ ー。 0 


飼育 、 繁 殖 を し 
て いる 。 


成都 空港 着 


観光 局 (大 阪 ) ホテ ル へ 、。 











午 後 さら に 観光 ! 


























黄 龍 に 到着 ! ロ ー プ ウェ イ に て 約 3500m ま で 一 気 に 移 動 。 T 且 
ドバイ キン ン ( 約 3 時 間 ) 中 、 五彩 池 、 争 艶 彩 池 な ど を 観光 。 容 溝 へ 
エメ ラル ド グ リ 
ー ン に 輝く 潮 、 と 
和 森 と 空 の コン ト * hu hm 
ラス ト は まさ に mn We, 『 
絶景 ! エコ バス 1 ST 
神秘 の 景観 ・ 黄 龍 と 徒歩 に て じ っ 人 
へ 移動 。 車 窓 も 楽 くり と 観光 。 同 @ の 86) に 
し みな が ら 約 1 時 paseeesessssassses mm 
間 の 道程 。 食 / 


昼 
タ 食 ン ヶ 午 後 さら に 観光 ! ン - 中 華 
キノ コ 料 理 九 千 で 最も 広く 深い 湖 「 長 海 J や 中 "イキ ング 


国 一 の 幅 を 誇る 滝 「 諸 日 朗 涯 布 ( だ く 


匠 ) 還 郷土 料理 




















寺 名 物 キ ノコ 料理 を に ちろ うば く ふ ) 」 な ど 午 後 も まだ まだ 
ュー 堪能 し た 後 、 ホ テ 見 どこ ろ を 巡る 1 


タ 食 
中 華 料 理 ( 
ホテ ル に 到着 ! 遅く な っ た タ 方 茂 県 へ 移動 


の で 、 本 日 は ホテ ル 内 で 中 _ 観光 後 、 今 日 の 宿泊 地 、 茂 県 へ 向かっ 
華 の ディ ナー。 ンー て 約 4 時 間 の 移動 。 








成 県 イン ター ナシ ョ ナル ホテ ル 
世界 自然 遺産 に 繋が る 、 中 央 交通 線 の そば に あ 
り 、 九 案 溝 、 黄 龍 観光 の 拠点 と し て よく 利用 され 較 謀 


イン ター コン チ ネ ンタ ル 九 炎 溝 


山間 の 静か な 高地 に 件 む ホ テル 。 周 辺 20 キ ロ 入 | 
以内 に は 、 石 友 岩 の プー ル 、 九 案 の 美しい 草原 還 計 時 
な ど 、 見 逃 せな い ス ポッ ト が 点 在 し て いる 。 


る ホテ ル 。 

茂 県 過 儀 鎮 甘 青 村 
86-837-742-7777 

チェ ッ ク イ ン ノ アウ ト | 14:00/12:00 


菩 所 鎮 甘 海 子 風景 区 
86-837-778-9999 
チェ ッ ク イ ン / ノ アウ ト | 14:00/12:00 
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タ 食 午 後 武 候 議 ・ 錦 里 へ 昼 食 午 前 都 江 坦 へ 


水 者 三国 志 ゆ か り の 武 修 詞 、 そ し て 隣 に 位置 する 錦 里 で は 四川 茂 県 か ら 約 2 時 間 か け て 、 世 界 最 古 の 古代 水利 施 

煮 肉片 て 、 明 、 清 時 代 の 建築 風格 を 再現 し て 造ら れ た 街並み を 散 て 一 小 只 料 理 まで ちり 、 古 代 の 優れ た 土木 技術 を 今 に 残す 都 江 日 目 
ディ ナー は 、 唐 辛子 と 花 策 | 坦 へ 。 観 光 後 、 成 都 へ 。 

板 を た っ ぷり 入れ た 油 汗 

で 肉 と 野菜 を 煮込ん だ 水 








煮 肉片 。 ビ ピリ 辛 な 四川 の N 武 候 議 / 
味 が くせ に な る ! 














中 国 国家 観光 局 ( 大 



































































5 午 前 午後 
が び ざん が び ん 
峨 眉山 へ 向け て 出発 ! 峨 眉山 観光 
仏教 の 聖山 峨 眉山 へ 向け て 出発 ! 付 峨 眉山 は 中 国 四 大 仏教 名 山 
近 に 到着 後 、 景 区 観光 バス に て 雷 洞 坪 の ひと つ 。 山 全体 が 風景 区 
( 軸 一 アー ウェ イ の 入口) へ 。 に な っ て お り 、 頂 上 付近 で 見 
遇 語 る こと が で きる 雲海 は 、 よ り 
日 一 層 こ の 山 を 神秘 的 に 見 せ 
日 る 。 往 復 ロー プー ウェ イ を 利 
用 し 、 金 頂 、 華 厳 寺 、 展 望 台 
昼 食 より 絶景 を た っ ぷり 鑑賞 。 そ 1 
郷土 料理 の 後 、 景 区 観光 バス に て 入 | 中 。 相 
貼 全 。 思 = = も E * 5 
H 国 国家 観光 局 C 居 孤 / 還 衣 陣 昌 | 【C 中 国 国家 観光 局 (大 阪 ) 
証し ' 四川 風 “ 
ホン ジュ ー シ ャ ン ホ テル ' 火 鋼 
世界 遺産 『 峨 眉山 風景 区 』 の 報国 寺 隣 に 位置 す 。 量 思 寺 3 
る 。 滞 在 客 が 快適 に 滞在 で きる よう 、 サ ービス と : 二 内 の の に じ ト 激辛 
アメ ニテ ィ を 兼ね 揃え た 居心地 の 良い ホテ ル 。 由記 . |「| ラン で 、 火 鍋 の デ の 四川 火鍋 ! 
[住所 | 由 由 山 市 報国 寺 時 区 ーー ナー。 火 鍋 料 理 は 四 | 
[電話 |86-833-552-5888 和 h = 中 間 川 の 人 々 に と っ て 日 
| チェ ッ ク イ ン ノ アウ ト 関 0 及 2 : ii 常 的 な 食べ 物 。 








午 後 お 土産 探し 昼 食 豆 腐 料 理 午前 


ら く さ ん だ いぶ つ 
ホテ ル に チェ ッ ク イ ン 。 ち ょ っ と 休 全 一 名 物 豆 腐 料 理 の ラン チ 。 ン _- >zEX 
十 し た ら 、 ス ー パ ー で お 土産 探し 。 ラン チ 後 、 成 都 へ 。 山大 仏 叶 三 | 


中 国 七 不思議 の ひと つ 、 世 














界 遺 産 楽 山大 仏 へ 。 楽 山大 

仏 は 世界 最大 の 石刻 大 仏 と 

2 言わ れ て お り 、 こ の 辺り は 音 

洪水 が 頻発 し た た め 、 治 水 

鮮 花 餅 は を 願っ て 造ら れ た と され て 

バラ の いる 。 徒 歩 に て 観光 後 、 遊 覧 

ーー 花びら で 船 か ら そ の 全貌 を 見 学 。 

作ら れ て いる 


タ 食 

四川 料理 

本 場 の 麻 豆 腐 な ど 、 四 川 
料理 を 坦 能 ! 本 場 の 四 川 


料理 は 、 花 概 ( ホ アァ ジャ オ ) 
の 辛 さ が 痺れ る ! 
















成都 か ら 
9 \ 車 で / 
= 且 記 午 前 朝食 後 、 空 港 へ MM 
ン し 
\ ツ 2 せ いじ ょ うさ ん 
X ン 青 城山 
9。 道教 の 発祥 地 の ひ と つと し て 古代 
成都 め より 知ら れ て お り 、 世 界 遺 産 に も 登 
録 さ れ て いる 。 
空港 出発 ム 、 
アデ か 
ザ リ ッ ツ カ ー ル トン 成都 アア ( 2 
空港 か ら 車 で 約 40 分 、 成 都 の 中 心地 で ある 天 に | 上 - 9 
府 広場 か ら も 程 近く 、『 富 力 広場 』 と @ う いう ショ ッ ジー ンー @ 
ビン グモ ー ル も 隣接 し て いる 。 - 「 上 
住 所 | 成都 市 順 城 大 街 269 号 FE 有 コ ワ ロ 
[ 恒 主 |}86-288-358-8888 は | 評 較 モー 関西 空港 
[チェ ッ ク イ ン ノ アウ ト | 14:00 ノ 12:00 ーー ド be 観光 か ら グ ル メ まで 盛り だ くさ ん の 
mm 四川 旅行 だ っ た ! 
※ こ の プラ ン は モデ ルプ ラン で す 。 
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7 を ヘル セー 心配 KK く 選 直る る ) 剛 








舞 名 的 づつ" 投 田 妥 蛍 会 中々 ホー や 
EEEsIEIKSYCSD: 

せ 剛 りら る he る る 皮 世 揚 ぐ の 7 
eo の S や 結 距 me 
48 SMMS で Tn りり 8 詞 づつ 信 


S ろ る へ 強 中 半 所 の Sn 約 渦 訪 W 


選鉱 く 呈 中 の 選 ^ 寺 性 つじ し る 4 「 

公 JG 更 裳 6 草 S 製 

葉 思 摘 ぐ 選 る 刷 洞 6S” 短 6 

理 管 会 忌 礼 属 央 を 居 加 や 人 
改 H ト で り 李 くし 3x9? 箇 紅 @ 咽 塞 
3「 粧 換 G 究 」) 宅 8 司 / 圭 量 対 咽 
の し 麗人 会 宮 居 部 も 間 
で ぐ く ロレ し hG 頑 
へ へ SEO 居 I 
柚 距 づつ" 交 豆 3 
回 hG っ) っ の 准 x 
垢 め 怪 江 ぐ 同 戻 吾 


+) 




















INIgejs1WWa【e)N| 
の ロア タク レタ ュ の パ 


よ 
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昆明 


置 する 。 省 都 の 


部 に 位 


南 


位置 : 中 国 西 


周 由 要り (4 
沿 開 遇 
ト  C) 

〇 包 EE 
ぐ 古 を N 
SN 
な ふ ボ AA 環 
部 叶 号 

居 KSKs 

< 9 


アク セス : 関 西国 際 空 港 か ら 直 行 便 は な い の 
で 、 上 海 な ど で 乗り 継ぐ と よい 。 昆 明 長 水 国際 空港 か ら 中 心 部 へ 


あり 、 人 占 の 3 分 の 1 が 少数 民族 。 
は 約 25km、 タ クシ ー で 約 40 分 。 


節 ご と の 平均 気温 より も 日 単位 (日 中 と 夜 ) の 平均 気温 の 方 が 変 


史 を 有する 国家 歴史 文化 名 城 で も ある 。 
化 が 大 きい と いう 珍し い 特 徴 が ある 。 
乾期 が あり 、 乾 期 の 1 1 月 て 4 月 が 観光 ( 


ン 
ロ 此 
回 に 
= 6 
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ーー 
トー 王 」 
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7 4 


45 
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W も 


【1997 年 登録 】 


遺産 


世界 


守ら れ 続 ける 
瓦 屋根 と 石畳 の 町 


こつ と りょう 


\ ヽ 


@ れ い 


合い し | 終 陵 也 廻 (GO を 潮 記 う ) 
生生 
多 箇 思 敵 つつ し 迷 守 丸 表 選 * 巡 
P H 
選べ つつ ゆり 「 関 包 移 家 ペ ベレ 選 客 づつ 


っ 則 鶴 つつ 
レ 吉 間 澄 祝 つ し 49 ST NG 警 突 父 
ご 3 人 の 趣 坦 7 H ト 斉 短 会 所 中 
v 選 爵 半 避 箕 路 応じ 48 選 ^ 宜 
演 ぐ 舞 構内 朋 秀 三 (%0 パ ン 
選 $S 心 の Q0<S) ぐ 坦 や 会 療 貢 名 音 
So 麗人 くべ 選 黒 < ぐ 補 男 ぐ 演 翌 
代 烈 弓 ぐ スロ 編 和 競 全 で ぐ 
坦 岩 愉 伯 谷 つ し re 

6J ぐ 届 避 丸 ン 押 選 か の 
燈 3 全く 公 給 を 県 嘩 ぐる や 此 四 
巡 ^ 郷 中 可 AG 色 燃 称 天 記 旧 中 
3 oc 時 人 者 や ぐ 家 緒 軍 のり 単 
隙 し SQ8 の 4Jo の "選民 注ぐ 貴 暑 和 
貢い うり) 倒 ウ 人 六 避 ぐ や いし 


旧 市 街 の 四方 街 は 詞 江 古城 の 中 


心 と な る 大 き な 広 場 。 こ こ は 茶 馬 
古道 と いう 昔 の 東西 通商 ルー ト 


の 重要 な 拠点 の ひと つ だ っ た 。 
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陣 MN 


NN 旧い 匠 
”』 | 朋 有 用 
0/ 骨 央 員 仙 



















0w パ 
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さき 吉 み ざ 党 ぎ rY 冠 部 SrY 立 
潤 環 本 / 選 芝 葉 rf 


測 ご 周忌 億 ③ 売 堆 中 定 WET し へ 記 


ビエ 
[ 詞 り 


\ 
ノ 


々 と ざ S 由 号 は ご 源 忌 屋 革 き くい 


が ざき へ さき > て 当 へ き 飯 と 
さき yd1On 生 マ 盛 き 々 と 3 へ 届 


に 
語 - コ 4 sr- 肖 証 
.⑥ 中 国 国家 観光 局 (大 孤 ) 2 
玉泉 公園 は 馬 江 古城 か ら 西北 約 1km の と ころ に ある 、 美 し い 自然 公園 。 
龍 の 王 で ある 黒龍 が この 池 に 住ん で いた と いう 伝説 が 残っ て お り 、 別 名 黒龍 凛 ( こ くり ゅ うた ん ) 公 園 と も 呼ば れる 。 


ーー 


* 生 4 ) 
1 財 」 
い 

還 1) 

上 も ーー 





万 古 楼 ( ば ん ころ う ) か ら は 腫 江 古 城 と 田 還 
園 風景 を 見 下ろ すこ と が で き 、 ま た 玉龍 
雪山 の 万 年 の 氷河 も 見 渡せ る 。 





で 
40 
い 
ID 
る 
① 
\ ン 
Be 
10 
し 】 


肌 江 中 心 部 か ら 車 で 約 40 分 


ミ きめ る 
山 


三 う 
っ ヾ 


ナシ 族 が 
神々 の 住ま う 








級 選 ぐ 寒 紀 所 は や < 
Re 四角 師 雪 史 下 つう つつ 妹 也 
ES いく エー 
つや 証 守 届 且 人 選 " 朋 定 
の 先 線 団 2 

導 6mR4JJJAO267AJ 人 AS 一 お 
へ ふ ーG4Sk9 科 思 中 (SA へ く て で 
父 )^ 浮 怪 衛 ぐ 皿 音 医 交 ke 
IE で く NEES た SM に (に 4 
叶 MG 黒 作並 
り 瑞 共和 心 ぐ の“ 並 写り 松 
9 組 O レ 絵 及 尽 2" 


較 
や 
中 
玉 
政 
飲 
剛 
剛 
思 
〇 ) 


と の 交流 が 少な か っ 
仰 す る トン パ 教 は 、 チ ベッ ト 
江 は 、 彼 ら の 素朴 な 文化 が 活 


響 を 受け た 自然 崇拝 に 根付 いた 原 
SKU うー ラシン シル 2 の 


白 
豆 豆 
庄 ビ 


暮らし 、 外 : 


ン 
区 


放 


つっ 四 ン 
て 京 ク 


こ 


諾 江 と 共に 生き る ナシ 族 
た め 、 独 特 の 文化 と 風習 を 今 も 守り 続け る 


山岳 地帯 ( 


/ 


始 宗教 で あり 、 ト ン パ 文字 は 世界 に 現存 する 


ナシ 族 。 彼 ら が 1 
唯一 の 象 


仏教 ( 
都 と 呼ば れる 
6 介 M こ 


昆明 中 心 部 か ら 車 で 約 2 時 間 


せき りん 【2007 年 登録 】 





寺岡 定 選 SSK 一 移 定 所 
sh@ 選 舌 8 軍 人 滞 一 55 BS 
K 民 知 全 基層 づ "| 須 路 1 ぐ 祝 
交 梓 J 補 ご ro7 

団 素 短 宮 ちり 半 胃 % 選 ビレ 
4ke@/J で 尾 較 8/ 美 め 也 
"テキ へ HGS5 心 完 党 移 つ 丸 
25 ぐ ^ 径 ぐつ の USKOJ2 の ぐ 
2J 拉 8 入る ぐ 字 到 会 缶 0 
3 玖 8s938 十 員 人 3 


人 
ボ * 
昌 申 
飲 
昌 国 
下 団 
-- 記 


ペ 


久地 域 


併 


⑱ さ ん こう へ いり ゅ うち いき 【2003 年 登録 】 


上 


) 


ェ ーーーーーーー ヽ 


ーーーーー 
で 


理 格 里 拉 中 心 部 か ら 車 で 約 2 時 間 


ッ ク な 風景 


や 
で 
ーー 


司 が 織り 成す 


Y 


三 つ の 
ダイ ナ 


所 燥 中 ぐ 公 也 地 加 ぐ 定 り 送 
軸 必 ye]11 庄 結 韓 更 千 3" < 飼 
尺 ( 巡 選 )^ 級 無 選 (XnA)“ 総 
史 ( ま さか で へ ) SOG 履 三 
マハ マム こく <. だ SS パリ 79 たく この 
壮 選 り 所 で レ 4xe1 引 し "人 鈴 つ 
る 層 避 "上 王 固め 十 悪 ぐ 
抽 均 疾 如 幅 球 公 寺 理 か 6 翌 
窓 つ つり ^Q ら の ce 時 り 志 区 
1 に の DEL NG も 0 た こく 

団 し 忠 や 灯 ぐる 率 四 
年 公 表地 析 kG 較 鶴 し っ の Sh? 


平 


較 
や 
販 
玉 
政 
飲 
剛 
剛 
四 
〇 ) 





7@ 








@ 〇 中 国 国家 観光 局 ( 火 阪 ) 肌 洒 


ジー ト 一 リャン フェ ン 


ーー 
中 豆 涼 


到着 後 ホ テル に チェ ッ ク イ ン 。 ホ テル 近く の レス トラ 
ン で 名 物 、 鶏 豆 涼 粉 の ディ ナー。 鶏 豆 涼 粉 は 、 と ころ 
て ん に 似 た 麺 料理 。 麗 江 な ら で は の 作り 方 で 浅 粉 
を 煮 溶かし て 型 に 流し 、 そ れ を 胡麻 油 と 調味 料 等 を 


少数 民族 の 文化 に 前 れる 




















か け て 食べ る 独特 の スタ イル が 特徴 。 


玉龍 雪山 を 観光 。 エ コ 
/ パ X ど 回 ノウ ョ イ る 
乗り 継ぎ 、 玉 龍 雪 山大 
展望 台 よ り 主 峰 を 臨む 。 





ョ | ニ 


マ 則 
邊 


の 名 峰 、 


印象 ・ 麗 江 の 鑑賞 


中 国 映画 界 の 巨 世 、 チ ャ ン ・ イ ー モ ウ が 


プロ デュ ー ス し た 、 印 象 ・ 届 江 を 鑑賞 ! 


玉龍 雪山 の 壮大 な 自然 風景 を バッ ク に 、 
屋外 巨大 ステ ー ジ で 繰り 広げ られ る 民 


ー、、、 族 ス ペク タク ル は 圧巻 


ー ド 
ー ト 
ンチ 
クマ 


日 


し 


ma【6』 ヨ 上 


イン ター コン チ ネ ンタ ル 詞 江 


後 トン バ 文 字 で 有 


、 名 な ナシ 族 の 村 、 
沙 村 沙 和 ね を 散策 。 


エン シ エ ン ト タウ ン 
慌 江 市 の 中 心 部 に 位置 する 全 270 室 の デラ ッ | 


クス ホテ ル 。 

届 江 市 古城 区 祥 和 路 276 
86-888-558-8888 
14:00/12:00 


※ と この プラ ン は モデ ルブラン で すず 。 


際 る 














4 泊 5 日 雲南 省 の 旅 





昆明 か ら 車 で 約 
2 時 間 の 石林 
へ 1! 石林 湖 、 小 
石林 な ど 、 天 下 
の 奇岩 を じ っ く 
り と 見 学 。 








タ 食 ナシ 族 風 焼肉 


焼き 、 ス ライ ス し て いる の で 、 赤 身 が 軟 ら 
か い の に 皮 は カリ 

ッ と 香ばし い ! 地 
元 の か らし 粉 を つ 
け て 食べ る と さら 
に や みつ き に ! ] 


護 江 市 
博物 院 
詞 江 市 博物 
院 で トン パ 
文化 を 詳し 
く 知る 。 





ぎょ くせ ん 
タ 方 玉泉 公園 
園内 の 湖面 に 映る 玉龍 婁 山 が 
美しい 玉泉 公園 へ 。 


















スケ ジュ ー ル 
関西 空港 発 サナ 〈 乗 り 継ぎ 〉 昆明 空港 着 
| | 到着 後 、 ホテ ル へ 
夕食 : 周 橋 麺 


午前 :【 世 界 遺 産 】 石 林 へ ( 車 で 2 時 間 ) 
着 後 、 石林 湖 、 小石 林 な ど 、 天下 の 奇岩 を 見 学 
昼食 : 中 華 料 理 昼食 後 、 空港 へ 
昆明 空港 発 サー 肌 江 空港 着 
着 後 、 ホ テル へ 
夕食 : 鶏 豆 涼 粉 
午前 玉龍 雪山 へ 
Eh 象 ・ 骸 江 を 鑑賞 
3 昼食 : ビ ビジター センター の フー ドコ ー ト 
午後 : 白 沙 村 (ナシ 族 の 村 ) を 散策 、 麗江 市 博物 院 へ 
夕方 玉泉 公園 
夕食 : ナ シ 族 風 焼肉 
午前 : [世界 遺産 】 豚 江 古 城 
昼食 : ナ シ 族 の 歓待 料理 、 ス ペア リブ の 灯 製 の 銅 
4 | 午後 : 雇 江 古 城 の 街 を 散策 その 後 、 空港 へ 
諾 江 空 港 発 サナ 乗り継ぎ 〉 乗 り 継ぎ 都市 六 
到着 後 、 ホ テル へ 【 乗 り 継 ぎ 都 市 泊 j】 


O | 乗り 継ぎ 都市 発 か 関西 空港 六 


ーー ニー 借 
周三 


タ 食 過 橋 麺 へ 関西 空港 出発 


米 製 の 麺 に キノ コ や 野菜 を 乗せ て 食べ る スー プ は 
日 本 人 の 口 に よく 合う ! 





【 昆 明 泊 】 
【 衣 江 泊 】 


【 衣 江 泊 】 


昆明 空港 着 


ホテ ル へ 。 


乗り 継ぎ で 昆明 へ ! 


こん めい 
ソフ ィ テ ル 昆 明 ] 
昆明 中 心 部 に 位置 する 昆明 有数 の イン ター ナ 講 
ショ ナル ホテ ル 。5 2 階 の 超 高層 ビル か ら は 昆 
明 市 を 一 望 で きる 。 
住 所 | 昆明 市 西山 区 環 城南 路 777 号 
86-871-6863-9888 
皮 介 000 人 2800 


午 前 詞 江 古城 一 昼 食 スペ アリ ブ の 

東大 街 や 中 心 広 場 の 四方 街 を 歩 1 

<。 古 拓 の 全 最 を 万 古本 か 爆 製 の 鍋 

ら 有 眺め る 街並み は た め 息 も の 。 | 了 ' 、 
同 へ Ns _ We こ 
































午 後 
乗り 継ぎ 一 - 謀 江 ィ まだ まだ 散策 ! 
都市 の 空港 着 空港 出発 その 後 、 空 港 へ 
着 後 、 空 港 近く 
の ホテ ル へ 。 
ーー シャ ング リラ 散策 と 
議 乗り 継ぎ 三江 併 流 地域 


都市 の 
空港 出発 


あっ と いう 間 に 
4 泊 5 日 ! 


厚 | 


関西 空港 着 


美しい 景色 や 街並み に うっ と ん 
4 中国 国家 観光 過 ( 了 


チベット 族 が 多く 住む シャ ング リラ の 街 並 
み を 楽し み 、 こ こ を 拠点 に 世界 遺産 の 三江 
併 流 地域 へ 。 














的 宮 
いい o 


必中 


所 臣 G 隊 鹿 の 証 %0SKG よ と トー 
匠 区 ぐ 革 つり 選 遇 か hG 心中 妖 
壁 つ 玉 再 のり 過 加 と 地 性 穫 人 
紅色: 0 旧 | 慌 A 計 GS 天 味 ]” 親 
で SYSYs コ マニ さぶ 6 
品 い マン 記 意 ぐ 羽 記 会 半 加 守 7 

II に = きら KSAS 
8 リ ぐ 民 8 胡 2 軍 凌 べ 約 証し 
総 准 うつ し 能 選 器 全 で の 
mo ぷ 寺 革 岡 表 舞 想 ロ ソバ 選 ト 
こま NNIE に SI 
直し Sn@ 和 JNN セ 芽 震 ポ で へ 
SH を ぬ 槍 縮 ン の 応 ” 吾 迷 之 
油 混 数 戻 全 回 ン 革 つの の で す 叶 上 
淫 和 ふ 心 伽 会 判 橋 事 壮 選 六 員 % 記 ビレ 
会 571 下 | 押 り の 称 給 計る 
CE デニ YSNUITuCSAk 

S ン 所 本 革 会 心材 過 処 会 足 富 “ 
QG ご c 和 叶 己 字 澄 悪 環 会 堅 列 つ し 
信 届 8 故 下 拉 上 攻 GS 祭 く ベー ンー 
和 ん 表 下 信 伝 想 肖 か GS る)^ 商 南 
路 妹 親 生 ね? 

男 員 所 中 せ ぐ 皿 ン 6 泡 失 会 時 


Mi | 
目 汗 | | 


Es TE ュ 





時 」 


」 


6 1 





INFORMATION み ぶ う 神 を た 言 る の で 化 ' う 
人 口 :60 万 人 位置 : チ ベッ ト 高 原 の 中 心 に 位置 し 、 標 高 3650m、 富 士 山 の 山頂 よ に { 意 呈 捧 だ つこ 地 き と で 
り 少し 低い 所 に ある 。 気候 : チ ベッ ト に は 日 本 と 同様 に 四季 が ある が 、 モ ンス ー ン いら の 味 サ げ ひ SS い あ 
の 影響 を 受け る た め 6 月 下旬 一 9 月 上 名 は 雨期 、9 月 中 旬 6 月 中 名 は 乾期 に 大 別 人 が て エ る た 大 は 集い うる 
され る 。 雨 期 に 年 間 降 水量 の ほとん ど が 降り 、 乾 期 は 雨 や 雪が 少な く 、 猛 烈 に 乾燥 々 込 芽 人 む ッ な 2 よ 時 ょ 
する 。 標 高 が 高い た め 「 1 日 の 中 に 四季 が ある 」 と いわ れる ほど 、 昼 夜 の 寒暖 の 差 が の め 地 々 さ ト い ) 4 ノ 宅 う 
大 きく 、 紫 外線 は 一 年 中 強烈 な た め 、 対 策 を 万 全 に し て 訪れ た い 。 日 照 時 間 が 長く 、 心 ら チ に 仏 員 礼 だ の に 
年 間 日 照 時 間 が 3000 時 間 も ある 。 夏 は 夜 21 :00 ま で 日 は 沈ま な い 。 ベス トシ ー の れ 始 人 他 教 豆 才 し 流 
ズン :4 月 10 月 が ベス トシ ー ズ ン 。4ー5 月 は 林 芝 (ニン テイ ) に ある 雪山 の 尊 に 桃 在 だ た ち ッ 者 の 党 達 よ れ = 
の 花 が 咲き 、910 月 は 森 が 位 々 な 色 に 染まる 。 アク セス : 関 西国 際 空 港 か ら 直 リ 5 祖 よ 拓 哲 内 めし に ララ 
行 便 は な い の で 、 上 海 、 北 京 、 成 都 な ど で 乗り 継ぐ と よい 。 ラ サ ゴン ガ 空 港 か ら 中 必 方 衣 の 義 甘 学 朱 特 到 抗 語 
部 へ は 約 100km、 タ クシ ー で 約 1 時 間 。 に 赤地 で 人 を まき は が 2 ぁ % 
※201 7 年] 月 現在 、 外 国人 が チベット 自治 区 内 を 自由 に 移動 する こと は で き な い 。 員 電 旨 信 才 計 ら アア 近 
\ し ーー \ \ 
て チ い jr り し と わ ちこ は 代 






チベット の 青い 空 に 映え る ター ル 寺 の 如来 八 塔 。 


セラ ぎ で の 問答 修行 の 様子 。 問答 修行 と は 、 質 問 を 出し 、 答 
え 合 い 仏 教 の 知識 と 理解 を 深め る 修行 の 一 種 。 





ボタ ラ 宮 


PIT 1 闘 mm 
斉明 | ー 上 L 電 ! 骨 FE 時 
1 ( 還 WWF HHHHHHH 『 、 ii = 1 本 信 ぼ た らき ぎ きゅう | 世界 遺産 | 【1994 年 登 銀 』 


ETHIIT ET 


ーー ロコ 本 


ーー 還 導 厳 なみ 仔 ま い に 圧倒 され る 
3 る も か 3 。 。 ak 。 人 全 起 すま チベット の シン ボル 


竹 記 | 


で 中 国 国家 観光 局 (大 阪 ) 議 





裕 の 要 イ 歴 動 は 紅 有 殿 極 し "し ツラ 宮 に 

を 人 観 な チラ 代 の 政 宮 の 楽 幼く て / 室 殿 建 マ 

持 光 役 ベ が の 場 治 の 内 洛 租 ポラ 仏 連 $* て ル 

2 客 割 ト 人 徐 多 と 活 2 部 土 遇 うろ 数 5 べら 人 
に は を 月 と る 全 よ 【 た な テ 

れ 制 教 れ ぅ 分 白 表 の と う 和 富 * べ 

に 限 だ に る て 生 : し 住 は て の 

に し す 座 ふみ の い 語ら 区 そ て ま コ 来 者 人 ダ ト 

"て らい る 電 る 紅 れ 自ら りう 能 る 人生 太 か イィ 鹿 

い の て 5? 蘭 湯 衝 て 号 る 坦 紫 UI 

の 間 生 OZ DP 拉 

め は 常 内 款 ^ 赤 大 つ を 。 を れ ェ テ の ジ シ 

5 くつ に  》 に 孝和 白 璧 な ま 意 目 了 ナチ ポ 冬 の 
余 日 重 ミ は 活 宮 の 宮 り 味 指 ベ ヘタ の 上 


% Gi 還 型 王 忌 り 起り ぐ S 『 ツン 宮 よく ヘー き 蘭 敗 表 媒 GS 
* ト 問 へ きつ へ SR 王 時 回 欠 演 KG 3 0 
S NG り 状 願 や nuNNPG 了 RG トッ 6 マ muoo 日 ロ 己 咽 つ ミロ 
四 こ 了 厩 遂 tT" ホント ー 朋 し 「 へ さか 」= き 提 一 IaG 戻 」 ざ 趣 介 SO 人 ら 7 
上 IN 間 IG「 つ AR」 = 司会 ぐ 「W ま 案 恥 ぐ 隊 つろ 異 篤 毛 括 ざ つ 
S 人 IGG 玉 」 へ る 心 押 肖 各地 」 上 慰 末 ロ バン 守 Ao" 
S 軍 幸 おく ロ 人 宏和 7 に 県 時 革 中 弁天 で 交 ら 宮 
9 給 " 回 圧 GoQ ロ な で 上 ” ro 騰 央 の ポツン 正 昔 り 
" = いま 必中 國 Jp 店 上 へ を 本 く ト ー 公 し" 財 太 
上 NSHEN】9 ま PoIS た JO 


SG 折 つ る 届 賠 鍋 ? 


TTYT TTF TTF 


二 





| か ぐー 当 絡 興 章 ぐ 突 で ぐ 
+R 定 半 7 国 夫 脱着 し 計 選 和 拉 
くる 年 ne ズ ャ ルイ 還 回 や 氏 人 き 間 


| 回 現 8 つり 6n@ うる で 
ル 百間 胃 お 回 拘 し ^ 品 さ 小 
( 並 寺 回 さり.Sk の の っ) ) 和 
つ S 公 叱 mko ペペ し 3 で 
の 央 人 0 レ 4rse? 

区 続 持 シホ ローx( く 
ふ ー 心 か) さ GS ぐら ぐう うつ 
巡っ うり 坦 弄 倒 下 QKe 人 8 さり "年 


縄 完 内 国 K 僚 吐い Sno7 


ar ーー"- = 


ト 仏教 の 
キー 


en・ 


ル / 
(で 中 国 国家 観光 局 (大 阪 ) 叶 


半 
きい 
8 映 
間 

ここ J 
へ で 
3 湖 
(】 


べ 


ーー ャ ー、 こ ョ 


ナ 





862 





天空 の 街 、 ラ サ で 感じ る チベット 文化 


5 泊 6 日 ラサ の 旅 


| = , ' ヨ 「 関西 空港 発 りー 〈 乗 り 継 ぎ 〉 乗 り 継ぎ 都市 着 

















mg き > 到着 後 、 空港 近く の ホテ ル へ [乗り継ぎ 都市 泊 】 
= み ら 二 うき 6 内 乗り 継ぎ 都市 発 サー ラサ 空港 着 
ボタ ラ 昌 1 2 | 到着 後 、 ガイ ド と 共に ラサ 中 心 部 へ 
ヤム ドッ ゥ ク 湖 s%% 一 大 昭 寺 居 食 : トゥ ク パ (チベット 風 う どん ) 
クル プリ ンカ 午後 : [世界 遺産 】 大 昭 寺 へ 【 ラ サ 泊 】 


午前 :【 世 界 遺 産 】 ノ ルブリン カ ヘ へ 
3 その 後 、 チ ベッ ト 家 庭 料理 を 体験 
午後 : セ ラ 寺 見 学 、 ポタ ラ 宮 の 巡礼 道 を 歩く 
夕食: タン トゥ ク ( チ ベッ ト 風 すい と ん ) 【 ラ サ 泊 】 


午前 : [世界 遺 産 】 ポ タラ 宮 へ 
昼食 : 中 華 料理 
4 | 午後 : 小 昭 寺 、 旧 市 街 を 散策 
夕食 : チ ベッ ト 料 理 
ae 食後 、 ラ イト アッ プ さ れ た ポタ ラ 宮 へ 【 ラ サ 泊 】 
| 午前 ヤム デック 湖 
し 」 ee | ms、| 目 還 還 還 還 二 二 還 = 二 。 5| ラリ 空 惹 発 ナ (乗り 継ぎ 〉 乗 り 継 ぎ 都市 六 
半生 Ne 二 ーー ュ ュ ュ ーーーー 到着 後 、 空港 近く の ホテ ル へ 【 乗 り 継 ぎ 都市 泊 】 
ーー 6 | 乗り 継ぎ 都市 発 関西 空港 着 


(CR 回 湖 ( 取 タク ら 人 










だ いし ょ う じ 





















午 後 大 昭 寺 へ 昼 食 トゥ ク パ 2 
ラサ は 高 所 の た 記念 すべ き チ ベッ 了 mm 
め 、 順 応 も ね ト 初 の 食事 は 、 チ ベ ・ | 回 詞 

っ 自 ッ ト 風 うど ん の トッ ゥ ワ ロ 
寺 を 観光 。 大 昭 ク バ ! 番 詩 料 た っ ラサ 空港 着 閑 西 補 ( 
寺 を 囲む 巡礼 路 ぷり の スー プ が ス 乗り 継ぎ 
(バル コル ) を 散 パイ シー で 美味 ! イド と 泰 フサ 都市 へ ! 
策 し 骨 中 中 心 部 へ 。 
6 が ー 茶 。 MM 溢 ーー 
届 を きえ 、 この 後 乗り 継ぎ 都市 の 乗り 継ぎ 都市 の 
ホテ ル で ゆっ ワ ロ 
くり 過ごし 、 デ ィ | 5 貞 国 国家 填 空港 出発 空港 
ナー も ホテ ル で 。 な p) 空港 近く の ホテ ル へ 。 























議 、 午 前 ポタ ラ 宮 昼 食 中 華 料理 


吐 | 天気 の いい 日 は チベット の 青 
い 空 に その 姿 が よく 映え る ! 
ーー 本 後 


小 昭 寺 一 一 本 


う 
日 目 


ノル ブリ ンカ へ ヘ へ 








昼 食 チベット 家庭 料理 

チベット 人 の お 宅 IN 

を 訪問 し 、 チ ベッ ト 午 前 
家庭 料理 を 体験 ! 

一 緒 に チベット 人 

の ソウ ルフ ー ド 、 モ 

モ ( チ ベッ ト 風 餅 
























池 ) を 作る 。 ア ツア 
ツ で お いし い ! 
NM ョ ーー ト タ 食 
前 ーー チベット 
午 後 セラ 寺 で 僧 但 た ちの ト タ 食 料理 
た の で 、 デ ィ ナ ー 回 | ミ ポ ボタ ラ 宮 の ライ ト ア ッ プ 





ポタ ラ 宮 の 巡礼 道 を は 軽 め の チ ベッ ト 議 議 
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湖畔 を 散策 後 、 

3 空港 へ 。 
セン トレ ジス ラサ リゾ ソー ト 
ホテ ル 周 辺 に は 大 昭 寺 、 ポ タラ 宮 な どの 観光 ス 
AN0 の 52 、 神 秘 的 な チベット 風情 を 満喫 で き 6 
| 住 所 | 拉 隊 市 城 関 区 江 攻 路 22 号 肖 計 | 5 乗り 継 き 日 目 乗り 継ぎ 一 関西 空港 着 
[ 電 語 |86-891-680-8888 1 邊 - ョ 空港 都市 の 都市 の チベット の 風 を 
500 ジ 200 1 出発 空 洪 着 感じ た 旅だっ た ! 





※ こ の プラ ン は モデ ルプ ラン で す 。 
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香 辛 科 に ドラ イフ ルー ツ 、 エ スニ ッ ク な お 土産 な 
ご を 買う こと が で きる 。 


偉大 な シル クロ ー ド の 玄関 口 へ 


4 泊 5 日 ウル ムチ ・ ト ルフ ァ ン の 旅 





スケ ジュ ー ル 
関西 空港 発 サー く 経由 > ウル ムチ 空港 着 
到着 後 、 ホ テル へ 【 ウ ルム チ 泊 】 


午前 : 紅 山 公園 、 新 宙 ウ イグ ル 自 治 区 博物 館 へ 
昼食 : 新 瑞 料 理 
2 午後 :【 世 界 遺 産 】 天 池 へ 
その 後 、 トル ファン へ 
夕食 : ウ イグ ル 族 の ショ ー を 見 な が ら デ ィ ナ ー 
【 トルファン 泊 】 
午前 : 高 昌 故 城 、 ベ ゼ ク リク 千 仏 洞 、 火 始 山 、 
アス ター ナ 古 墳 へ 
3 | 昼食 "ラグ メン 
ラン チ 後 、 ウル ムチ へ 
夕食 : イ スラ ム 料 理 【 ウ ルム チ 泊 】 


午前 : 国 際 バ ザー ル へ 

昼食 : ポ ロ ( 羊 内 の ビ ピラフ) 

午後 : 南 山 牧場 へ 

夕食 : 中 華 料 理 【 ウ ルム チ 泊 】 


っ | ウル ムチ 空港 発 か 〈 経 由 〉 関 西 空港 落 


( 〇 中 国 国家 観光 局 ( 央 阪 ) 影 火 冶 山 
午 後天 池 一 昼 食 新 員 料理 









天池 に 到着 ! 遊覧 クル ー ズ で 絶景 を イス ラム 料理 と 中 国 西北 料理 の 特 
楽し お 。 観 光 後 、 ト ルフ ァ ン へ 。 色 を 融合 し た 新 久 料 理 の ラン チ 。 






ナン に 似 た 生地 に 羊肉 が 入っ た 新 
玉 焼 きま ん じゅ う が 絶 品 ! 








2 ] 
只 日 ーー 
朋 


ウル ムチ 観光 関西 空港 出発 




























































ウル ムチ 観光 は 紅 山 公 経由 で ウル ムチ へ ! 
園 か ら 。 山 頂 か ら ウ ルム 
チ 市 内 を 一 望 。 天 気 が よ | 
けれ ば 天山 山脈 が 綺麗 
に 見 える 。 
| ウル ムチ 空港 着 
し ん きょう 
= Ne ホテ ル へ 、。 
新 紅 ウイ グル 自治 区 博物 館 2 
西 州 ホ テル 王 生前 一 昼 食 ボロ 
シッ ク な イン テリ ア で 広々 と し た 客室 が 自慢 。 ホ == 芳 国際 バザー ル へ ヘ へ WE 
テル 内 に は 、 イ スラ ム や 湖南 料理 の レス トラ ン も エス ニッ ク な 雑貨 や フ を 食す 。 
め る 。 スパ イス な ど を 購入 ! | 
タ 食 民族 ショ ー トル ファ ン 市 青年 路 882 号 ii 
ウイ グル 族 の 華 股 な 民族 ショ ー を | 電 話 |86-995-855-4000 上 証 弄 和 8 四 
見 な が ら デ ィ ナ ーJ ゅ [チェ ッ ク イ ン ノ アウ ト | 予約 時 に 確認 要 時 1] 
午 前 
トル ファ ン F 紀 
1 日 か け て トル ファ ス 
ne r 剛 ee Pe 昌 
昌 故 城 、 ベ ゼ ク リ ク 千 仏 洞 、 火 始 | 思 い 人 へ 
山 、 ア スタ ー ナ 古墳 へ 。 の iM 基 次 孤 ) ' 場 、 
HTCY2NTN 
8  /、 素 、 南 山 牧 場 へ 。 夏 場 は 
昼 食 ラグ メン タ 食 イ スラ ム 料 理 稚 + 一 面 に 緑 の 草 原 が 広 が 
昼 = 時 DS 
隊 ーー _ 記 り 、 民 族 衣 装 を 着 て パオ 
ラグ メン は 中 央 アジ アー 帯 で 食べ られ で 生活 する 彼ら の 暮し ぶ 
て いる 麺 料 理 で 、 ト マト や ピー マン な ど ,g 書 、 Ei [ り を 見 る こと が で きる 。 
の 野菜 と 羊肉 が “ 0 
相性 ば っ ちり ! ト シシ カバ ブ な どの 。 思 3 ー- 本 二 2 さく Y ヽ 
ルフ ァ ン ワイ ン に 和 〔 。 カシ ュ ガ ル 観 光 
! 舌鼓 ! ルム 4 ウル ムチ か ら 飛 行 機 で 約 1 時 間 40 
SNM406 の | ナ て 公 ウイグル 色 が 濃厚 な 中 国 西端 の 
空港 出発 の 町 で 、 ウ イグ ル 文化 に どっ ぷり 浸る 。 
帰り も 経由 で 0 
関西 空港 へ ! 
ヒル トン ウル ムチ it 
ウル ムチ の 観光 スポ ッ ト へ も 容易 に アク セス 1 岳 還 生 生 講和 ee 人 
出来 る ホテ ル 。 エ レガ ント な 内 装 の 客室 で 伏 敵 ES 
に 過ごせ る 。 ーー TH JD 
| 住 所 ウル ムチ 米 東 区 紅 光 山路 1237 号 = Eee ピロ OS47// に 
[二話 |86-991-783-8888 ロ 関西 空港 看 和 [ | 衣 
チェ ッ ク イン ノ ァ アット] 14:00/12:00 ー 隔 二 昌 ROR ま PP 貞 UN 
ASS で 中 国 国家 観光 局 ( 央 阪 ) 
※ こ の プラ ン は モデ ルプ ラン で す 。 感じ よう 
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全 で つづ つ 人 タン つき 


世相 志 





学 型 8^ 卿 ぐ 答 揚 会 ャ 々 
/ 密 還 還 箕 ( 全 や うつ て ) 
ぐら こい し / 肖 同 似 ぐ 駆 運 
うつ づつ ゆ し 銘 宮 つづ つ 丸 に ハ 計 鍛 
世 ^ 拉 々 宮下 益 悦 置 め 宗 計 
胞 弄 の 夫 選 "AE 外 舞 ぐ 選 宇多 
吉 つ 8 会 生じ “和民 会 療 め 
さ ヘ ロー ンー 民 令 拒 応 応 " 
豆 2)/JXQS 思 シン 攻 総計 己 交 
SS 定 所 8[ 合 手配 風 
銘 」 の) 答 穫 0 で KO 搬 字 苗 (8 
ルー ヘン)“ 妥 庫 閣 填 ぐ 畠 
ウレ ^ 心地 届き ロー を で 
敵 弄 人 稚 の ょ 6 の 7 


* の 地 級 
ア 


立 | 
口 


煙 空 港 か ら 中 


予 


上 着 、 日 焼け 対策 や 雨具 が 必 
まで は 約 14km、 タ クシ ー で 約 20 分 。 


位置 : 中 国 甘 粛 省 北 西 
市 。 か つて シル クロ ー ド の 分 岐 点 と し て 栄え た オア 


こ 


気候 : 乾 燥 が 激しく 、 朝 晩 の 気温 差 が 
ベス トシ ー ズ ン : 天 候 が 変わ りや すい の 


で 朝晩 の 寒さ 対策 
只 o し 4 トシ ー ズ ン は 、 5 っ ] 0 月 。 春 と 夏 は 必 嵐 と 


フェ ー ン 現象 と いう 自然 災害 が ある の で 、 用 心 の 
た め 帽 子 、 マ スク な ど を 準備 し た ほう が いい 。 


ト 、 立 
\ ロ 


クセ ス : 関 西国 際 空 港 か ら 直 行使 は な い の で 、 西 
安 や 北京 な ど で 乗り 継ぐ と よい 。 


INFORMATION 
人 口 :14 万 人 
シス 都市 。 

大 きい 。 


ン 
ン | 
ン 
7 


Ne 


A( い 


と / も こ 






色 糧 中 心 部 か ら 車 で 約 30 分 


矛 


中 
| 
財 
ト - 
OO 
O) 
門 
員 
四 
ヨロ 
い 
\ ジ 
)D 
ト J 
D 
16 
@ 


IT 暫 TTTTITHIIIHIIIT 国 記 。。。 


ド 生 1 
FI 『 
ii 上 
に 電 。 
ーー 
『 


押 二 明 6" 早 岡 忠 枯 ぐ 選 明 
虹 詞 のり 交 東村 A 全 
ロー と ポ 能 訪 宮 る 3) 代 <kG 
2) ぐ 知 ” 介 部 物 宮 忠 
KK て 々 如 明 会 章 氏 毅 お 田 
交 じ " き 庫 和 を 年 家 品 弄 い 2 や 
久 固 を きき 悪 計 2J 有 き 着 擬 坦 ぐ 


迷 公記 る S ぐ ベレ る 6? 






KU 





公 で べつ 合 ン つ パ 心 


世 想 志 


月 明 坦 つづ" | 明 択 下 定 
員 」 り の 福居 約 xG 写 ぐ 角 由 人 
詞 路 応じ 4? 補 買 つ し る 
9 選 鶴 し ShG 公 " 舞 玩 倒 午 
WM 京 記帳 回 箇 ぐ 革 し 路 
の 肢 会 學 半 間 の コ つ し “| 層 肖 
詞 | の 空 5k@? 還 届 で 
レ 筐 還 移 明 人 る kot か BS 
OCS 人 間 に に か こと く と ここ ピン 0 そく S/ 
お 中 0 忌 じ 28 る ^ 虹 :@ 
My 所 Ke 輸 示 K 天 7 


部 の 


アク セス : 関 西国 際 空 港 か ら 


直行 便 は な い の で 蘭 州 へ 。 蘭 州 か ら 張 抜 へ は 


列車 で 移動 。 


位置 : 中 国 甘 粛 省 西 北 


地 級 市 。 古 く は シル クロ ー ド の 要 所 と し て 栄え 
ベス トシ ー ズ ン : 朝 晩 の 寒さ 対 


上 着 、 日 焼け 対策 や 雨具 が 必須 。 ベ スト シ 
ー ズ ン は 、 天 候 は 変わ りや すい が 秋晴れ が 美 


気候 : 複 雑 な 地形 の た め 気 候 も 地域 差 
が 激しい が 、 総 じ て 乾 燥 が 激しく 、 朝 上 晩 の 気温 


こ 


Oo 


ご 


INFORMATION 
人 口 :128 万 人 
差 が 大 きい 。 

東 【 

し い 9ー 1 0 月 。 


パリ 


の よう えん 


張 抜 中 心 部 か ら 車 で 約 1 時 間 


の ちょ うえ きた ん か ちば ぼう 


革 男 り 床 人 KGRSK て 民 堂 
ぐ 革 し め ^ 1 撃 約 同窓 可 ぐ 
講演 中 輸 溝 宗 " 拒 2 騰 抽 玉 し 
符 堂 % 味 誠 折 つ 2 媛 独 毅 ぐ 
憧 画 倒 玉 KG 代 装 宮村 憶 
"OS 人 選 必 GANJNA 和 を 


の < 
け 6 


いい Jilk 人 Aa マ だ に 4 


羽 
け 因 シ 慰 360 ウ スン 毅 8*6n 
し 豆類 恒 3k@ 会 @ つ 心 守 狗 
つ %? 綴 SKG 如 人 G 押 床 ^ 蟹 選 
8 で 入選 全 8 か か 人 る" 


2 








りさ 





ン ル クロ ー ド 観光 の 新 定番 を 
5 泊 6 日 張 拉 丹 霞 地 貌 ・ 敦 煙 の 旅 


色 音 後 、 ホ テル へ 


: 中 華 科 理 


昼食 : 六 内 黄 麺 ( ロ / 
夕食 : 四 川 料理 


( 約 4 時 間 半 ) 
午後 : 嘉 内 関 観光 


色 音 後 、 ホ テル へ 
州 


⑥ 中 国 国家 観光 局 (大 阪 ) グ 月 サ 泉 











タ 食 中 華 料 理 グ 方 午 後 

ホテ ル に チェ ッ ク イ ン し 、 ホ テル 近く の 

レス トラ ン で 中 華 料 理 の デア ノ ナー! 青 抜 丹 霞 地 貌 へ 張 披 市 内 観光 
タ 暮 れ 時 は 一 層 美 し く 、 思 わ ず 見 


人 っ て し まう * "oo 











ちょ うえ き 





張 捧 甘 州 ホ テル 張 抜 へ 
市 内 の 中 心 に あり 、 街 の シン ボル で ある 鐘楼 に 二 we 條 で 
も 程 近 いた め 、 街 歩き に 便利 。 客 室 は 広々 と し て 人 
お り 清潔 。 防い ヽ 間 半 。 
張 抜 市 甘 州 区 南大 街 373 号 | 
86-936-888-8858 ュー 

予約 時 に 確認 65 









バス で 敦 煙 市 内 へ 向 












3 拓 還 時 間 致 糧 市 内 へ か う 。 所 要約 1 時 間 。 二 es 
放 ー 才 千 の N 
起 張 抜 か ら 高 速 ホテ ル へ 日 = 時 の を 


敦 煙 市 内 の ホテ ル に チェ ッ ク イ ン 。 移 動 


鉄道 で 約 ③ 時 間 、 数 灯 に 一 午 ば は か り で 疲れ た の で 、 ち ょ っ と 休憩 …。 


近い 駅 、 柳 園 南 へ 。2014 年 に 
開通 し た シル クロ ー ド エク ス 





午 


万 里 の 長城 の 中 で 三 大 関 の ひ と つと し て 知 
られ る 嘉 内 関 。 約 170 年 の 歳 月 を か け て 
1540 年 に 完成 し た 。 関 城 は 、 内 城 、 
うじ ょ う )、 城 ( ら じ ょ う ) 外 城 、 城 壇 で 構成 
され 、 高 さ 11m の 城壁 で 囲ま れ て いる 。 


訪れ る 


スケ ジュ ー ル 
関西 空港 発 サナ 〈 乗 り 継ぎ 〉 蘭州 空港 着 


【 蘭 州 泊 】 


前 : 高 速 鉄道 で 蘭州 か ら 張 投 へ ( 約 3 時 間 半 ) 
張 投 市 内 観光 
張 拓 月 起 地 貌 へ 


【 張 捧 泊 】 


: 高 速 鉄道 で 張 抜 か ら 柳 園 南 へ ( 約 3 時 間 ) 
:- バ ス で 敦 煙 市 内 へ ( 約 1 時 間 ) 

: 敦 煙 夜 市 で 食べ 歩き 

午前 :【 世 界 遺産 】 慕 高 窟 を 見 学 


【 敦 煙 泊 】 


\ 肉 入り の 麺 ) 


午後 : 鳴 沙 山 、 月 牙 泉 へ 


【 教 煙 泊 】 


午前 : バ ス で 万 里 の 長城 の 西 の 起点 、 嘉 内 関 へ 


夕方 : 高 速 鉄道 で 玄 内 関 か ら 闇 州 へ 


【 蘭 州 泊 】 


空港 発 サーバ 乗り継ぎ 〉 関西 空港 着 


る 


ョ | ニ 





関西 空港 着 


乗り 継ぎ で 蘭州 へ ! 


蘭州 空港 着 


ホテ ル へ 。 


後 嘉 崎 関 観 光 


臣 城 (お 








タ 食 敦 糧 夜市 
斉 夜 市 で 食べ 歩き を し な が ら 、 あ れこ れ 見 て まわ る 。 
地元 っ 子 達 で 大 賑わい で 、 テ ンション も 上 が る ! 


午 前 英 高 窟 タ 食 四川 料理 


専属 ガイ ド の 案内 に 従っ て 見 学 。 中 


プレ ス で シル クロ ー ド へ の 旅 
が も っ と 身近 に ! 






国 最大 の 石窟 遺跡 と 言わ れる だ け あ 
っ て 、 あ っ と いう 間 の 2 時 間 だ っ た ! 











げ つ が せ ん 





























了 牙 泉 
三日月 形 の オア シス 、 夜 ーーーーー タ 方 
月 牙 泉 へ 。 語 計 
ホテ ル へ 蘭州 へ 
寺 . 後 高速 名 道喜 
鳴 沙 山 関 か ら 蘭 州 へ 。 
( 居 これ ぞ シ ルク ロー ド ! 
な 風景 の 鳴 沙 山 へ 。 0 
屋 食 ee フク ダ 打 も 。 下面 に の 
敦 煙 名 物 の ロバ 肉 入り の 麺 ( 馬 内 黄 麺 ) に トラ イ ! ロバ の 肉 と 炒め 味噌 うど ん の 観光 局 (大 阪 ) 病 州 空 X ソ 
よう な 黄色 い 麺 は 日 本 人 に は あま りな じみ が な いけ ど 、 意 外 と お いし い ! ! 出 3 / 
7 
シル クロ ー ド 敦 入 ホ テル WW 。 還 本 き へ ! 8 
話題 の 観光 スポ ッ ト へ も 簡単 か つ 短 時 間 で アク 計 
セス 可能 な 便利 な ロケ ーション 。 無 料 Wi-Fi も 中 
提供 し て いる 。 JD 
敦 煙 敦 月 路 ワ ロ e 
86-937-888-3247 関西 空港 看 WO 
の 旅 は 感激 だ っ た | 財 
※ こ の プラ ン は モデ ルプ ラン で す 。 





忠国 還 家 観光 選 ( 大 阪 呈 











| 上 海 又 は 
北京 1 日 観光 
往復 の 乗り 継ぎ 地 で スト ッ プ オー バー ! 


上 海 や 北京 乗り 継ぎ で 1 泊 す れ ば 、 大 都 
会 の 華やか さも 楽し め る ! 


は 還 ESBD ( 阪 








人 










ドー モヨ 
『 EE 
時 Eo ml ャ モコ 『 Em ーー em 
テー “ ッ ー。 ーー に ーー ギ ーー es 二 こ ョ ーーーー ェ = ーー すでに 1 本 Fe: 
コ ei ーー = 一 = 2 ピー 半生 = ビー mn ニニ ーー 






= 


ミー ” INFORMATION- 


re 
選 本 痢 ご 


r\ 
EE や 穫 Ooo ら エ 


衣 和 口 :91i 万 人 位置 : 中 国 最 南 端 に 位置 し 、 ビ ー チ リゾ ー ト と し て あぶ コ 
人 気 の 島 。_ 気合: 年 間 平 均 気温 は 22Cー26C と 年 間 を 通し て 湿 還 ー 還 
|『 | 央 4 月 申 句 か ら 10 月 初 名 まで は 雨期 だ が 、 日 本 の 梅雨 と は 異な り 、 閉  『『= 
Ho ベス ズ 語 " 
- 英 征 シー ズン :1 月 中 旬 か ら 4 月 中 旬 頃 まで は 乾期 で 過ごし や ずい 気候 と 
講 = な り 、 晴 天 の 日 が 続く 。 アク セス : 関 西国 際 空港 か ら 直 行 便 は な い 較 
、 の で 、 上 海 や 広州 な ど で 華 5 継ぐ と よい 。 海 口 / 海 口 美 蘭 国際 空港 か 
ら 申 心 部 へ は 25Km、 タ シー で 約 40 分 。 三 亜 / 三 亜 周 風 国際 肝 翔 か 
j。 は 、 エ リア に よっ て 異な る が 、 タ クシ ー で 三 亜 湾 地 区 まで 約 19 分 、。 
三 亜 中 心 部 まで 約 20 分 、 大 東海 エリ ア ま で 約 80 分 、 亜 龍 エ リア 記 生 
- で 約 50 分 。 空 港 と 市 内 を 結ぶ 重 ア ポー トバ ス も ある が 、 通 測 の 公共 バ 
] 中 : ス で は なく 余 中 で 停 まる 場所 が 決ま っ て いな い の で 、 降 と い 場 所 が 
8 sigaEht っ gy 時 CG 人 l い に く v ぢ で 注意 。 
に “ 6 L 由 上 」 吉 


導 左 
5 ご 生 で 
, 混 音 き ③ ポ 。 は 喧 べ 冬 落 尾瀬 


疾 表 
my 


革 


る 


の NT 
時 上 F で RM 


和 厩 
時 。AO ず 洋 


ヽ 


マー 千 
ント 


| 


TE 


へ JO ウー ニ NRN2N し で て 


剖 
ss、 


1 
「」 





( 
Ne = 等 - 
Y 画 し 辻 宙 の 史 の い 。 


と 
いい は て 避 拉 
叶 ぐ 法 豆 


ン 
9 


ココ 
中 
し 4 


画 
ユー(y 々 


ー | ! 四 


と ミ 


] 


m 


PL 


中 
・ 


\ ご 


ク 


の 


ア NNI へ へ | アー 
び r 陣 EE 記 誠 誕 王 囲 耳 
北 吾 示 よぶ 党 団 瑞 











7/ 


さき 部 Se6/ 細 


Aa 
| 


| 
朋 


』 旧 目 上 四 朋 還 


代 


『 
『 重 卓 


二 


川 


量 





卓 間 


Ilmm EEELITTL 1 









M 









HI 











6 大 桶 


を 要 し 、2003 年 8 
月 1 日 に 完成 し た 。 
納 人 夜 は ライ ト ア ッ プ 
IO 
その 料 厳 な 姿 は 
間 生 カラ ツウ 
ク K72 











海南 省 政 府 観光 局 


万 緑園 

71 ヘクター ル の 広大 な 公園 に 
は 、 き れい な 芝生 や た くさ ん の 花 
が 咲い て お り 、 散 策 や 天 い の 場 
所 と な っ て いる 。 


@ 熱 気球 旅遊 婚 鹿 節 
海南 島 名 物 と いえ る 結婚 イベ ン 
ト 。 





③ ウ ズ 州 島 
離合 の 中 で 一 番 美しい と 言わ れ 


マリ ンス ポー ン ら その他 の カク 
ィ ビ ティ も 豊富 な 島 。 


の ビン ロウ RE 


失 る と と が で 明和 






屋 街 で 、600 棟 に の ぼる 往 廊 式 の 建物 が 
昔 の 中 国 に タイ ム ス リ ッ プ し て い 
る よう な 雰囲気 が ある 。 


DEM 人 


中 国 随 一 の トピ ガル リゾ ー ト 王 亜 。 
高級 ヴー チ ・ リ ゾ ャ 全 ペッ ブレ メン 9 な っ て いる 。 
小 放 が の と マ 項 %・ Sa アズ メン ト は は 6 な っ て い の 。 


ヾ ` 

て ノ 
」 
和 






ーーー mmmrーmamr。 























⑥ 海 培 昔 
(か い ず い ぼ ) 
海南 島 で 生ま れ た 
明代 中 頃 の 政治 
家 、 海 瑞 の 墓 。 海 
瑞 の 葬儀 に 参列 し 
た 人 民 の 列 は 100 
里 に 達し た と 伝え 
られ て いる 。 


@ 海 栄 江 


ugN ァ 二 ル 
7 。 世界 た 各 だ 
た る 高級 ホテ ル 
が 、 素 晴らし い 
サー ビス を 提供 


近年 新しく 拓 か 
れ 即 十 晶 痢 地 
区 。 空 港 か ら 近 
く 、5> ン 15 分 の 
距離 で 便利 。 気 
軽 に 訪れ る こと 
MG に 2 


海南 省 の 省 都 。 

熱帯 気候 で 通年 温暖 だ が 
池間 陸 は っ 
四季 を も る つ 地 域 で も ある 。 


の 人 司 ( ご こう し ) 
清 の 時 代 に 建立 。 重 要 文 化 財 の 祈念 堂 。 


「 コ 
= デー 
エー 
し コ 
ココ 


縛 水 治 


4724 ん が NN 


中 環 ] 
1 


三 亜 海 栄 湾 ( ハ イタ ン ベ イ ) 
国際 ショ ッ ピ ング セン ター 
ーー 誕生 し た 、 投 資 総額 50 億 元 以上 、 

築 総 面積 が 約 1 2 万 m に 及ぶ 、 免 税 シ ョ ッ 
ピン ク 0200P リッ 一 展示 な ど 各 
機能 が 一 体 化 し た 、 世 界 最大 の 免 和 后 ショ ッ ピ 
シッ ツク センター 。 


96 








7 





ャ フタ 抽 栖 


思 
と 5 ッ ie ンク ニニ 


KC 海南 省 政 府 観 光 局 / 三 亜 ビ ピー チ 





タ 食 タ 食 ホテ ル で ディ 
ホテ ルス パ を 
満喫! 


ディ ナー 後 は スパ で 殴 沢 三昧 ! た っ ぷ 


り 癒 され た か ら 、 今 夜 は ぐっ すり 眠れ そ 














オー シャ ン フ ロン ト の レス トラ ン で 、 
ロマ ン デ ティ ッ ク デ ィ ナ ー ツ の 








人 午 前 ヤノ タ 熱 


マイ ナス イオ ン の 森 ・ ヤ ノダ を 散策 。 山 頂 か ら 流 
れ 落 ちる 滝 を 見 な が ら マ イナ スイ オン を た っ ぷ 
り と 感じ 、 心 身 と も に 癒さ れる て ! 


需 了 雨林 へ ー-、 昼 食 
中 華 料 理 





午 後 南田 温泉 
医療 用 に も 活用 され る 効能 が 評 央 の 
温泉 。 赴 天風 呂 と ブー ル 、 宿 泊 施 設 


ナーー 午 








則 MNISN IEEE AI ッシュ ! W 











足 つ ぼ マッ サー ジ 


足 つ ぼ マッ サー ジ が 歩き 疲れ た 足 に 効く ! 











ル 
タ 方 
解放 一 路 へ 
ロー カル 色 満点 の 繁華 和解 


放 一 路 へ 。 大 型 ス ー パ ー で 人 ハ 
イナ ン 土 産 を 大 量 に GET ゅ 


人 ハイ ナン グ 
チキ ン ラ イス | 














マン ダリ ン オ リエ ンタ ル 三 亜 
何 キロ も 続く ビー チ と 雄大 な 山々 が 周囲 に あ 
り 、 眺 望 が 見 事 。195 室 の ゲス トル ー ム の ほぼ 


全 室 が オー シャ ン ビ ュー な の も 自慢 。 


住 所 | 三 亜 市 海路 12 号 
G6-0898-G820-9999 
チェ ッ ク イ ン / ノ アウト 関 語 還 昌 用 伸 時 旨 0 


※ こ の プラ ン は モデ ルプ ラン で す 。 





ビー チリ ゾー ト て で 南国 気分 


4 泊 5 日 ハイ ナン 島 の 旅 


スケ ジュ ー ル 

関西 空港 発 サナ 〈 経 由 〉 三 亜 空港 着 
到着 後 、 ホ テル へ 
夕方 : ホ テル 内 の ビー チ を お 散歩 
夕食 : ホ テル 内 レス トラ ン 
午前 : ウ ズ 州 島 で マリ ンス ポー 
2 | 夕食 : ホ テル 内 レス トラ ン 

夕食 後 、 スパ を 満喫 

午前 : ヤ ノダ 熱帯 雨林 へ 

昼食 : 中 華 料 理 
3 | 午後 南田 温泉 
夕方 : 繁 華 街 、 解放 一 路 へ 
夕食 : 八 イナ ンチ キン ライ ス 
午前 : ビ ン ロ ウ 少数 民族 村 を 訪問 
昼食 : シ ー フ ー ド レス トラ ン 
夕方 : 三 亜 海 栄 湾 国 際 シ ョ ッ ピ ング セン ター 
夕食 : 人 ハイ ナン 料理 
5 朝食 後 、 空港 へ 

三 亜 空 港 発 りく 経由 〉 関西 空港 着 


2 


日 目 ョ | ニ 


【 三 亜 泊 】 


【 三 亜 泊 】 


【 三 亜 泊 】 


【 三 亜 泊 】 






前 ウス 州 島 へ 


船着 場 か ら ボ ー ト で 約 20 分 の ウズ 州 島 へ 。 
ハイ ナン 島 で 一 番 の 透明 度 を 誇る ウズ 州 島 は 、 空 
か ら で も 海底 の 砂 が 見 える くら い 透 き 通っ て 見 え 





る 美しい 島 。 カ ッ ブ ル が 渡る と 愛 が 深まり と て も 幸 関西 空港 出発 

せ に な れる と いう 言い 伝え が ある Lover Bridge 経由 で ハイ ナン 島 へ ! 

を 訪ね た り 、F 

マリ ンス ポー 9 

ツ で ビー チ を 

大 滴 ! 三 亜 空港 着 
タ 食 
ホテ ル で ディ ナー 





















a 褒 午前 
ビン ロウ シー フー ド 
少数 民族 村 レス トラ ン 
ビン ロウ 少数 民族 ハイ ナン 島 は シー 
村 を 訪問 。 布 織り フー ド が お いし い ! 
や 、 歌 や 踊り な ど 、 独 た ら ふ ふく 食べ た ら 、 
特 な 文化 に 触れ る 。 いざ 、 シ ョ ッ ピ ング 
へ ! 


























タ 食 
ハイ ナン | 三 亜 海 江 
料理 国際 ショ ッ ピ ング 
東山 羊 は 臭み ッ タ ーー 
が な く 、 皮 が 絶 セン タ 
品 で す ! 
み \ 海口 日 帰り 観光 
4 ん 途中 下車 を し た り 、 車 窓 か ら の 景色 を 
MK NOM0M ee9 
旨 に 感じ よう ! 
ーー ーー ノ 還 島 の 子 KA 
三 亜 補 港 一 
出発 チェ ッ ク アウ ト 
経由 で 関空 へ ! 1 
関西 空港 着 


た っ ぷ リ フレ ッシュ し た 旅だっ た ! 











中 国 的 区 力 


m 叶 の 踊 力 は コ ゴ で す / 


に 中 国 に は まだ まだ 紹介 し きれ な い ほ どの 魅力 が いっ ぱい ! 
珠 こ そ は 中 国 大 好き ! な 人 た ち に 
それ ぞ れ 魅力 を 語っ て 頂き まし た ! 








中 国東 方 航空 / 上 海豚 空 大 阪 支 店 
張 曜 騰 さん 





中 国 国際 航空 公司 大 阪 支店 
増 瀬 有 佑 さん 
ウル ムチ の 美 し さ ! 


ヽ 『F 三 五 - ネ 「 導 下 き 
っ 証 に は uuleyGW な p、 と の 到 婦 シルク ロード の 出発 地 西安 
上 ーー 私 の お 勧め は 西安 で す 。 古 く は 王朝 の 都 と し 


源 河 が 多く 、 水 が 豊富 な 街 で す 。 く 
人 て 、 シ ルク ロー ド 出 発 地 と し て 栄え た 街 、 そ 
また 、 新 玉 各 地 へ 旅行 に 行く 際 は ウル ムチ が 起 了 直 

1 で - きき ad し て 刀 削 麺 や 肉 来 人 筐 (中国 式 ハン バー ガー) 
点 と な り 、 必 ず と 言っ て よい ほど 立ち 寄る 都市 な ど 他 に ほな いも の が いっ ぱい あり ます 
で も あり ます 。 関西 か ら 唯一 の 経由 直行 便 、 山 a a 1 





北京 の 現代 アー ト ! 
世界 文化 遺産 が 6 つ 存 在 する 北京 は 現代 
アー ト で も 有名 な 都市 で す 。 特 に 「798 芸 
術 区 」 は 現代 芸術 や カル チャ ー が 集結 し 
て いま す 。 ぜ け ひ 一 度 北京 へ 訪れ て みて く 





だ さい 。 東 航空 の 械 で 、 楽 し い 空 旅 を お 送り いた し ます 。 
邸 楊 さん 
武夷 山 の 色 々 な 顔 ! 3 拍子 揃っ た 浅 陽 ! 
私 の オス ス メ は 福建 省 に ある 世界 遺産 の 武夷 山 で 故宮 巡り の 歴史 探検 ・ 古 き 良 き 
す 。 武 夷 山 で は 九 曲 渓 の いか だ 下り 、 最 高級 鳥 龍 中 国 を 醸し 出す ノスタルジック 
茶 の 武 夷 岩 茶 の 試飲 な ど 堪 能 で きま す ! 普通 で 味 な 街並み ・ 本 場 の 餃子 で 美味 し 
わ え な い 中 国 を 皆様 の 目 で 確か め て くだ さい ! い 食事 を 満喫 ! 観光 あり ! 癒し 


あり ! グ ル メ あり 1! 3 拍子 揃っ 
た 濱 陽 へ 是非 お 越し くだ さい ! 









族 門 航空 日 本 支社 大阪 支 店 


西沢 史 さ ん 





中 国 南 方 航空 大 阪 支店 


青木 実 さん 


九 杯 溝 ・ 黄 龍 PE 
ー 生 に 一 度 は 見 て みた い 絶 景 の 

つ 、 青 々 と し た 湖 の 数 々 に 心 が 洗 
われ ます 。 九 溝 一 黄 龍 へ の 道中 
に は これ ぞ 中 国 と 言う 雄大 な 絶景 
を 見 る こと も で きま す ! 








H.I.S. 関西 営業 本 部 ツア ー 事 業 グ ルー プ 
及 和 イイ 2 ゴイ さ /5 





届 江 の 少数 民族 ! 
肌 江 古城 は 納 西 族 を は じ め 、 多 数 の 少数 民族 が 共存 し て 文化 や 
習俗 が 沢山 見 られ ます 。 建 築 物 は 昔 の まま 残っ て お り 、 昼 間 の H.L.S. 関西 営業 本 部 ツア ー 事 業 グ ルー プ 
款 楼 は 夜 に な る と バー な ど に 変身 し 昼夜 の 異な る 情 趣 が 味わえ 四川 省 が 奥深 い ! 小林 直 生 さん 
ます 。 多 文化 や 都会 か ら 離れ て リフ レッ シュ し た い 方 に は お す 
すめ で す ! 


私 が お 薦め する の は 四川 省 で す 。 奥深 い 辛 さ 
が ある 四川 料理 は 省 内 で も 場所 に よっ て 少し 
ずつ 味付け が 違い ます 。 九 構 で 有名 な 四川 
省 北 部 の アバ ・ チ ベッ ト 族 チャ ン 族 自治 州 は 、 
チベット 族 独 特 の 料理 や 服装 な ど 中 国 と チ 
ベッ ト が 交差 し た 文化 が 味わえ ます 。 





H.I.S. 関西 営業 本 部 仕入れ グル ー プ 
松本 晶 さ ん 


MY も 」 ュ ュ ーー 





間 昌 8 ニー デ ーー ツア ー 事 業 グ ルー プ 











魚 皿 豪 さん 
上 海 の 景 色 が 面 日 SE | 
人 、 ・ er の 9 5 ある 伝統 的 な 建物 群 と 浦東 側 に ある 近 未 来 的 な 高層 ビ 
伝統 、 現 代 の 建築 風 を 同時 に 感じ られ る 街並み の 散策 は ま 中 国 ま る ご と 百科 事典 ル 群 や テレ ビ 塔 の コン トラ スト が オス ス メ で す ! 
と 楽し いで す 。 に ぎ や か で す ! ぜひ 行っ て みて くだ さい 。 茅 森 由佳 さん 2 







に 】 o』-c F- 還 昌 還 (を :) 
中 國 東 方 航空 と 用 


CHINA EASTERN “ : リ 










ロリ リロ 
半 目 下 生 同定 





詩 「] 順 空 IAMENAIR 


中 国 国軍 額 潮 合 


大 孤 罰 在 還 務 所 中 計 中 国 南方 前 記 5 


中 避 . 庄 エ IF 目 呈 呈 昌 FT 」 









還 古 語 呈 還 計 本 m き 








ん / 玩 凛 補 る 中 国 ま る ご と 2 公 貴州 能生 ミュ ー ジ アム 
アリ ヒー テ 1 出国 まる ご と p 中 


PT キリ リー ドコ 


リル フイ 0/ エ 2 パコ (6 





4UYA2 と Yem 
jn に も っ p『 
楽し く な る 。 


エイ チ ・ エ ス サ ポ ボ ポート セン ター 
の EEe1o1o】 呈 区 佑 区 0 


三 Pgi【 副 に * 





(lilslWAU7 





入り た いけ ご 
保険 料 が 高 そ う 。。。 





状況 を 想定 し て ・・・ 


ネッ ト 海 外 旅行 保 了 詞 スマ ー ト ネッ こと U 
チェ ッ ク グ 固 人 プラ ン P 1 タイ プ の 場合 


急 な 病気 や 事故 凶 救 援 者 費用 WE ] つ /4()。 


計 ] 4 /O 四 





旅行 中 に 事故 で ケガ を し た 場合 な 被 保険 者 が 旅行 中 に ケガ 病気 で 3 
ど 。 旅 行 中 に 風邪 ① 病 気 で 治療 を 受 日 以上 上 入院 し 、 日 本 か ら ご 家族 が 現 
けた り 、 入 院 し た 場合 。 地 に 駆け つけ だ 場合 な ご 。 


際 ス リ に あっ た - 凡 荷 物 の 遅延 


スー ツケ ー ス 、 カ メラ 、 時 計 な ど が 次 搭乗 時 に 航空 会 社 に 預け た 手 谷 物 コロ ] 。 / ] () 
難 に 章 っ た り 、 落 と し て 破損 し て し が 、 航 空 機 が 目的 地 に 到着 後 6 時 間 を 円 
まっ た よう な 場合 な ど 。 経過 し て も 目的 地 に 届か な か っ た 坦 


(1 点 に つき 10 万 円 が 限度 ) 司 な ど 


上 記 は スマ ー ト ネッ と U り の 〔P1 タ イブ ]〕 の 保険 料 で す 。 
P1 タイ ブ の 補償 項目 と 保 際 金 額 は 、 治 療 費 用 1,000 万 円 傷 天 死 亡 1.0OO 


ヽ い 屋 万 円 傷害 後遺 陣 害 1.000 万 円 ノ 疾 病死 亡 1.000 万 円 ノ 数 援 者 費用 
お 店 の 物 女 壊 | 7 デー 飛 f T 機 が 遅 尾 れ ご 1.00O 万 円 ノ 賠 償 責 任 1 億 円 ノ 携 行 品 損 害 3O 万 円 ノ 航 空 機 寄託 手 仁 物 補 
延 10 万 円 ノ 航 空 機 遅延 3 万 円 (オプ ショ ン ) で す 。※ 上 記 保 険 料 は 、 航 空 機 遅 














了 延 万 円 を 付帯 し た 保険 料 で す 。 
誤っ つて 他人 に ケガ を させ た だ たり 、 ホ テル 搭乗 予定 の 航空 機 の 出発 が 6 時 間 以 
の 部 屋 中 を 水浸し に し て し まっ た り 、 上 遅延 し た 場合 な ど 。 ネッ ト 海 外 旅行 保 史 |「 ズ マー ト ネ ッ と り 」 は 、 
お 店 の 商品 を 壊し て し まっ た り し て 、 (オプ ショ ン で セッ ト す る こと が 可 旅行 目的 地 通知 型 ネッ ト 専 用 海外 旅行 保険 の パッ ト ネ ー ム で す 。 
損害 賠償 を 請求 され た 場合 な ど 。 能 で す ) * 記 載 さ れ て いる 保険 料 は 、 保 険 証券 を 発行 し な い 場 合 の 保 際 料 で す 。 


保険 証券 の 発行 を ご 希望 の 場合 、 上 記 保 隔 料 に 100 円 加算 され ます 。 
・ お 申込 いた だ ける 被 保険 者 (ご 旅行 され る 亡 ) の 年 齢 は 、 
満 69 歳 (出発 日 時 点 の 満年齢 以下 と させ て いた だ きま す 。 
アレ ッ * 保 際 期 間 は 、3 1 日 まで の お 引受 と させ て いた だ いて お り ま す 。 
当て は まり そう 3 1 日 を 超え る 場合 は ご 契約 いた だ く こ と が で きま せん 。 
つ s ・ 旅 行 日 数 ( 保 期 間 ) は 、 自 宅 を 出発 し て か ら 上 自宅 に 帰着 する まで と な り ま す 。 
※「 ス マー ト ネ ッ と いり 」 の 詳細 に つき まし て は 、 契 約 サ イト の 「 重 要 な 事項 等 の 
坦 ご 説明 」 を ご 覧 くだ さい 。 な お 、 ご 不明 な 点 に つき まし て は 、 取 扱 代理 店 また は 
エイ チ ・ エ ス 損 保 ま で お 問合せ くだ さい 。 








[引受 保険 会 社 】 [取扱 代理 店 】 [詳細 ・ 契 約 は こち ら か ら 】 ョ 
ーー コ 
ツン ps エイチ ・ エ ス 損 害 保険 株 式 会 社 株 式 会 社 エ イチ ・ ア イ ・ エ ス 関西 営業 本 部 http://Web.hs-sonpo.cO.jp/pc/?aid=10409 EE 


T162-0845 東京 都 新宿 区 市 谷本 村 町 3 番 29 号 約 エ イチ ・ ア イ ・ エ ス は 、 エ イチ ・ エ ス 損 害 保険 内 と の 
フォ ー キ ャ スト 市 ヶ 谷 7F 委託 契約 に 基づき 、 保 険 契約 の 締結 代理 業務 を 行っ て お り ま す 。 
イン ター ネッ ト 契 約 デ スク TEL0120-935-301 





エア チャ イナ で 中 国 、 そ し て 世界 へ 


す 1 。 時 
1 「 計 | B | Fl 記 雪 W 
ー 箇 コ 
are 
m lm 」 


関 宅 一 上 上 海 毎日 7 便 
上 上 海 か ら 中 国 国内 ・ 世 界 の 主要 都市 へ 
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アコ 東方 航空 “ ル L 空 
と 還 東 廊 航 空 少 中 国東 方 航空 大阪 支 店 


A EASTERN - www.chinaeastern-air.CO.jD 1 「 ーー 
大 阪 市 西区 京町 堀 1-6-2 TEL:06-6448-5161| | SIARALHANCE MEMBER ちく 





ア リオ 八 寿 072-990-1701 
くず は モー ル 072-868-4891 
茨 木 072-625-9500 
高 槻 072-684-0291 


お 近く の HI.I.S. 店 舗 へ ! 
イオ ン モ ー ル 堺 北花田 072-253-4540 


EIMP2i]:]06(6359)1891 イオ ン モ ー ル リ ん くう 泉南 072-485-3540 
時 : 芽 同 引 06(6347)4501 らら ぼ 一 と 和 泉 072-551-321 1 
し 生 多 06(6649)0277 イオ ン モ ー ル 四 條 暖 072-877-4891 
gd り d【 対 06(6243) 552 1 078-393-1192 
上 計 モ III 06(6772) 4891 あま が さき Qs モ ー ル 06-6492-4891 
加 あべ の Qs モ ー ル 06-6643-2320 らら ぽ ぼ ー と 甲子 園 0798-81-6631 
4 も り の みや Qs モ ー ル 06-6910-4891 御影 クラ ッ セ 078-811-8801 
京 橋 駅 前 06-6882-0641 川西 モザ イク ボッ クス 072-756-7161 
み の お Qs モ ー ル 072-727-6671 訪 屋 0797-35-4891 
オト カリ テ 千 里 中 央 06-6834-1811 アス ピア 明石 078-913-1201 


E 過 イ オン モー ル 和 和歌山 073-456-4891 
JR 和歌 山 駅 前 073-427-7610 
本 軸 贅 3: 衣 075-241-2528 
京都 四条 人 烏丸 075-253-4891 
カナ ー ト 洛 北 075-712-4891 
京都 ヨド バシ 075-352-61 1 1 
津 パ ル コ 077-525-181 1 
087-851-4891 
088-624-5130 
088-873-9123 
089-931-6121 
E L 松 089-998-4898 

島 本 店 0570-00-4646 
島 パ ル コ 0570-05-5865 
広島 アル バー ク 0570-00-6767 


お 問い 合わ せ ・ ご 予約 は 、 





さこ H 回 国 ・ 回 二 
只 檎 弄 哨 訓 
FE 己 涯 幅 


ご こ H 沖 装 ・ 冊 泊 
』 





東 大 阪 06.6787-6451 姫 路 079-283-5610 アイ ネス 福山 0570-00-8282 
テマ フ 年 駒 0743-73-4891 ビッ ク カ メラ 岡山 0570-01-7777 
奈 良 0742-25-041 1 

ZN IM 人 IGG 
S 関 丁 検索 、 


THE 
CODE 





10450070 


旅行 正 画 ・ 実 施 観光 店 長官 登録 業 第 724 号 


林 式 会 社 エイ チ ・ ア イ ・ エ ス 


ェ 530-8215 大 阪 市 北 区 梅田 は 丁目 4 番 5 号 毎日 イソ テ シ オ 16 階 
日 本 旅行 業 協会 正会員 ぎ 宿 http://Www.his-j.COm/kix 


TATA 





